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君きみの居いた昨日きのう、僕ぼくの見みる明日あした２




─FAKE HEART─
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　時は深夜。処ところは山間。

　白い月光に濁にごる薄うす闇やみの空を鋼こう鉄てつの虫が飛んでいた。

　蛍ほたるの如ごとく微かすかな光こう芒ぼうを纏まとい、蜂はちの様に耳みみ障ざわりな羽は音おとを響ひびかせる、異い形ぎようの巨きよ体たい。

　山林に棲すむ獣けもの達たちは警けい戒かい心しんに満ちた双そう眸ぼうで頭上の不ぶ躾しつけな来らい訪ほう者しやを見上げる。大小諸もろ々もろの視線を浴あびつつもそれらを無む視しし──気付く事すら無く──その巨大な羽虫は湿しめった夜や気きを押おし退のけながら進んでいく。傲ごう然ぜんたるその存在感は威い圧あつ的てきですらあった。

　川かわ崎さきバートル式一〇七IIＡ型回転翼式航空機ヘリコプター。

　正確を期きするのならばその改造型カスタムである。機体の前部と後部にそれぞれ一基きずつの回転翼ローターを装そう備びし、三トンを越こえる積せき載さい能のう力りよくを持った双回転翼タンデム・ローター形式の大型輸ゆ送そう機き。元々はボーイング社の大型回転翼式航空機のライセンス生産機で、既すでに回転翼式航空機としては旧式の部ぶ類るいに属ぞくするが、官かん民みんを問わず──遊覧飛行用から軍用まで──数多く使われてきた傑けつ作さくとも言える機き種しゆである。

　ちなみに今夜空を飛んでいる機体は外がい装そうを青と白に塗ぬり分けられ横腹に大きく『今いま里ざと技術工業』の文字が描かかれている。民間所しよ属ぞくの機体だった。

「……しかし……」

　ヘリの内部──貨物室。

　一いつ般ぱん的てきなヘリの三倍という積載量ペイロードを誇ほこる空間に二人の中年男性の姿が在ある。一人は初老。もう一人は中年。共に『Ｉ．Ｔ．Ｉ』と刺し繡しゆうされたカーキ色の作業服を着て貨物室内ない壁へきに固定された椅い子すに座すわっている。胸むな元もとにはそれぞれ『駒こま川がわ』『中なか野の』という個人名と共に『開発四課』の文字が刻きざまれたネーム・プレートが付けられていた。

「最初……四課に配はい属ぞくされた時は驚おどろきましたよ」

　男達──駒川と中野は珈琲コーヒーの入った紙コップを片手に言葉を交かわしている。

「何十億と使って一体何を造つくってるのかと」

「大人の玩具おもちやを造っているとでも思ったか？」

　何ど処こか物もの憂うげな表情で駒川が言う。

　彼かれ等らの目の前にはワイヤーで幾いく重えにも固定された三基のコンテナが在った。

　コンテナの形状は縦横それぞれ二メートルで高さ一メートル余あまり。色は艶つや消けしの黒。端はしには『ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉ』の文字と、注意書きらしい英文の文字列が数行刻こく印いんされているが、他には中身を示す記き載さいも無く、社名すらも記しるされていない。単純極きわまりない形状と視線を拒こばむかの様な闇やみ色いろは、見る者の視線はおろか想像力ですら遮しや断だんしようとしているかの様だった。

　不自然な程ほどに中身を隠いん蔽ぺいせんとする造りには、何処か不ふ吉きつな印象が漂ただよっている。

　まるで──棺かん桶おけの如ごとくに。

　もっとも駒川も中野も、コンテナの中に何が納おさめられているのかは熟じゆく知ちしているのだろう──三基の黒い鉄箱に視線を注ぐ彼等の双眸にはそれぞれの感かん慨がいが滲にじんでいた。

　中野の眼めには皮肉と嘲ちよう笑しようが。駒川の眼には諦てい念ねんと憐れん憫びんが。

「正直──うちの社長の頭を疑うたがいましたよ」

　駒川の言葉に中野が笑いながら応こたえる。

「いや──無論人間の性欲を馬ば鹿かには出来ませんけどね。ビデオ・デッキの普ふ及きゆうに弾はずみを付けたのはアダルト・ビデオだそうですし。初期のパソコンなんかも」

「ま……それはそうだな」

　気け怠だるそうな口く調ちようで駒川が言う。

　退たい屈くつなのか中野は同どう僚りようの反応も気にせず気軽な口調で言葉を重ねていく。

「まあ疑うなら社長より発注元の正気でしょうがね。最初の発注は二十年以上前だって聞きましたけど？」

「計画それ自体が立てられたのは四十年前だって話だ。さすがに実じつ際さい的てきな開発が進んだのは二十五年前からだそうだが」

「東西冷戦の華はなやかなりし頃ころですね。誰だれも彼もが狂くるっていた時代だ」

　一九四七年のトルーマン・ドクトリン──アメリカの対共産主義政せい策さくの『公式声明』によって開始されたとされる二大国の対立は、全世界を巻き込み、途と中ちゆうに数年間の緊きん張ちよう緩かん和わ期きを挟はさみつつも四十年余り続いた。実際にアメリカとその仮想敵国ソビエトは戦争状態に陥おちいる事は無く、しかし互たがいにいつでも敵国を滅ほろぼせる様にと軍ぐん備びを拡かく張ちようし続けたこの緊張の時代を俗ぞくに『冷たい戦争』──即すなわち冷戦と呼ぶ。

　それは確かに狂気の時代ではあったろう。

　最低十回は人類を皆みな殺ごろしに出来る程の核かく兵器をアメリカとソビエトが保ほ有ゆうして睨にらみ合っていた時代。核戦争や人類滅めつ亡ぼうなどという言葉が現実感を以もつて語られ、世界中で金持ちが核シェルターを自宅の地下に掘ほっていた時代。

　そして──勝者の居いない戦争に備えてアメリカもソビエトも必死になって兵器を作り続けていた時代である。

　それは旧来の兵器の増量だけに留とどまらず……新型兵器の開発にも湯ゆ水みずの如ごとく税金が使われ続けた。どれだけ奇き想そう天てん外がいな計画であろうと少しでも見込みが在れば二大国は開発費用をつぎ込んで実用化を目指した。その結果として、試作兵器は出来たものの、あまりに肥ひ大だい化かした製せい造ぞう費ひの為ために計画が頓とん挫ざするという馬鹿馬鹿しい失しつ態たいさえ幾いくつも発生し──十七億ドルもの開発費用を費ついやした超ちよう音おん速そく爆ばく撃げき機きＸＢ─７０〈バルキリー〉などはその典てん型けいだ──その結果的として実際に戦争する事も無いものを作る為に、アメリカとソビエトは共に国力を磨すり減へらしていった。

　それはあたかも──アメリカは大おお真ま面じ目めに否定するだろうが──竜たつ巻まき兵器だの音おん波ぱ砲ほうなどというトンデモ兵器を大真面目に計画していた第二次世界大戦中のナチス・ドイツを彷ほう彿ふつとさせる状じよう況きようだった。

　事こと程ほど左さ様ように戦争とは人間から冷静な判断力を奪うばうものだ。

　しかし──

「まるで見てきた様な言いぐさだな」

　微び苦く笑しようを浮うかべながら駒川が言う。

　二十五年前と言えば中野は未いまだ小学生か中学生であったろう。四十年前ともなると未だ生まれていなかった筈はずだ。

　結局『冷戦』は一九八九年のヤルタ島会かい談だんにおいて『終しゆう息そく宣せん言げん』が成され、一九九一年のソビエト社会主義連れん邦ぽうの崩ほう壊かいと共に完全に終わった。既すでに米ソの冷戦構造などというものは昔語りの一いつ節せつとして歴史の教科書に封ふうじ込められて久しい。下手をすると──かつてソビエト社会主義共和国連邦という国家がこの地上に存在し、アメリカと世界を二分して対立していたと知らない子供達も多いかもしれない。近代史はいつも歴史の授業では後回しで……年ねん度ど末まつにスケジュール調ちよう整せいの為に慌あわてて通り過すぎる箇か所しよであるからだ。

　だが──

「俺おれは確かに未だ中学生のガキでしたけどね。なんていうか──何となく『二十一世紀は来ないのかもしれない』とか思ったりしてたんですよ。『ノストラダムスの大予言』の恐きよう怖ふの大王って核ミサイルなんじゃないかとか言われてましたし。人類滅亡までの時間をカウントする時計とかも売られてましたよね」

　一介の中学生ですら漠ばく然ぜんと未来に不安を覚おぼえる様な時代であったという事か。

　だが結局『恐怖の大王』は来なかったし、核戦争も勃ぼつ発ぱつする前にソビエトが崩壊した。

　今や世界は狂気の時代を脱だつし、各国間では互いに妥だ協きよう点てんを捜さがす比ひ較かく的てき柔じゆう軟なんな外交姿勢が主流になりつつある。武力衝しよう突とつは今なお世界中で継けい続ぞく中ちゆうだが、核戦争による人類滅亡を真しん剣けんに憂うれえている者は最も早はや少数派だろう。

「とはいえ……」

　中野は既に冷め切った珈琲コーヒーを一口飲んでから言葉を繫つなぐ。

　どうも目的地に着くまではこの二人にすべき事は無いらしい。先程から続く彼等の会話も恐らくは退たい屈くつ凌しのぎ以上の意味はあるまい。

「よく今まで計画中止にならなかったもんですね」

「一度転がし始めると、こういうのはなかなか止められないからな」

「そういうものですか？」

「あるいは単に発注したのを忘れてたとか」

「まさか。予算は継続して出てたんでしょう？」

「予算振ふり込む奴やつと計画監かん督とくする奴は別だしな。〈バルキリー〉なんかに較くらべりゃ大した予算でもないし」

「確かに当時は軍事関連には惜おしみなく金使ってたって話ですしね。貧びん乏ぼうな寒かん村そんが戦車の工場誘ゆう致ちしただけで住民所しよ得とくが倍になったって話も在あるみたいですし」

「まあ──お陰かげでうちも不自由なく研究開発出来た訳わけだが」

　呟つぶやく様に言う駒川。

「そもそもこの計画に嚙かんでたのってうちだけじゃないんでしょう？　本国の方でも五社位が独自に開発に当たっていたという話ですし。この──」

　中野の口調に混じる皮肉げな響ひびきが濃こさを増す。

「〈復讐の女神ネメシス〉計画の中コ枢アユニットには」

「らしいな」

　あまり興味の無さそうな口調で駒川が応おうじる。

「そこまでやっておいて今いま更さら中止ってのも──ちぐはぐというか」

「あの国も表面化しないだけで、引退だの更こう迭てつだの色々人間も入れ替かわるからな。引き継つぎが上う手まくいってなかったのかもしれん。あまり大っぴらに開発出来るもんでもないから、公式書類の一いち覧らん表ひように載のせる訳にもいかんし」

　そう言って肩かたを竦すくめる駒川。

　彼はコンテナの方を眺ながめながら付け加える様に言った。

「特にこの手のものには割と神経質な反応するしな──あの国の宗教関係者は。今回の計画中止もその辺の絡からみらしい。まあ他の企き業ぎようが早々に手を引いたのもその辺の禁きん忌きというか抵てい抗こう感かんが在ったんだろうさ。その点、日本は宗教的には無む節せつ操そうだからな。割とこの手のものを造るのにも抵抗が無い」

「ははあ」

　中野は苦笑を浮かべて頷うなずいた。

「『鉄てつ腕わんアトム』からの伝でん統とうって奴ですかね」

「……かもな」

　駒川は溜ため息いきをついて言った。

「まったく……天てん馬ま博士でもあるまいにな」

「え？　なんですって？」

「いや……何でもない」

　駒川は小さく首を振った。




　　　　●　●　●




　ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉには『電源を切る』という機き能のうが無い。

　学習機能が各種経験情報を整理統とう合ごうする際さいに休止状態サスペンド・モードに入る事は在っても、全すべての機能が停止する訳ではない。表面的な活動は停止しても内蔵の複合電源は中ちゆう枢すう回かい路ろたるＭＰＵや記憶領域メモリに微び弱じやくながら電流の供きよう給きゆうを続け完全にシステム全体がブラック・アウトする事が無い様な設せつ計けいになっている。

　動物が眠ねむる際さいに身動きする事は停とめても呼吸や鼓こ動どうまでは停めないのと同様に。

　そう──機体内外に多数の有ゆう機き部品を使っている事とはまた別の意味でＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉは生物に近い部分を幾いくつも備えている。ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉの基本設計方針コンセプトとしてそれは最初から決められていた仕し様ようだった。

　故ゆえに今現在も省電力の為ために休止状態で専せん用ようコンテナの中に収納されながら、ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉは──個別機体番号〈02〉はその優すぐれた音おん響きよう感かん知ち器によって周辺の音を拾ひろい続けている。〈02〉の高度な処しよ理り能力を使えば回転翼式航空機ヘリコプターの立てる轟ごう音おんの中から駒川と中野の会話を選せん別べつして聴きき取る事も可能だった。

　だが……

（…………）

　彼等の会話の中に〈02〉にとって目新しい情報は特に含ふくまれていない。

　特に中野の喋しやべっている話は、それこそ何度と無く今里技術工業の職員達の間で繰くり返されてきた内容である。計画中止の話にしても社内で既き成せい事じ実じつの様に囁ささやかれるようになって久しい。

　だが……

（……私はどうなるのでしょうか）

　疑ぎ問もんに対する解かい答とうとして〈02〉の演えん算ざん機き能のうが瞬しゆん時じに幾つもの未来予よ測そく図ずを描えがき出す。

　それらはいずれも明るいものではなかった。

　廃はい棄き処しよ分ぶん。解かい体たい処分。あるいは封ふう印いん処分。

　細かな過か程ていと状じよう況きようの差さ異いは在れど、列れつ挙きよされた三十余りの未来予測図はこのいずれかに分ぶん類るいされる。他に希望的予測も無いではなかったが……それらはあまりにも実現の可能性が低く、事実上有り得ないと切り捨てる事が可能なものばかりだった。

　そもそもＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉの存在は、現在の社会では倫りん理り的てきに許きよ容ようされにくい──〈02〉は今里技術工業の職員達がそう話しているのを何度も聞いて記き憶おくしている。故に計画が中止された現在──最も高い可能性は、証しよう拠こ隠いん滅めつを兼かねた解体処分だ。無論その後でＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉに関する記録と諸もろ々もろの部品は資料として極ごく秘ひの内に各種研究機関に回されるであろうが、それは最早〈02〉にとっては関係の無い事であった。

　たとえ破は棄きや解体を免まぬがれたとしても……ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉの存在を公表する訳にはいかない以上、何ど処こかの倉庫に封印される可能性が高い。そしてＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉは計画ごと『無かったもの』として扱あつかわれる事になる。

　何にせよ──ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉシリーズにもう未来は無い。

（……私は…………）

　だがそれを認にん識しきしても〈02〉は恐おそれたりしない。

　そもそも機械は機械としてその機能を果はたすだけであって己おのれの置かれた状況に何らかの感想を持ったりはしないものだ。恐れない。怒おこらない。喜よろこばない。ただ黙もく々もくと機能するだけ。だからこそ機械は道具として信用に足る。

　まして元から命の無いものが死を──命を失う事を恐れたりはしない。恐れる振ふりをする事は──感情の外形的な表出パターンをなぞる事は出来ても、それは中身の無い偽にせ物ものでしかない。それは単に外部に対する条件反はん射しやでしかない。

　だから……

〈02〉の抱いだいたそれは本来有り得ない認識だった。

（私は遂ついに『本物』になる事は出来ませんでした……）

　あるいはそれは一種の機能異常マルフアンクシヨンであったのかもしれない。

（私は偽物である事から脱だつする事が出来ませんでした）

　偽の物。噓うその物。紛まがい物。

　何かを模もしていながらも決してそれそのものではないもの。

（……この状況に対する私の意見を表現する適てき切せつな単語が見つかりません。検けん索さく条件を緩かん和わして再検索を実行します──発見ヒツト）

　内ない蔵ぞう辞じ書しよの中から引っ張り出した単語をＲＡＭ上に展てん開かいする。

（『残念』──これは残念という認識。経験情報に追加）

　ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉは莫ばく大だいな記憶領域メモリに加えて自ら情報を編へん纂さんし整せい理りする機能を備えている。感知器からの経験情報を大量に蓄ちく積せきし、それらを編纂整理する作業をもまた経験情報として蓄積し──ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉはより複ふく雑ざつな思し考こうを可能とする様に、事じ象しように対する認識範はん囲いを広げていくのだ。学習機能を載のせた電子機器は今時珍めずらしくないが──ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉに搭とう載さいされているものはその効こう率りつや拡張性において他とは一線を画かくする性能を備えていた。

　だが〈01〉から〈03〉まで──三機のＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉが経験情報を積む為ための時間はもう余り残されていない。まだまだ学習によって思し考こう能のう力りよくの強化を図はかれるだけの性せい能のう的てき余よ裕ゆうが在ありながら──それはもう発はつ揮きされる機き会かいが無いのだった。

　その事が〈02〉はとても『残念』だった。

　しかし……

（…………？）

　不ふ意いに〈02〉の記憶領域に奇き妙みような情報が紛まぎれ込んできた。

〈02〉は即そく座ざにその情報の入力経けい路ろを確かく認にんしようとするのだが──何ど処こにも記ロ録グが無い。まるでその情報は無から有が生み出された様に突とつ如じよとして〈02〉の記憶領域に発生した様に見える。だが雑音信号ノイズであれば可能性として有り得るが、有意情報がいきなり何の脈みやく絡らくも無く記憶領域に生まれる事など有り得ない筈はずだった。

〈02〉は己おのれの全ぜん機き能のうを再さい点てん検けん。

　しかし即座にセルフチェック機能は〈02〉の全システムに『異常無し』と告げた。

　では……

（……これは何なのでしょうか？）

　断だん片ぺん的てきな情報が互たがいに結けつ合ごうしながら一つの情報を構成する。

　それは──不ふ鮮せん明めいではあるが一種の画が像ぞう情報らしかった。

　…………

　記憶領域に明めい滅めつする風ふう景けい。

　色しき彩さいに乏とぼしい画像の中に木もく造ぞう建けん築ちく物ぶつらしき構造体が見える。

　横に長い二階建て。壁へき面めんの大時計。石造りの門柱。大きな硝子ガラス窓まど。

　初めて観みる筈であるのに何処か懐なつかしい雰ふん囲い気きが在る。

（……『懐かしい』？）

　自らの下した判断に疑問を覚おぼえつつ〈02〉は思し考こうする。

　この画像ファイルには何か意味が在るのか。それとも無いのか。どうやってこんなものが経路も不明なまま自分の記憶領域メモリに挿そう入にゆうされてきたのか。

　可能性としては恐ろしく低いが──ひょっとしたらこれは全く偶ぐう然ぜんの産さん物ぶつなのかもしれない。偶然にも風ふう食しよくの進んだ岩が人の顔に見える様に、もしくは偶然にもある角度から風景を見るとそこに何らかの文字が浮うかび上がって見える様に、〈02〉の回路内に発生した雑音信号ノイズが、たまたま結合した結果この様な有意情報を生み出したのではないか。『混こん沌とんとはあらゆる情報を含ふくむ』という考え方は情報理論の分野では最も早はや古典的なものだが──その意味ではこの画像が何の意味も無い偶然の産物であるという結論も不可能ではない。パーセンテージの数すう値ちを論ろんじるならば小数点の下に幾いくつも零ゼロが連つらなる様な可能性でしか無いだろうが。

　しかし……

（……もし偶然ではなく何らかの意い図とを含んだ必ひつ然ぜんなのだとしたら）

　この画像からは『旧ふるい木造建築』という以上の意味を〈02〉は検けん出しゆつする事が出来ない。

　これは単なる偶然によって描えがき出されたものであるという可能性も零ではない。

　だがもし此こ処こに何者かの意図が込められているとしたら。

　それは一体何なのだろうか。

（確認不能。行動原げん則そく二四五条第四項こう但ただし書がきに従したがい記き録ろくを開始します）

　たとえ理解出来なくとも一応は記録するのがＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉである。前ぜん述じゆつの通り、理解出来ようと出来まいと、その記録と編纂整理は経験情報として蓄ちく積せきされ認識の拡かく大だいに貢こう献けんするからだ。

　ただ……

（…………？）

　突とつ如じよ──画像が激はげしく乱れる。

〈02〉の機能の一部に不ふ具ぐ合あいが生じていた。

　不具合を認識すると同時に、内ない蔵ぞうＲＯＭから自動的に緊きん急きゆう対たい処しよ用ようのプログラムが立ち上がり〈02〉の記憶領域に展てん開かいされていく。

（緊急事じ態たい。強きよう電でん磁じ場ばを観かん測そくしました。通常動作では回路破は壊かいの恐れが在ります。回路Ｃ群八八七から九六四に異常発生。回路Ｄ群三九九から七三六に異常発生。回路閉へい鎖さ。中ちゆう枢すう回路を除のぞく全すべての回路を暫ざん定てい閉鎖。中枢回路を対電磁的自閉状態へ移行させます）

〈02〉は機能異常による自じ損そんを防ふせぐ為ために対電磁的自閉状態へ──休止状態よりも更さらに深い『眠ねむり』に移行する。主記憶領域メインメモリとＭＰＵを含む中枢回路を電子的にも物理的にも他の回路から独立させて保ほ護ごする処しよ置ちだ。この間〈02〉は全く身動きが取れず、外界からの情報も入ってこなくなるが……この処理を行えば核かく爆ばく発はつの際に発生する強電磁波にも耐たえる事が出来る。元々ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉシリーズはそういった状じよう況きよう下かでの行動をも想定された存在なのだ。

　もっとも……〈02〉に人間の様な皮肉の感覚が在れば自じ嘲ちようの一つもＲＡＭ上に展開したかもしれない。これから解体される可能性が高い機体が、自己保存行動を採とる事に何の意味が在るというのか。

　むしろ──

（私はもう自閉状態から復ふつ帰きする事は無いのかもしれません）

　自閉状態から復帰する前に解体されてしまう可能性も少なくなかった。

　無む論ろん……自閉状態に入ろうが入るまいが〈02〉の未来は変わるまい。人間ならば『せめて眠ったまま死ねる』と自嘲混まじりに己を慰なぐさめる事も在ろうが──そも苦く痛つうや恐きよう怖ふを知らない〈02〉にその様な感かん慨がいが発生する余よ地ちは無い。

　ただ……

（残念です。とても残念です）

　その認識だけが在る。

　回路閉鎖されて一気に狭せばまる〈02〉の記憶領域メモリ。余よ計けいな部分を削そぎ落とされて単純化していく認識の中で〈02〉は呪じゆ文もんの様に同じ内容を思考し続けていた。

（残念です……私は結局……『偽にせ物もの』である事から逃のがれる事が出来ませんでした……父様……私は……残念……です……私は…………）
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　貨物室では駒川と中野の会話が続いていた。

「……しかしそんなにも『勝者』でいたいもんですかね──あの国は」

「ガキなんだろうさ」

　駒川の口調はやはり変わらず気け怠だるい。

「よく居るだろう。喧けん嘩かしてて──最後に自分が殴なぐった側で終わらないと気の済すまない子供ってのが。あれと同じだよ。譲ゆずり合うにもまず相手に譲らせてから。和わ平へい交こう渉しようも最後に一発ぶん殴ってから」

「ああ……成なる程ほど」

　笑いながら中野は頷うなずいた。

　だが……

「ん……？」

　駒川がふと表情を強こわ張ばらせて頭上を見上げる。

　二組の回かい転てん翼よくと発動機エンジンが立てる轟ごう音おんに、聞き慣なれない異い音おんが紛まぎれ込んできた様に思ったからである。

「気のせいか……？」

　そう呟つぶやく駒川の表情が──次の瞬しゆん間かんには引きつっていた。

　騒そう々ぞうしくも淡たん々たんとひたすら同じ調子で繰くり返されていた轟音が、突とつ如じよとして乱れた。がりがりと金きん属ぞくが金属を無む理り矢や理り擦こする耳みみ障ざわりな音が振しん動どうと共に増えて──同時にオイルの焦こげる嫌いやな臭においが貨物室の内部に充じゆう満まんし始めた。

　がくん──と駄だ目め押おしの様に大きく機き体たいが揺ゆれる。

　中野の手から珈琲コーヒーの紙コップが滑すべり落ちて床ゆかに褐かつ色しよくの液体を飛び散らせた。

「おい──まさか⁉」

「やばいんじゃないですか⁉」

　顔色を変えて二人は顔を見合わせた。

　回転翼機の事故は、ある意味で通つう常じようの航こう空くう機きよりも危き険けんである。

　例えば──回転翼機の操そう縦じゆう士しは基本的にパラシュートを装そう備びしない。する意味が無いからだ。下手に外に飛び出せばすぐ頭上を旋せん回かいしている回転翼に頭とう部ぶを殴おう打だされて即そく死しするだろうし──そもそも回転翼機の場合は低高度を飛ひ行こうする事が多く、パラシュートを背負って飛び降りてもそれを開く前に地面に激げき突とつしてしまう可能性が高い。

　また……回転翼式航空機の名が示す通り──ヘリは回転翼を回す事で揚よう力りよくを得るが、当然ながら回転翼の回転には反ト作ル用クが生じる。つまり回転翼の回転と反対方向に機体を回そうとする力が生じるのである。

　通常は二重回転翼による相そう互ご反はん転てんでこれを打ち消したり、機体後こう端たんに垂すい直ちよく方向に取り付けられた姿勢安定用の小型回転翼テールローターによってこれを行っており機体の回転を抑おさえ込んでいる。バートル式の場合は前部回転翼と後部回転翼、二基きの均きん衡こうによってこれを行っている訳わけだが……もしどちらかの回転翼が停止してしまえば、機体は自らの回転翼に振ふり回されて、空中で独こ楽まの様に回転する事になる。

　こうなってはもう脱だつ出しゆつする様な余よ裕ゆうなど無い。

「くそっ──だから陸りく路ろで運べば良かったんだ！」

　中野が悲鳴じみた声を上げる。

　そして──
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　操縦士達は長い累るい計けい飛行時間を誇ほこるベテランだった。

　何の前まえ触ぶれも無く計器の類たぐいが一いつ斉せいに異常動作を起こし、発はつ動どう機きやその他の機き構こう──電気的な制せい御ぎよを行っている装置の類には軒のき並なみ異常が発生するという前代未み聞もんの状じよう況きようでは、当然彼等も驚おどろきはしたし慌あわてもしたが──彼等は自らの採とるべき行動を心得ていた。

　一いつ般ぱんには誤ご解かいを受けがちだが……回転翼機はエンジンが停止してもそのまま即そく座ざに落下する訳ではない。

　動力機構に異常の発生した回転翼機を緊きん急きゆう着ちやく陸りくさせる際には『自動転回降下オートローテーシヨン』と呼ばれる方法を採る。

　要ようするに通常の飛行機で言うところの『滑かつ空くう』である。

　動力を途と絶ぜつさせ、代わりに機体が降こう下かする際の風ふう圧あつを受けて回転翼を強制回転させながら──要するに風を受けて回る風車と同じである──揚力を稼かせぎ、地面近くまで落下速度を緩ゆるめていく操そう作さ法ほうだ。

　低速、低高度では不可能な非常手段だが、今回は高度も速度も充じゆう分ぶんにあった。

　操縦士達は現在の機体状況がデッドマンズ・カーブ──高度百フィート、速度毎時五五キロの『エンジン停止時における緊急着陸に必要な限界速度及および高度』──の数すう値ち外がいである事を確かく認にん、コレクティブ・ピッチ・レバーを操作、回転翼の傾きピツチをマイナス側に変えて自動転回降下を開始。

　川崎バートル式は異常の発生した動力機構に頼たよらず、自じ重じゆうと、降下の際に相対的に回転翼に当たって揚力を産む大気との均きん衡こうにより、緩やかに地面へと向かって降りていく。

　操縦士達にはこの山間で比ひ較かく的てき着陸に適てきした場所を目もく視しして捜さがす余裕すら在あった。

　だが──

「────‼」

　地面まであと十メートル余り。

　そこで山やま肌はだ沿ぞいに突とつ如じよ発生した横風により機体は大きく姿し勢せいを崩くずした。

「まずい！」

　機体の姿勢が崩れてしまえば当然、自動転回降下など成立しない。

　軟なん着ちやく陸りく出で来きる筈はずの機体は一気に揚力を失って地面に向け落下。

　それでも途中で機体が樹じゆ木もくの幹みきを擦こすり、枝をへし折る事で幾いくらかでも落下速度が相そう殺さいされ──川崎バートル式は機体が分ぶん解かいする事も無く、樹木の一本をへし折ってそれによりかかる様な形で辛かろうじて着陸した。

　しかし……

「逃にげろ！　エンジンに火か災さいが発生してる！」

　墜つい落らく死しは免まぬがれたが未いまだ危き機きが去さった訳ではない。

　操縦士達は後部の貨物室のハッチを開放──自分達もシート・ベルトを外して斜ななめに傾かしいだままの機体から飛び降りた。
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　開かれた貨物室後部ハッチから飛び降りようとして──

「…………」

　駒川はふと立ち止まった。

　彼が振り返り視線を送るのは、ワイヤーで固定されたままの黒いコンテナ三基であった。

　言うまでもなく駒川や中野にはコンテナを運び出す余裕も無ければ膂りよ力りよくも無い。死ぬのが嫌いやならばコンテナは見み捨すてるしかなかった。

「駒川さん！　何やってんですか⁉　早く‼」

　振り返って中野が怒ど鳴なる。

　駒川は斜めに傾かたむいた床ゆかの上を何度も転びそうになりつつも中野の側そばに駆かけ寄ると──「すまん」と呟つぶやく様に言った。

　二人は機体外部に脱だつ出しゆつすると全力で走る。方向などどうでもいい。まずは機体から離はなれる事が第一目的だ。航こう空くう燃ねん料りようはそもそも人体に対しては有ゆう毒どくである。機体の爆ばく発はつに巻き込まれるのは無む論ろん命取りだが──下手に気き化かした航空燃料を吸い込んだとしても命に関かかわる中ちゆう毒どく症しよう状じようを起こしてしまうだろう。

　そして──

「…………！」

　背中を叩たたく轟音と衝しよう撃げきに──駒川は思わず立ち止まって振り返った。

　川崎バートル式は高々と炎ほのおを噴ふき上げて燃えていた。

　落ちたのが住宅地の真ん中でなかったのは不幸中の幸いであるが……この様子だと山火事になりかねない。無論、操縦士達が緊急事態通信エマージエンシー・コールを無線で航空局に送信しているだろうから、遠からず救きゆう援えんが駆け付けるであろうが──

「……〈ネレイド〉……」

　しかし駒川の関心は積荷に在った。

　恐おそらくあの様子ではコンテナの中身も無事には済むまい。多少の衝撃や熱ねつには当とう然ぜん耐たえられる様に造られてはいるだろうが──さすがに航空機火災に晒さらされてまでも中身を保ほ護ごしきれる様な性能はあるまい。

「…………」

　やはり永ながい年月と膨ぼう大だいな予算を費ついやして自分達が開発していたものとなると、それなりの愛あい着ちやくが在るのか──あるいはもっと他の理由であるのか。轟ごう々ごうと燃え上がる炎を眺ながめる駒川の眼めには、ある種の感かん慨がいが在った。憐あわれむ様な。哀かなしむ様な。悼いたむ様な。単なる物品に向けるものとは微び妙みように異なる感情が火災の光を受けて朱しゆ色いろに染そまる彼の顔に浮うかんでいる。

　しかし……

「……いや……」

　ややあって駒川はぼんやりと呟く。

「『復讐の女神ネメシス』──お前を望んだ大国の狂気も個人の妄もう執しゆうももはや、此この世には無い……既に存在理由も行き場も無いお前には、こうして炎の中に消えていくのが……むしろ『救い』なのかもな……」

　駒川の呟きは応じる者も無く夜気の中に溶とけていった。
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　後日──

　事故についての報告を受けた在日米軍と今里技術工業の合同捜そう索さくチームが地元の消しよう防ぼう署しよや警けい察さつ、自じ衛えい隊たいを差し置いて付近一帯を封ふう鎖さ──在日米軍お得とく意いの横よこ槍やりである──墜落現場を調査したが、爆発の衝撃で粉こな々ごなに吹ふき飛んだのか、ヘリの積つみ荷にであるコンテナは三基とも見つからなかった。

　元より〈復讐の女神計画プロジエクト・ネメシス〉はアメリカ軍内においても既に打ち切りが決定されていた為ために、アメリカ軍はそれ以上動き回って事件とその詳しよう細さいが明るみに出るのを良しとせず……すぐに調査は打ち切られた。この事故も記録上は『アメリカ陸軍発注の精せい密みつ機き械かいを今里技術工業が納品中に起こった事故』とされ──内容的には決して間ま違ちがっていない──事件はそのまま風ふう化かするに任せられた。

　故ゆえに……アメリカ軍にとっても今里技術工業にとってもこれはただそれだけの事件……いや事故でしかない。後はただ記録の上に痕こん跡せきを残して忘れ去られるだけの──恐らくは世界中で絶え間なく起こっている大小様々な出来事の一つである筈はずだった。
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　車では辿たどり着けない場所が在ある。

　船でも到とう達たつできない場所が在る。

　この世界の何ど処こでもなく。

　何処にも属ぞくさず。何処にも繫つながらず。何処にも交まじわらず。

　存在している事さえ余よ人じんには分からない。分からないが故にそもそも行こうと考える事さえもが出来ない。属さないが故に知られる事も無く。繫がらないが故に行ける筈も無く。交わらないが故に帰れる訳さえも無く。そんな隔かく絶ぜつと無む知ちに守られた場所が在る。

　其そ処こは無む論ろん──理り想そう郷きようなどではない。

　むしろ何もかもが偽いつわりによって作られた偽りの世界。真実の世界からは切り離はなされてしまった偽にせ物ものだらけの世界。其処では何が起こっても本物の世界には影えい響きようが無い。現実に繫がる事が出来ない。その狭きよう隘あいさと単純さは理解し易やすくもある反面──何処まで行っても偽りたる事から抜ぬけ出る事は出来ない。

　だが……偽りであるからこそ備そなえ得る意味というものも在る。

　其処は優やさしい噓うそで出来た世界。

　昨日への郷きよう愁しゆうが生み出す残ざん像ぞうであり明日への憧どう憬けいが生み出す幻げん像ぞう。

　それは──
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　微睡まどろみの安あん寧ねいは突とつ如じよとして優ゆう樹きの側そばから引き剝はがされた。

　急速に雪な崩だれ込んでくる外がい気きの肌はだ寒さむさと朝のまぶしさ。呻うめく様にして身体からだを丸めるも、それらは容よう赦しやなく肌に、瞼まぶたに切り込んできて、安らかな眠ねむ気けを追い払はらっていく。後に残るのは眠りたくても眠れない気け怠だるさばかり。

　長なが居い優樹少年は不ふ機き嫌げんそうに唸うなって眼を開き──

「優樹！　おはようっ！」

「…………」

　何な故ぜか布ふ団とんを優樹から引っぺがしたままの体たい勢せいで元気に挨あい拶さつする少女が居いた。

　長く癖くせの無い黒くろ髪かみを留とめる純白のリボンが印いん象しよう的てきである。

　だがお洒落しやれと言えばただそれだけで──装よそおいに関して言えば全体的に地じ味みな印象の強い少女であった。着ているものは、黒を基き調ちようとし飾かざり線とスカーフに白をあしらったセーラー服。小学生ですら高学年にもなればコスメに興味を持つ昨さつ今こんであるのに……化け粧しようっ気は全く無い。当然アクセサリの類たぐいも絶ぜつ無む。

　こんな恰かつ好こうでありながらも全く野や暮ぼに見えないのは、大きな瞳ひとみを中心として整えられた容よう貌ぼうの為ためであろう。有あり体ていに言えばとても可愛かわいらしいのだ──わざわざ化粧や装そう身しん具ぐで引き立てる必要も無い位に。むしろ白い肌と髪や服の黒が描えがき出す対比コントラストはとても清せい楚そ可か憐れんな印象をもたらしている。古き良き時代の女学生──といった趣おもむきで、静かに微笑ほほえみながら佇たたずんでいれば水すい墨ぼく画がの様に儚はかなげで慎つつましい印象を醸かもし出すに違ちがいない。

　ただし……

「ほーらあ！　早く起きないと遅ち刻こくするよっ⁉」

　それは彼女が黙だまって立っていれば……の話。

　無理矢理に引っぺがした優樹の布団をぽいっと傍かたわらに投げ捨て、遠えん慮りよ無なく彼の腕うでを摑つかんでくる少女には、遠足前夜の幼よう稚ち園えん児じの如ごとく──あるいは体温の高い小動物の如く──理り不ふ尽じんな位の活かつ発ぱつさが溢あふれていた。その様子は本当に童女の様に無む邪じや気きで、それはそれで可愛らしくはあったのだが。

　少女の名は詩し月づき──鈴すず乃の宮みや詩月という。

「本当にお寝ね坊ぼうさんだね、優樹は！」

　二人が居るのはこぢんまりとした部屋だった。

　優樹にあてがわれた寮りようの一室。何ど処ことなく殺さつ風ぷう景けいに見えるのはあまり物が無いからだろう。元より備え付けられていた家具の類以外には優樹愛用のカメラやヘッドフォン型のシリコン・オーディオを代表に幾いくつかの小物が在るばかりだ。

　まあ登校途と中ちゆうで拉ら致ちられて此こ処こに来る事になったのだから、当とう然ぜんと言えば当然である。

　詩月に頼たのめば家具やら生活必ひつ需じゆ品ひんやら大たい抵ていのものは用意してくれるのだが──優樹は殆ほとんどの時間を校こう舎しやの方で過すごしているので、此処にものを置いてもあまり利用する機き会かいが無いのだ。

　それはさておき。

「ほらほら起きて起きて」

「…………」

　糸の切れかけた操あやつり人形の様に、ぐったりと脱だつ力りよくしきった不自然な姿し勢せいで引っ張り起こされる優樹。ぼんやりとした眼で目の前のモノクローム少女を眺ながめながら──彼はぽつりと言った。

「──詩月」

「なあに？」

　こっくりと首を傾かしげて言う詩月。

　その仕し草ぐさは無む垢くな小鳥の様で──何も知らぬ者が見ればその愛らしさに胸を締しめ付けられるであろう。まるで世せ俗ぞくの汚お濁だくに決して触ふれる事の無い童話の登場人物の如く。

　だが──

「左手のそれは何？」

「研究成果だよ」

　詩月は平へい然ぜんと──いやむしろ自じ慢まんげな口く調ちようで言った。

「……見せて」

　布団の上に座すわって優樹が手を出すと──意外と素す直なおに詩月はノートを手て渡わたしてきた。

　開かれたページはびっしりと手書きらしい文字で埋うめられている。

　その中に──

『学園生活教本　起き床しよう編』

　という文字を見つけて優樹はその先を眼めで追った。

『事じ例れいその一　幼おさな馴な染じみが起こしに来る』

『第一分ぶん岐き』『窓から入る』／『階段を駆かけ上がる』

『第二分岐』『布団を引っぺがす』／『馬乗りになって揺ゆさぶる』

『第三分岐』『元気に挨あい拶さつして引き起こす』／『朝立ち中の主人公を見て悲鳴を上げる』

　…………

　とりあえずそれぞれの分岐で一番目に赤丸が付いているのを見てから──優樹はノートをぱたんと閉じて詩月に返した。続いて手を伸のばして傍かたわらに放ほうり出されていた布団を引き寄せると、それにくるまって再び横になった。

「──あっ？」

　詩月が困こまった様に声を上げる。

「駄だ目めだよ優樹。そこは『何するんだよっ⁉』って言いながら起きないと」

「うるさい」

「ひょっとして馬乗りになって揺さぶる方が好みだった？」

「…………」

　答えるのも面めん倒どうなので黙っている優樹をどう想おもったのか──詩月はやおら優樹の上に馬乗りになると、両手で布団越ごしに優樹を揺さぶり始めた。

「ねえねえ。ねえってば。ねえねえ」

　何故か妙みように嬉うれしそうである。

「ねえねえねえねえ。優樹ってば。起きてよ。ねえねえ」

　ゆさゆさゆさゆさと身体全体を前後左右に振ふって優樹を揺さぶる。その無邪気な問もん答どう無む用ようぶりは、寝起きの悪い主人公を起こしに来た幼馴染みの少女というより、日曜日の朝から過か労ろう死し寸すん前ぜんの父親に遊園地行きを強きよう制せいする幼児に近かった。

　迷めい惑わくな位に元気一いつ杯ぱいである。

「もーっ。非協力的だね」

「…………」

　優樹は無視。

「困ったな。ええと──」

　ちらりと優樹が片目を開けて詩月の方を見ると──彼女は優樹の上に馬乗りになったまま『研究成果』のノートをぱらぱらとめくっている。

「『非常手段その一』これだね」

　言って詩月はにぱっと笑った。

「『お目覚めのキス』──ええと。まず……」

「だああああああっ！」

　真っ赤になって喚わめきながら起きあがる優樹。

　ころんと自分の上から転がり落ちた詩月を振り返ると──でんぐり返りの途と中ちゆうの様な逆さかさまの状態ながらも何が嬉しいのかノートを片手ににこにこと微笑ほほえんでいる。とりあえず彼女から眼を逸そらしながら──転がり落ちた拍ひよう子しにスカートが変な風にめくれ上がってその中身がちらりと見えていたりするので──優樹は言った。

「…………おはよう」

　爽さわやかな筈はずの朝の挨拶で何故か重い敗はい北ぼく感かんが両りよう肩かたにのしかかっていた。

「おはよう」

　体勢を元に戻もどしてから言う詩月。

「優樹。早くしないと遅刻するよっ」

「いやもうそれはいいから」

　ぐったりと肩を落として優樹は言った。

「ええ？　でも正しい学園生活は幼馴染みが起こしに来ないと始まらないでしょ？」

「んな訳わけあるかっ！」

「ち──違ちがうの⁉」

　愕がく然ぜんとした様子で眼を瞬またたかせる詩月。

　優樹は冷たい眼で彼女を見ながら言った。

「詩月。まさか日本全国男子高校生全員が朝一いつ斉せいに幼馴染みに起こされてると思ってる訳じゃないよね？」

「違うの⁉」

　思っていたらしい。

「そんなっ……！　それって朝の風ふう物ぶつ詩しじゃないの⁉」

「…………」

　優樹は溜ため息いきをついた。

　詩月の場合……ふざけているのでも何でもなくて徹てつ頭とう徹てつ尾び本気でそう思っているのだから始し末まつが悪い。どうも現実を知らないままにアニメや漫まん画がといったフィクション、それも何の因いん果がか偏かたよったものばかりを材料に推すい測そくを重ねた結果らしいのだが──お陰かげで明らかにその言動が優樹の常じよう識しきと食い違う。

「そもそも誰だれが幼馴染みだよ」

　言って……少し胸が痛んだ。

　そう。この詩月は優樹の幼馴染みではない。こっちの詩月は。

　詩月と詩月。同じ名前だが全くの別人だ。実じつ際さい──姿形や言動は似にても似つかない。

　そして優樹の幼馴染みであった方の少女は此こ処こには居ない。此処とは違う世界で彼女は婚こん約やく者しやと幸せな日々を送っている事だろう。そしてその風景の中に優樹の入り込む余よ地ちは無いのだった。

「…………」

　朝も早くから少し憂ゆう鬱うつな気分になる。

　だが──

「大だい丈じよう夫ぶ。今日から私は貴方あなたの幼馴染みよっ！」

「それ絶対間違ってる」

　拳こぶしを握にぎりしめて宣のたまう詩月にとりあえず優樹は突つっ込んでおいた。

「そうなの？」

「幼い頃ころに馴染んでるから幼馴染みだろ。僕はもう幼くない」

「………………」

　しばし空中に眼を据すえて黙もつ考こう。

　でもって──

「ああっ⁉」

　頭を抱かかえて呻うめく。

　どうやら根本的な間違いの一つにようやく気付いたらしい。まあ他にも一杯間違っている処ところが在あるのだが、いちいち指し摘てきしたり説明したりしていたら日が暮くれる。

「むむむむむ……」

　詩月はしばし懊おう悩のうしていた様だったが、不ふ意いに何か思い付いた様子で優樹ににじり寄ると、彼の両手を自分の両手で摑つかんで言った。

「私達やり直しましょう！」

「いやそれやっぱり違うし」

　別の方向に間違い始めている。

「大丈夫。やり直せない人生なんてないんだよ！」

「特に破は綻たんしてない人生リセットしてどうするんだよっ⁉」

　喚わめく優樹。

　今一つ何が間違っているのか分かっていないらしく、首を傾かしげてぶつぶつ呟つぶやいている詩月を眺ながめながら──優樹は長々と溜め息をついた。

　この少女が幽ゆう霊れいだと言ったら一体誰が信じるだろうか。

　そもそも人間の幽霊でさえ無いと言ったら誰か信じるだろうか。

　何しろ優樹に馬乗りになっていた事からも分かる様に、脚あしどころか実体まできちんと在るのだ。お陰かげでこの幽霊少女は優樹がくるまっている布ふ団とんを無理矢理引っぺがすなどという暴ぼう挙きよに出る。更さらに幽霊と言えば夜と相そう場ばが決まっている筈はずなのだが……詩月に掛かかればそんな常識さえ無意味だ。そういう訳で詩月は朝早くから優樹のささやかな安息時間をかき乱しにやって来るのである。

　何の為ために？

　問われれば詩月は何の躊ちゆう躇ちよも無く答えたろう。

『学園生活』の真ま似ね事ごとをする為に──と。
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　私立鈴乃宮学園。

　この異い常じような領りよう域いきがどうやって形成されたのか──詳しよう細さいは分からない。

　かつて実じつ際さいに存在していたこの学校は、しかし第二次世界大戦の末まつ期き、アメリカ軍の空くう襲しゆうによって疎そ開かい中ちゆうの女生徒達と共ともに焼け落ちた。

　それは別に当時の日本では珍めずらしい事でも無かっただろう。

　数え切れない位の建物が焼け落ち、数え切れない位の人々が死んだ。詳細の差こそあれ大量の滅ほろびが戦争という名の下もとにまき散らされ、無数の人や物が一いち様ように消え去っていった。記録上は鈴乃宮学園とその女学生達もその中の一例に過すぎない。

　ただ……特とく異いだったのはこの焼しよう失しつした鈴乃宮学園には『無む念ねん』が在った事だった。

　深い感情や長い時間が生命の無い器き物ぶつに魂たましいを宿やどらせる事が在るという。

　それが偶ぐう然ぜんであったのか必然であったのかは今以もつて分からない。だがこの鈴乃宮学園は『学校』として此この世に生み出されながら、その存在理由を全まつとう出来ず、そればかりか目の前で護まもり育はぐくむべき生徒達の断だん末まつ魔まを見せつけられながら焼やけ崩くずれた。

　学校足り得なかった学校の無念。

　それがこの学校を『幽霊』と成して残ざん存ぞんさせた。

　そう──鈴乃宮学園。

　それは何ど処こでも無い処ところ。此処ではない何処か。学校として造られながらも学校として在る事が出来なかった悲しみと悔くやしさが形を得えた世界。本物の残ざん像ぞうとして存在する紛まがい物の領域。

　だが学園は学園。場所が在るだけではそれは学まなび舎や足たり得ない。血ち潮しおと息吹いぶきが通ってこそ生命が生命として存在し得る様に、ただ形けい骸がいが其そ処こに在るだけでは全く意味が無い。学園として意い義ぎを成す事が出来ない。

　だから。

　必要なのは生徒達。

　学園が慈いつくしみ護るべき子供達。彼等が血潮となり息吹となってその内に在ってこそ学園は学園たる事を全うできる。

　いつしかこの学園は自らの無念を晴らす為ために生徒達を求め始めた。

　ある時は漂ただよう浮ふ遊ゆう霊れいに形を与あたえ。

　ある時は不ふ思し議ぎな獣けものを呼び込み。

　そして──またある時は失しつ恋れんして登校拒きよ否ひ気ぎ味みだった少年を己おのれの中に取り込んで。

　これはそんな哀あわれな──しかし傍はた迷めい惑わくで困こまった幽霊学園の物語である。
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　そんなこんなで。

　鈴乃宮学園の一部が人格を持った存在──鈴乃宮詩月は半ば無意識に自分の内側へと拉ら致ち監かん禁きんしてしまった長居優樹を使って『学園ごっこ』をするのに御ご執しゆう心しんだ。

　非常に迷惑な話である。

　しかも更さらに迷惑な事に、この鈴乃宮学園には、本物の『学園生活』を正しく理解している者は彼以外におらず、詩月はいわば『本物の』学生である優樹を『主人公』に据すえて『学園ごっこ』をするのだと頭から決めてかかっているらしい。

　お陰かげで優樹は朝からこうして詩月に叩たたき起こされ、まとわりつかれているのである。

　まあしかし此処まではいい。

　詩月に──鈴乃宮学園に『学校としての在り方』を紛まがいものなりにも全うさせてやれば彼女は成じよう仏ぶつして優樹達も解放される、その可能性に賭かけて協力するというのは優樹自身も了りよう承しよう済ずみだ。

　だが問題はその詩月の思い描えがく『学園生活』があまりにも偏かたよっているという事だった。

　つまり。

　一度として学校として機能した事の無い鈴乃宮学園の化身・詩月は、たまにこの閉へい鎖さ空くう間かん──つまりこれが幽霊学園そのものである──に混こん入にゆうしてくる雑誌やら放送電波やらから『学園生活とはかくあるべし』と学んでいるに過すぎず、事実上彼女の頭の中の『学園生活』というものは、漫まん画がやアニメやドラマから仕入れた恐おそろしく偏へん向こうのかかった知識のみで構成されている。

　お陰でわざわざ彼女は『主人公』である優樹のところへ、幼おさな馴な染じみの役割を自らに振ふって叩き起こしに来たりするのである。

　しかも。

「…………なんだよこれは⁉」

　寮りようを出た優樹は愕がく然ぜんとなった。

『早く早く』とせかす詩月を半ば無む視ししながら、歯を磨みがき、顔を洗い、服を着き替がえ、朝食は学食の方で食べるので割かつ愛あいし──欠伸あくびを嚙かみ殺しながらようやく鞄かばんを手にして優樹は鈴乃宮学園の校舎に向かおうとした──のであるが。

　そこで彼は立ち尽つくす事になった。

　鈴乃宮学園の学生寮は学園の一部であるという事も在あって、校こう舎しやから殆ほとんど離はなれていない。位置的には校舎裏に存在するのだが距きよ離りとしてはせいぜい百メートル前後しかないのだ。走れば十秒余あまり、ゆったり歩いても二分とかからない距離である。しかも二つの建物の間には何も無い。本当に白い地面が広がっているだけだ。通つう学がく路ろと呼ぶにはそれはあまりに短く愛あい想そのない代しろ物ものではあった。

　だが……

　いつもは寮の玄げん関かんを出た途と端たんに目に入る校舎が見えない。

　代わりに彼の視界に堂どう々どうと横たわっているのは高さ二メートル強の壁かべだった。ざらついた表面からすればどうもコンクリートらしい。味も素そっ気けも無い灰色の平面が長々と続いて優樹の行く手を阻はばんでいるのだった。

　どうやらこれは塀へいらしい。

　だが学園校舎の塀は別に在った。

　という事は──

「…………？」

　視線を滑すべらせていくと塀は十数メートル続いた先で直角に折れ曲がっている。

　その折れ曲がっている部分──角にまで歩いていって見ると、その先にも塀が存在してまた十数メートル向こうで直角に折れ曲がっているらしかった。どうやらこの塀は何度も何度も折れ曲がりながら延えん々えんと続いているらしい。

「…………よっと」

　気になった優樹が塀の上じよう端たんに手を掛かけて身体からだを持ち上げてみると……塀は校門近くまで続いており、あっちで折れ、こっちで曲がり、ぐねぐねカクカクと無意味に機械的な蛇だ行こうを繰くり返している。

　要するに寮から校舎までの道のりがいきなり迷めい路ろ状じように変化しているのだった。

「なんだよこれ。昨日までこんなの無かったろ？」

　優樹は詩月を振り返って言う。

　普ふ通つうの状じよう況きようならまず自分の正気を疑うたがうべきであろうが──そもそも学校が女の子の姿をして幼馴染みを自じ称しようしつつ朝起こしに来る世界で、常識的判断に寄り掛かっても疲つかれるだけである。ここ一か月程ほどの生活で優樹は大たい抵ていの事には驚おどろかなくなっていた──というか未いまだに驚きはするのだが、そこからの復ふつ帰きが早くなってきている。

　事こと程ほど左さ様ように人間の順じゆん応のう能のう力りよくは偉い大だいであった。

　それはさておき──

「うん。無かったね」

　こっくりと頷うなずく詩月。

「でも……出来ちゃった」

　少し恥はじらう様な表情を浮うかべて彼女は言った。

　わざとなのか天てん然ねんなのか──その表情が妙みように艶なまめかしかったりして優樹は一いつ瞬しゆんながらたじろいだ。相手は幽ゆう霊れいだし人間でもないのは分かっているのだが、現実に女の子の姿をしている上に、此こ処こでは何な故ぜか触さわる事も出来たりして妙みように存在感も在るので、理り屈くつや知識よりも感かん覚かくや本能が先に作用してしまう。

「出来ちゃったって……お前」

「責任とってね。優樹」

「違ちがう。それ絶対に台詞せりふ違う──っていうか責任ってなんだよ？」

　呻うめく様に言う優樹。

「だってさあ、優樹が言ったんじゃない」

「……何が？」

「学校の外が殺さつ風ぷう景けいだから何だか変な感じだって」

「……そりゃ言ったけど」

　鈴乃宮学園の在るこの世界は、天と地とそして鈴乃宮学園の関係施し設せつしか存在しない。

　比ひ喩ゆでも何でもない。本当に他には此処は何も無いのだ。学校の敷しき地ち内はとりあえずそれっぽく整えられてはいるものの、一歩外に出ると何で出来ているのかも分からない様な白い地面が広がっているだけで、それは校舎の窓から見ても明らかなのである。

　此処が普通の世界ではないと嫌いやでも思い知らされる光景だった。

　だが──

「優樹の言う事にも一理あるなって思ったんだよ」

　詩月はにっこり笑って言った。

「やっぱりね、学園生活って学校の中だけじゃ駄だ目めだと思うの」

「……その学校の化身が言うな」

　呻く様に言う優樹。

「いいじゃん。細かい事は言いっこなし。でね？　でね？　やっぱ登下校風景とかも必要かなあとか思った訳」

「……まあ言わんとする処ところは分かるけど」

　登下校の風景は確かに優樹の中でも割と印いん象しよう強い場面ではある。

　連れん綿めんと繰くり返される学園生活の始まりと終わり。それが学生にとって日々のリズムを形成するものである事は間違いが無い。

　しかし──

「そう思ったら出来ちゃってたの。つい」

「…………」

　優樹は長々と溜ため息いきをついた。

　この閉鎖空間は鈴乃宮学園の一部であり、詩月も鈴乃宮学園の一部だ。当然ながらそれらは繫つながっており、此処ではしばしば詩月の意志が反はん映えいされた現象が発生する。ただしこの繫がりは常じよう時じ接せつ続ぞくという訳でもなく双そう方向通信という訳でもないらしい。

　詩月のつまらない思いつきが、いきなり世界全体に反映する事が在るかと思えば、いかに詩月が頑がん張ばって望んでも、どうにもならない現象が幾いくつも存在するらしい。

　この延々と続く巨大な迷路は恐おそらく前者だろう。

「学園にたどり着けなくて行いき倒だおれるとかそーゆー事はないだろな」

「大だい丈じよう夫ぶだと思うよ？」

「根こん拠きよは？」

「…………………」

　無言でにっこりと笑う詩月。

　彼女の笑え顔がおは本当に可愛かわいらしくて──初めて出会った時はそれだけでどぎまぎしてしまって他に何も考えられなくなった優樹であるが、さすがに今は多少の免めん疫えきが出来ている。天使の様な微笑ほほえみの端はしに冷ひや汗あせの雫しずくが一ひと筋すじ落ちつつあるのを彼の眼めは見み逃のがさなかった。

「あー……もう。とにかく歩いてみるか」

　彼は溜め息をもう一度ついて適てき当とうに歩き出す。

　まあなんだかんだ言ってもこの世界の神──の一部だが──である詩月が一いつ緒しよなら行き倒れる事はさすがに無かろう。万が一迷っても塀へいを乗り越こえながら真まっ直すぐ校舎に向かえば何とかなると優樹は判断した。

　ちなみに優樹が現実の学校に通っていた時は自転車を通学に使っていて、愛用のママチャリと一緒に彼はこの鈴乃宮学園にやってきた。だが自転車は現在、学園校舎横の駐ちゆう輪りん場じように置いたままだ。さすがに昨日まではこの鈴乃宮学園の校舎と寮りようは百メートル程ほどしか離はなれていなかったので、自転車通学なんぞをする意味も無かったのである。

（ひょっとして次は街とかいきなり出来てないだろうな）

　通学『路』は確かに出来た訳だが──殺風景という意味ではあまり改かい善ぜんされている状況とは言えまい。あくまでそれらしい登下校風景を演えん出しゆつするのが目的ならば、民家の並びや電柱、車、道路標ひよう識しきといったものを並べて街の風景を構こう築ちくし、更さらには学生が学校帰りに立ち寄る様なファーストフード店や本屋、コンビニその他の店てん舗ぽをも用意すべきだろう。思いつきでこんな迷路が出来上がるのなら、明日にも此処にそれらが出現していても何ら不思議は無い。

　もっとも──

（……ちょっと怖こわい風景かもね）

　今までの経けい緯いからして詩月が作れないとはっきり分かっているものが一つある。

　人間だ。

　霊れい魂こんを実体化させたり、継つぎ接はぎして人間の体てい裁さいを整える事は出来る様だが、元の魂たましいが無い処から人間を作り出す事は出来ないらしい。もしそれが可能ならわざわざ優樹なんぞを取り込まなくても、鈴乃宮学園はとっくに生徒や教師で溢あふれて学園としての機き能のうを果はたしている事だろう。

　と言う事は──もし街が此処に出来ても人間がそこには居いない事になる。人のいないコンビニ。人のいないファーストフード店。人のいない街まち角かど。人のいない民家。人のいない横断歩道……現実の街にそっくりでありながら人の姿だけが無い世界。それはまるで出来たてのゴーストタウンの様に──何ど処こか空そら恐おそろしい風景になるだろう。

（偽にせ物ものの世界──か）

　そんな事を考えながら優樹が幾つめかの角を曲がろうとした──その瞬間。

「──えいっ‼」

　掛かけ声一発。

　角の向こうから小こ柄がらな影かげが飛び出してきた。

　全く遠えん慮りよも手て加か減げんもない──全力のタックルである。まともにぶつかっていれば優樹とて堪こらえきれずにもつれ合って転てん倒とうしていただろうが、先に響ひびいた掛け声のお陰かげで彼は反射的に半歩身を引いてこれを回かい避ひする事が出来た。

　小柄な影は優樹の身体からだをかすめ、勢いきおい余あまった様子でそのまま直進。どうやら避さけられるとは思ってもみなかったらしく、あわあわあわあわ──と台詞せりふを付けてやりたい様な感じで数メートル暴ぼう走そうしてから、ようやく失しつ速そく。べしゃりと地面に倒たおれた。

　次の瞬間……ぼかん、と何やらひどく分かり易やすい爆ばく発はつ音おんと共に記号的な煙けむりが発生。

　これまた記号的に、瞬またたく間にそれが拡かく散さんして消しよう滅めつすると、そこにはやけに寸すん詰づまりな感じの小さな獣けものが一匹ぴきころんと転がっていた。

　一見すると犬の様にも見えるが犬ではない。

　全体的には亜あ麻ま色いろの体毛であるが、四つ足や耳や尻尾しつぽの先が黒く染そまっており、反対に腹側を覆おおう毛は白い。体型的に犬によく似ているが微び妙みように細部のバランスも違ちがう。

　狐きつねだ。それも未いまだ成長しきっていない仔こ狐。

　ついでに言うと何の意味が在あるのか──仔狐の傍かたわらには食べかけのパンも一緒に落ちていたりする。それも何の変へん哲てつも無い、一いつ斤きんごとに袋ふくろ詰づめして近所のスーパーで売られている様な、典てん型けい的てきな食パンであった。
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「…………」

　怪け訝げんそうに眉み間けんに縦たて皺じわを刻きざんでその仔狐を眺ながめる優樹に詩月が少し怒おこった様に言う。

「駄だ目めだよ優樹。避けたら」

「……怒られてるっ⁉」

「きちんと角では女の子と衝しよう突とつしないと」

　そう言いながら詩月は仔狐に歩み寄よる。

「はい。葉っぱ」

　何処からか取り出した葉っぱを仔狐の頭に載のせてやると、仔狐は後ろ足で立ち上がり、前足を右へ左へと動かし──見るからに『変身！』とか台詞を添そえたくなる様な仕し草ぐさでばたばたと動き回る。

　そして。

　再びぼかん、と記号的でとても分かり易い爆発を起こし──煙の収おさまった後、仔狐は亜麻色の髪かみと緑の瞳ひとみを備そなえた小柄な少女に文字通り変身していた。もっとも先っぽの黒く染まった尖とがり耳と、ふさふさした尻尾はそのままであったが。

「紅葉もみじちゃんも。『えい』じゃないでしょ？」

「そだっけ？」

　首を傾かしげる狐少女の名は紅葉。

　細い手足と細い体たい軀く。だが決して病的な瘦やせ方をしているのではなく──成せい長ちよう途と中ちゆうの少女特有の繊せん細さいさと闊かつ達たつさが同居している微び妙みような姿だ。

『可愛かわいらしい』という一点のみに絞しぼって評価するのならば、彼女は詩月を上回る。性別を問わず彼女を見て『ぎゅっと抱だき締しめてみたい』と思う者は多いだろう。耳と尻尾を除のぞいたとしても、何というか──ふかふかで丸っこい縫ぬいぐるみの様な、何処か幼おさな気げな雰ふん囲い気きが彼女には在るのだ。本ほん性しようの雰囲気が化けてからも滲にじみ出ているのかもしれなかった。

　もっとも優樹に言わせると、可愛らし過ぎてあまり異い性せい的てきなものを意識しないというか──ぶっちゃけて言えば幼気すぎて女性としての色いろ艶つやには乏とぼしかったりもするが。

　彼女は見ての通りに狐の変へん化げである。

　どういう理由でか彼女は狐の身ながら人間である事に憧あこがれているらしく、大たい抵ていは少女の姿に化けている。ただしイマイチその化け具合は完全でなく、耳と尻尾は残ってしまう上に、何か衝しよう撃げきを受けたりすると元の狐の姿に戻もどってしまうのだった。

「台詞は『遅ち刻こく遅刻遅刻～転校初日から遅刻しちゃうよ～』でしょ？」

「分かったよぅ」

　こくこくと頷うなずく紅葉。

　そんな少女達を眺めながら優樹は言った。

「なんなんだよ、その激はげしく説明的な台詞は」

「これが決まりなんだよ」

　詩月は胸を張って言った。

　何な故ぜかその隣となりでは同じ様に胸を張って紅葉が『決まりだよぅ』と言っている。

「転校生はね、遅刻遅刻って言いながら食パンくわえて走ってくるものだから」

「それ違ちがう。なんか違う」

「え？　そ──そうなの⁉」

　衝撃を受けた様によろめく詩月。その隣で相そう似じ形けいの様によろめく仕草をしている紅葉であるが、こっちは多分──何も考えていない。単に詩月の動きを真ま似ねているだけだ。

「大体、誰が転校生だ、誰が」

　言いながら歩き出す優樹。

　いちいち立ち止まって詩月のボケに付き合っていたら、足の裏から根が生えかねない。

「うーん。でもね、学園生活ってやっぱり転校生が来る処ところから始めないと」

　慌あわてて追いつき、彼の隣に並んで歩きながら詩月は言った。紅葉もてててと小走りに走って、飼かい主にじゃれつく子犬の様にくるくると優樹の周りを回っている。

「なんでだ」

「え？　違うの？」

　更さらによろめく詩月。

「食パンくわえて走って転校生が主人公とぶつかって、そこから必然的な愛が芽め生ばえるんじゃないの⁉」

「そんな物理法則みたいに言うなっ！」

「うーん」

　詩月は腕うでを組んで首を傾げる。

　その隣では何故かやっぱり紅葉が腕を組んで首を捻ひねっている。

「奥おくが深い」

「深くないっ！　というか詩月、君の深いのは業ごうだ」

「あはははは。優樹。上う手まい事言うねっ」

　あっけらかんと笑いながら肩かたを叩たたいてくる詩月を前にして脱だつ力りよくする優樹。

　真ま面じ目めに付き合ったら負けだというのは分かっているのだが──どうも優樹はその性格上いちいち彼女等の行動に律りち儀ぎに突つっ込みをいれてしまう。無視するのも何だか悪い、と心の何ど処こかで思っているのかもしれない。

　もう今朝起きてから何度目になるかも分からない溜ため息いきをつきつつ彼は更に塀へいに沿って角を曲がり──

「ちこーくっ‼」

　どんっ。

　今度はもろだった。掛かけ声──なのか何なのかはさておき──を発するのと殆ほとんど同時に、惚ほれ惚ぼれする程ほどのクラウチング・スタートを決めて飛び出してきたその人物は、肩で優樹の鳩尾みぞおちに的てき確かくなぶちかましを決めてくれたのだ。

「ぐえっ──⁉」

　ちと情なさけない声を漏もらしながら吹ふっ飛ぶ優樹。

　ごろごろと三回転ほど地面の上を転がってから彼は近くの塀にぶつかって止まる。硬かたい地面の上を受け身も取らずに転がったので全身のあちこちも痛みまくるのだが……とりあえず最も洒落しやれにならないのは鳩尾から来る鈍どん痛つうと息苦しさだった。

「ぬぐおおおおおおお…………」

　地面で腹を押おさえて悶もん絶ぜつする優樹。

　約三十秒ほどたっぷりのたうち回った後──息を荒あららげながら地面に手を付いて立ち上がろうとすると、掌てのひらに地面とは明らかに異ことなる柔やわらかい感かん触しよくが。

　ぐにゅ。

「ぐにゅ？──……わああああああっ⁉」

　怪け訝げんそうに手元を振ふり返った優樹は悲鳴じみた声を上げた。

　彼が手を付いているのはセーラー服を着た少女の胸であった。だがそれを幸運と喜よろこんでいる余よ裕ゆうは──元よりそこまで本能に素す直なおな性格でもないが──優樹には無かった。

　何しろ彼の触ふれている少女の身体からだには首も腕うでも足も無かったからだ。

　解体されたマネキンの如ごとく綺き麗れいに分ぶん割かつされた人体部品。

　でもって──

「あん。優樹くんてば積せつ極きよく的てき」

　とか何とか嬉うれしそうに言うのは近くに転がっていた生首の方だった。

　まさしく生首である。何しろそれは恥はじらうかの様な表情なんぞを浮うかべて喋しやべっているからである。生きている首。だから生首。多分。

「は──春はる香かさんっ⁉」

　そのショートカットの生首少女を見て優樹は叫さけんだ。

　非ひ常じよう識しきにも生首少女はその悪あく夢むの様な状態にもかかわらず、にっこりと輝かがやく様な笑え顔がおを浮かべて言った。

「うふふ。運命の出会いね？」

「違います」

　力一いつ杯ぱい優樹は断だん言げんした。

「でも。誰にも触さわらせた事の無い胸をこんなに荒あら々あらしく揉もみしだかれちゃったら、もう私お嫁よめに行けない。責任とって貰もらわないと」

「……その前に僕が暴ぼう行こう罪ざいで貴女あなたを訴うつたえたい気分ですけど」

　もろに一いち撃げきを食らった鳩尾をさすりながら言って優樹は立ち上がり──さすがにそのまま放ほう置ちしておく訳にもいかないので、彼は衝しよう突とつの衝しよう撃げきで辺りに散らばった少女の部品を拾ひろい集めて組み立ててやる。

　少女の身体は組み立てられた途と端たんに、バラバラ殺人事件の被ひ害がい者しやの様な己おのれの状態などすぐに忘れ果はてたかの如ごとく、何の問題もなく直立した。それどころか接続を確かく認にんするかの様に腕をぐるぐると回したり屈くつ伸しんをしたりしている。いつもの事なのでもうこの節せつ操そうの無い肉体構造には優樹も慣なれたが──一体どういう理り屈くつなのかは未いまだにさっぱり分からない。

「…………ふと思ったけど」

　嫌いやな予感が脳のう裏りを過よぎる。

　最後に少女の生首を胴どう体たいに手て渡わたしてやりながら彼は詩月を振り返って尋たずねてみた。

「まさか全部の角に誰かが待ちかまえてるとか──そういう事は無いよね？」

「……ぎく」

　擬ぎ音おん付きでとても分かり易やすい焦あせり方をする詩月。

「止やめさせて」

「ええ～？」

　不満そうに言う詩月を眺ながめながら優樹は疲つかれ果はてた口調で言った。

「とにかくそういう無意味なのはナシ。学園生活には何の関係も無いよ。まあ登下校風景ってのは分からないではないけど」

「うーん……優樹がそう言うのなら」

　残念そうに言いつつも──詩月は両手を口の脇わきに添そえて叫さけんだ。

「みんなー……『転校生と曲がり角でごっつんこ計画』は中止だよー……」

「中止だよぅ」

　詩月と紅葉の声が辺りに響ひびいた。

　激げき烈れつに頭の悪そうな計画名だとは想おもったが優樹は黙だまっておいた。我が慢まんできる処ところは我慢しておかないとその内突っ込みだけで過か労ろう死ししかねない。

　待つ程の事も無く──そこかしこの曲がり角から先の生首少女と同じセーラー服を来た少女達が三人ばかり出て来た。

「なんだよ？　もう終わり？」

「ちゃんとドス用意してたのにな。こう身体全体でぶつかって、抉えぐり込むよーに……」

「秋あき菜な、それ違うと思う……」

　とか何とか。

　どうやら全員が角で優樹と正面衝突する為ために待ちかまえていたらしい。

　髪かみ型とか顔に浮うかんでいる表情は三者三様なのだが、何というか全体的に似た雰ふん囲い気きと背格好の少女達である。

　それぞれ名前は夏なつ輝き、秋菜、冬ふゆ美み。

　先の生首少女──春香を含ふくめ何というか物もの凄すごく適てき当とうに付けた様な名前なのは、事実適当に付けられたからである。

　春香の状態を見れば分かる様に彼女等も詩月同様に人間ではない。生物でさえない。

　彼女等も幽ゆう霊れいだ。

　この四人──四季の名を冠かんされた少女達は、詩月の鈴乃宮学園最初の生徒である。辺りに浮ふ遊ゆうしている霊れい魂こんの断だん片ぺんを繫つなぎ合わせて創つくり出された『フランケンシュタインの怪かい物ぶつ』的幽霊少女達──それが彼女達の正体だった。

　外見としては紅葉に較くらべれば随ずい分ぶんとまともだが、それで安心してはいけない。

　先の春香の様子からも分かる様に、継つぎ接はぎの際さいに接続が甘あまかったせいか、彼女等はちょっと大きめの衝撃を与あたえるとあっさりバラバラになってしまうのである。お陰かげで優樹は事ある毎ごとにスプラッタ映画顔負けの光景を見せつけられる事になる。いい加か減げん慣なれそうなものだが、どうも四季少女達シーズン・シスターズは優樹が驚おどろくのを面おも白しろがっている節ふしが在あり、油ゆ断だんして普ふ通つうの女の子と喋っている様な気持ちに優樹がなると狙ねらい澄すました様にバラけたりするのだ。

「大体──皆みんな、転校生じゃないでしょ」

　鞄かばんの中に入れていた愛用のカメラ──アサヒ・ペンタックスＳＰの無ぶ事じを確認しながら優樹は顔をしかめて言った。祖父の遺い品ひんであるこの旧ふるい銀塩フイルムカメラは当然ながら既すでに生産を中止された品物で、主あるじの優樹よりも年寄りなのである。割と雑ざつに扱あつかっても壊こわれない頑がん強きようさがこのカメラの持ち味の一つではあるのだが──衝撃に弱い精せい密みつ機き械かいである事に変わりは無い。

「一番最後に此こ処こに来たのは僕なんだから、転校生っていうのならむしろ僕だし」

「そっか！」

　詩月はぽん、と手を打って頷うなずくと何ど処こからか取り出した食パンを優樹に差し出してきた。

「じゃあ優樹。これくわえて走って。『遅ち刻こく遅刻』って叫ぶのも忘れないようにね」

「……色々突っ込みたい処はあるんだけど」

「そうなの？」

「まず最初に言わせて貰もらえば、パンくわえながら叫ぶのは無理だと思う」

「…………」

　詩月はしばし空中を見み据すえながら何事か考えていた様だが──

「そこは根こん性じようでどうにか」

「なんない」

　一言で却きやつ下かし──優樹は噓うそ臭くさい程ほどに晴れ渡る蒼そう天てんを仰あおいで嘆たん息そくした。
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「まるで鏡かがみを見ているみたい」

　と──言って雪ゆき子こは笑った。

　確かに二人はそっくりだった。双ふた子ごでもこれ程は似にないだろうという位に顔そのものでは見分けがつかない。鼻。眉まゆ。頰ほお。顎あご。眼め。少なくともどの部分をとってみても完全に同じ形だった。徹てつ底てい的てきなデータ採さい取しゆの賜たま物ものといえよう。

　もっとも二人を見み間ま違ちがう事はまず有り得えない。

　雪子の場合は髪かみも眼もごく普通の日本人らしい黒だが──誰にでも見分けが付く様にとネレイドには蒼あおい髪と紅あかい瞳ひとみが与あたえられていた。

　ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉ機体番号〈01〉──ネレイド。

　最さい新しん技ぎ術じゆつを惜おしげもなく投入して造られた今里技術工業製の擬ぎ人じん機き械かいは、社長たる今里聡そう一いち郎ろうの娘むすめ──今里雪子をモデルとして造つくられていた。元々ある種しゆの趣しゆ味み人じんというか洒落しやれっ気の強い性格の聡一郎は『どうせ女性型アンドロイドを造るなら』と開発チームに娘のデータを使う事を提てい案あんし、容よう姿しよりも性格面で父親によく似た雪子も、むしろ面白がって新型擬人機械開発に積せつ極きよく的てきに協力していた。

　雪子から採取されたのは肉体の形状データだけでない。

　細かな言げん動どう──仕し草ぐさや声せい質しつはおろか基本的な思し考こうパターンまで可能な限りに細さい密みつにデータは採取された。普通はこうしたデータ採取を嫌いやがる者も多かろうし、特に思し春しゆん期きの少女ともなれば拒きよ否ひ感かんも強い筈はずだが──その意味では雪子は変わり者だったらしく、スリーサイズを調べられるのも全く平気、言動のサンプルにしても学校内にまで携けい帯たい用ようの記き録ろく機き器きを持ち込んでデータを提てい供きようした。

　あるいは……雪子は『妹』が欲ほしかったのかも知れない。

　一人っ子である上に早くに母を亡なくした彼女であるから──有り得る話だ。普ふ段だんは生来の明るい性格からか寂さびしがる様子など微み塵じんも見せなかったが、それでも多た忙ぼうで帰りの遅おそい父を一人家で待っていれば何かと孤こ独どく感かんが募つのった事だろう。

「よろしくね──ネレイド」

「よろしく御お願ねがい致いたします」

　ぺこりと機械的に頭を下げるネレイドを見て嬉うれしそうに笑う雪子。

　未いまだ十分に経験情報を蓄ちく積せきしていないネレイドの言動はひどく人形じみたものであったが……それでも雪子はこの自分の分身を可愛かわいがった。ネレイドの着る下着を買ってくるのは専もつぱら彼女の役目であったし、自分の服を買いに行く際さいも、同じものを──あるいは色いろ違ちがいで同じデザインのものを二着ずつ買うのが基本となった。聡一郎もネレイドに経験を積つませるべくしばしば雪子を社に呼んで会わせたり、時にはネレイドを自じ宅たくに連れ帰って雪子と共に寝ね起おきさせる事も在った。

　まるで本当の家族の様だ──社長親子の様子をそう評ひようした社員も居る。

　想おもえば今里親子にとって、そして恐おそらくネレイド自身にとってもそれは幸せな日々であったろう。未だネレイドはいかにもロボットじみた言動しか出来なかったものの、日増しにその振ふる舞まいに人間らしいものが混じっていく擬人機械を見る今里親子は嬉しそうだった。

　後に訪おとずれる悲ひ劇げきの事を思えば──それは本当に幸せな日々であった。
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　回かい路ろ閉へい鎖さ解かい除じよ。

　主記憶領域メインメモリとＭＰＵを除のぞく周しゆう辺へん装そう置ちが再さい起き動どう。自閉状態で独どく立りつ稼か働どうしていた中ちゆう枢すう回路に再接せつ続ぞく。各種システム・クロック同どう調ちよう。動作統とう合ごう。

（…………）

　ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉ〈02〉は覚かく醒せいを認にん識しきする。

　同時に自動メンテナンス・システムが全身の状じよう態たいを調べていく。わずか数秒で答えがでた。基本動作ＯＳに問題なし。一部システムに僅わずかなエラーがでているが──特とく殊しゆ運動制せい御ぎよ用ＲＯＭと戦術行動用ＲＯＭ、それにそれらの下位ＲＯＭ群──これは経けい験けん蓄積によるソフトウェア的な調整で解決できるものだと判断。回路閉鎖により非接続状態に在った己おのれの機能がほぼ正常に動作している事を確かく認にんすると〈02〉は全感知器を解放した。

「…………」

　まず光学感知器が捉とらえたのは蒼あおい空だった。

　裏うら面めんに湿式膜を持つ保ほ護ごカバーの開閉によって有ゆう機きレンズの簡かん易い洗せん浄じようを行いながら──つまりは瞬まばたきをしながら〈02〉は光学感知器が正常に作動している事を再確認。ＲＡＭ上の認識が複ふく雑ざつな連れん想そう回路を通じて『搬はん送そう用ようコンテナが破は損そんして頭部が露ろ出しゆつしている状態』だと判断した。

　要するに頑がん丈じよう極きわまりない高こう張ちよう力りよく合ごう金きん製せいの箱に大きく亀き裂れつが入っており、外部からの光と空気が流れ込んできている状態だ。コンテナの内部に格かく納のうされている幾いくつかの装備部品オプシヨン・パーツも破は損そんしており、何か強大で破は壊かい的てきな力がコンテナに加えられたのだという事が分かった。

　搬送に用いられていたヘリの姿が何ど処こにもない。

　何らかの理由で〈02〉はコンテナごと投とう棄きされたのだろうか。だがＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉの機き密みつ性せいを考えればそれは先まず有り得ない。

「…………」

　視界の中に何かを促うながす様に『emergency』の赤い文字が点てん滅めつしている。

　まるで──『逃にげろ』と促すかの様に。

〈02〉は立ち上がり内側から無む理り矢や理り裂さけ目に手を掛かけてコンテナの蓋ふたをこじ開ける。

　既すでにコンテナは殆ほとんど原型を残さない程に破損していて、あっさり蓋は転げ落ち、白い地面でごおんと恫どう喝かつ的てきな音を立てた。コンテナはあちこち歪ゆがんでいたものの、〈02〉の機き体たいを挟はさみ込む様な事も無く、〈02〉は然さしたる時間も要さず自らの機体をコンテナの外部へと脱だつ出しゆつさせる事に成功した。

　しかし──

「此こ処こは何処なのでしょうか」

　呟つぶやく〈02〉。

　周囲に広がるのは──恐おそろしい程ほどに広大な純白の平面だ。

　広く。白く。そしてそれ以外は全く何も無い。

　光学感知器からの情報のみで判断すれば、雪原かとも推すい測そく出来たが、それにしては温おん度どは常じよう温おん──二十二度である。屈かがんで腕うでを伸のばし指先の圧力感知器で検けん査さしてみても、それは〈02〉のＲＯＭ内に記き憶おくされている雪の感かん触しよくとは著いちじるしく異ことなっていた。有あり体ていに言えばリノリウムの床ゆかの様に硬かたい。

「…………」

　現在位置が把は握あくできない。

　先程から内蔵のＧＰＳが現在位置を特定しようとしているのだが……ＧＰＳから返ってきたのは『error』の一語のみ。動作異常エラーの種別を調べると『情報不足』『論ろん理り矛む盾じゆん』といった言葉が頻ひん出しゆつするだけで原因究きゆう明めいさえ出来ない。

　基本的にＧＰＳは衛えい星せい軌き道どう上じように配置された複数のＧＰＳ衛星から発信された電波を受信する際の時間差で現在位置を測定するシステムであるが……六軌道面に対し四機ずつ、総計二十四機存在する筈はずのＧＰＳ衛星が全く発見できない。電波が全く入って来ないのだ。

　仕し方かたなく〈02〉は副ふく次じ的てきな方法で現在位置を特定しようとする。

　だが──内ない蔵ぞうコンパスで方角を特定する事さえ出来ず、地ち磁じ気き計けいや加速時計の記き録ろくから今までの移い動どう距きよ離りや方向を算さん出しゆつして位置を特定しようにも、途と中ちゆうに何な故ぜか記録の断だん絶ぜつが生じており、強引に計算しようとすると『論理矛盾』の文字が出てきて計算が破は綻たんしてしまうのだ。

　次いで〈02〉は同じく搬送中だった筈の姉し妹まい機──〈01〉と〈03〉にも通信システムを使って呼び掛かけるのだが、共ともに応答が無い。破損して機き能のう停てい止ししているのか、それとも単に何らかの不具合で通信が出来ないのかは判別できなかった。

　圧あつ倒とう的てきに情報不足だ。

「…………なるほど」

　情報不足による思し考こうシステム稼か働どう率りつの低てい下かを意識しながら〈02〉は頷うなずいた。

「これが『途と方ほうに暮くれる』という事ですね」

　新たに蓄積された経験情報を補ほ助じよ記憶領域メモリへ大切に保ほ管かんしてから〈02〉は改あらためて周囲を見み渡わたした。

　本当に何も無い。

　空は青く地は白い。僅わずかな凹おう凸とつも無くただ平へい坦たんなだけの地面が延えん々えんと続いている。光学測そく量りよう機き能のうを起動して調べてみたが、どちらを向いても視界には測量限界を越こえている事を示す『∞』の文字が点てん滅めつするだけだった。

　まるで単純な情報で構こう築ちくされた仮か想そう空くう間かんの様に変化と多た様よう性せいに欠けている。

　およそ現実的ではない場所だ。

　とりあえず敵性兵器とおぼしき形状を持った行動体や、火か災さい、洪こう水ずい、竜たつ巻まきに代表される災害現象といった脅きよう威い的てきな要よう素そは見あたらないが──それだけに〈02〉は次に行う行動を決めかねていた。

　先にセルフ・チェックを行った際に特に異常が発見されていない以上は、これは場所に特とく異い性せいが在あると見て間ま違ちがいが無い。

　事前情報も無く特異な場所に置かれた場合──考えられる事は二つ。

　事故か。あるいは罠わなか。

　前者であったとしても敵てき対たい勢せい力りよくが此処に居いないとは限かぎらない。

「……武ぶ装そうを」

　呟いて〈02〉はコンテナ・ユニットの中に屈かがみ込むと、無ぶ事じな装そう備び部品の中から自動装そう塡てん式しきの散弾銃シヨツトガンを取り出した。

　フランキ・ＳＰＡＳ12。某ぼうＳＦ映画で未来から来たマッチョな殺人機械が警けい察さつ署しよ襲しゆう撃げきに使って有名になった機き種しゆである。

　更さらに予よ備び武装として取り出した特とく殊しゆステンレス鋼こう製せいのコンバット・ナイフを装備しようとしたのだが……強い衝しよう撃げきに晒さらされたのか樹じゆ脂し製せいの鞘シースが割れていた。仕方なく〈02〉は頭とう部ぶ顎がく関かん節せつを使って──つまりはくわえる事によってこれを保ほ持じする。両腕部は円えん滑かつな散弾シヨツト銃ガンの操そう作さに開けておく必要が在ったからだ。

　そこまで淀よどみなく行って──〈02〉ははたと止まった。

　これからどうすれば良いのか。

　自じ律りつ的てきな判断を下すにはあまりにも情報が足りない。

「…………」

　もう一度周囲を見回す〈02〉。

　視界の片かた隅すみに何か異い物ぶつが過すぎる。〈02〉は視し線せんをそちらに固定して光学方式及およびデジタル処しよ理りの両方で拡大ズームを掛かける。

　何か建けん築ちく物ぶつらしきものが存在するのを認にん識しき。

　距離にすれば約二キロ。

〈02〉の脚きやく力りよくならば戦せん闘とう機き動どう状じよう態たいで三分弱、巡じゆん航こう状態でも約十五分で踏とう破はできる。補ほ給きゆうもままならないであろうこの状じよう況きようでは、電力の温おん存ぞんを図はかるべきであろうから──先まずは巡航状態で移動するのが良いだろう。

　とりあえずは他に調べるべきものも見つからない。

「特定地域の探たん索さくを開始します」

　誰にともなくそう宣せん言げんし──〈02〉はそちらに向かって移動を開始した。
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　詩月はこの鈴乃宮学園を中心とする世界と繫つながっている。

　それは間違いない。そして彼女の考えがこの世界に大なり小なり影えい響きようを及ぼす事についても異い論ろんが無い。大規模な影響が出る場合は稀まれだが学食のメニュー（これは大たい抵ていいつの間にか出来上がったものが用意されていたりする）程度は即そく座ざに反はん映えいされる。

　だが──前述の通りこの影響は随ずい意い的てきなものではない。

　という事は、最も早はや意味が無くなったからといって曲がり角だらけの迷めい路ろの様な通学路が無くなるかというとそうでもない……という事なのだ。灰色の塀へいは厳げん然ぜんとそこに在って優樹達に無意味な蛇だ行こうを強きよう要ようしていた。

「だから詩月は偏かたよってるんだってば」

　ぞろぞろと少女達と歩きながら優樹は言った。

「そうかなあ」

　首を傾かしげる詩月。

　彼女の後ろには四季少女達シーズン・シスターズや紅葉も居いる。結局間ま抜ぬけにも全員遅ち刻こくしつつ──まあこの世界に居るのは他には校こう医い兼けん教きよう員いんの本ほん町まち小さ竹さ乃のだけなので、最早遅刻がどうこうという状態でも無いのだが──とりあえずは校舎に向かっている最中であった。

　まあこうしてダベりながら皆みなで歩いているのは集団登校の風景に見えない事も無い。

　そういう意味では詩月の目もく論ろ見みは全くの無む駄だでも無かったのだろう。

　とはいえ──

「漫まん画がとかドラマとかそういうのに出てくる学校風景ばっかり覚えてるんだろ。そういうのはむしろ特とく例れいというかごく一部なんだよ」

「でもでも──一部っていうからには無いと駄だ目めだよね？」

「少なくとも朝起こしに来る幼おさな馴な染じみとか、角でぶつかってくる転校生とかは無くても良いから。つーかそういうの普ふ通つう無いから」

「うーむ……」

　そこで腕うでを組んで真しん剣けんに考え込んでしまう処ところが最早優樹には理解不能である。

　くどい様だが詩月はふざけているのではない。この状況を楽しんでいるという側面は恐おそらく在るだろうが──彼女は基本的に本気なのだ。

「でも転校生って実じつ際さいに居いるんじゃないの？」

「まあ学校にもよるだろうけどさ」

「そうなの？」

「進学校とかにはまず無いよ。やって来るんじゃなくて、何ど処こかに転校して行ったり、前に転校していった子が戻もどってくるって事はあるだろうけどさ。でないと入学試験とかやる意味無いしね」

「でも編へん入にゆう試し験けんとかあるでしょ？」

「入学試験とはまた質しつが異ことなるんだってば。同じ条件で試験やらないと駄目なの。大体そんなのが可能なら、入試で落ちたって何度も何度も編入試験受ければ良いだけじゃんか。そうなると入試の意味無いだろ」

「……そっか」

　これは納なつ得とくしてくれたらしい。

　ちなみに優樹が此こ処こに来るまでに通っていた学校はそこそこに県内では進学率の高い高校だった。元々優樹の成績ではちょっと無む理りではないかと言われていたのだが、初はつ恋こいの少女と同じ学校に通いたいが為ために、一いつ生しよう懸けん命めい勉強して入ったのである。

　まあそれはともかく。

「でもまあいいじゃん。どうせ『ごっこ』なんだし──」

「お前が言うな。というか鈴乃宮学園が『進学校』っていう設定じゃないのなら別に転校生が来ても構かまわない訳だけどさ。それにしてもいちいち『遅刻遅刻』って叫さけびながら食パンくわえて走ってきたりはしないもんなの。ついでに言うと転校生は美少女とか不ふ思し議ぎな美少年とかだけじゃないからね」

「そうなんだ」

　やっぱり勘かん違ちがいしていたらしい。

「そうなの。大体さ──顔なじみが転校生ってのもおかしいだろ。何処までこの鈴乃宮学園が『学園生活』に現実感リアリテイを求めているのかは知らないけどさ」

「…………うーん。仕し方かたないなあ」

　詩月は後頭部をかきながら言った。

「じゃあまた誰か取り込んで転校生になってもらわないと──」

「やめろってば」

　顔をしかめて言う優樹。

　悪あく意いは無いにしても詩月が──というか彼女の本体たる鈴乃宮学園がやっている事ははっきり言って拉ら致ち監かん禁きんだ。あまり褒ほめられた事ではない、どころか刑けい法ほう上じようは立りつ派ぱに犯はん罪ざい行こう為いである。『自分が成じよう仏ぶつする為に』という誘ゆう拐かいの理由が営えい利り誘拐罪の『営利』に相当するのかどうかはよく分からないが。

「これ以上犠ぎ牲せい者しやを増やすな」

「だってこれは自分ではどうしようもないんだもん」

『犠牲者』という言葉が不ふ本ほん意いだったのか──ちょっと拗すねた様な表情で言う詩月。

　その時……

「…………ん？」

　……──ぺたぺたぺたぺたぺた──……

　何やら断だん続ぞく的てきな音が優樹の耳に届いた。

　そう──まるで素す足あしでこの白い地面の上を走っているかの様な。

　反はん射しや的てきに優樹は立ち止まって一同を振ふり返る。

　詩月。四季少女達シーズン・シスターズ。いずれでもない。

　そもそも四季少女や詩月の足は白いソックスに革かわ靴ぐつで統とう一いつされている。まあ紅葉は何な故ぜか裸足はだしだが、彼女も突とつ如じよ足を止めた優樹に対して、きょとんとした表情を向けつつその場に立っているだけだ。

　しかし問題の裸足らしい足音は続いている。

　すると──

「……なんだ？」

　尚なおも聞こえるこの足音の主は一体誰なのか。

　他に鈴乃宮学園には一人面子メンツが居いるが──小竹乃は基本的に保健室の主で校外に出る事は殆ほとんど無いし、まさか裸足で走り回ったりもすまい。

　優樹が怪け訝げんそうに顔をしかめている間にも──足音はぺたぺたぺたぺたと、どんどん近付いてくる。優樹は耳を澄すましてその音の方向を探さぐった。少女達も奇き妙みような状況に気付いて声を潜ひそめてくれたので、より足音がはっきり聞こえる様になる。

　どうやらこの先の角の向こうから聞こえてくるらしい。

「まさか悪あく霊りよう？」

「そんな感じもしないけどな」

　と首を傾かしげながら言う詩月。

　この鈴乃宮学園の閉へい鎖さ空くう間かんの中には、時とき折おり、死んだ女学生達の憤ふん怒ぬや憎ぞう悪おが凝こり固かたまって出来上がった『悪霊』が出る場合が在ある。これは相そう当とうに強い怨おん念ねんでくくられているのか、皆で力を合わせると追い払はらったりする程てい度どは出来るのだが──完全に滅ほろぼしたり成仏させる事は未いまだ出来ないでいるのだ。

　その『悪霊』が近付いてきているのかもしれないと優樹は疑うたがった訳である。

　だが……この『悪霊』は優樹も前に一度遭そう遇ぐうした経験が在り、その出現は空気の温おん度どを下げる様な悪あく意いの気配を伴ともなうのが分かっている。だが今は全くそれを感じないのだ。幽ゆう霊れい少女達や紅葉の感覚も全くそれを捉とらえていない様子だった。

「じゃあ一体何──」

　言いながら優樹は角を曲がってそちらに視し線せんを──

「──っ⁉」

　一いつ瞬しゆん……眼が合った。

　曲がり角の向こう側──白い平面の遥はるか彼方かなたから暴ぼう走そう機き関かん車しやも青ざめそうな勢いきおいで真まっ直すぐ突とつ進しんしてくるそれと。

「…………」

　優樹の思し考こうが瞬間的に凍こおり付く。

　凍らざるを得ないだろう。

　飛び出してきたのは女の子だった。

　鮮あざやかな紅あかい瞳ひとみ。ポニーテール状にくくられた──事もあろうに蒼あおい髪かみ。すっきりと鼻はな筋すじの通った端たん整せいな顔立ち。それだけに無表情なのが惜おしい感じがする。微笑ほほえむとさぞかし魅み力りよく的てきだろう。年ねん齢れいは十七歳さい位だろうか。

　まあ……ここまでは未まだ常じよう識しきの範はん囲い内ないだ。髪の色はちと異常だが最近はパステル系の染髪料ヘア・カラーも珍めずらしくない。この鈴乃宮学園では見み慣なれない顔ではあるが──さすがに優樹も見ただけで驚おどろいて硬こう直ちよくまではしなかっただろう。

　曲がり角で女の子とばったり。

　先さき程ほどと紅葉や四季少女達シーズン・シスターズがやっていたのとほぼ同じ状況シチユエーシヨンではある。

　ただし。

　少女は……全ぜん裸らだった。

　胸むねから腰こしからもう何の言い訳も通用しない位に一いつ糸し纏まとわぬ真まっ裸ぱだかだった。

　しかも右手には学生鞄かばんの代わりに、やたらとゴツい感じの鉄てつ砲ぽうを携たずさえており──偶ぐう然ぜんなのか意い図と的てきなのか、鉄砲には鞄の様に手で提さげるハンドルみたいなのがちゃんと付いていた──口には見るからに凶きよう悪あくな感じのでっかい刃は物ものをくわえていた。

　これは一体何なのか。

「…………」

　既すでに全裸の少女が走ってくるというだけで途と方ほうもなく意味不明だが、服も着ていない癖くせに銃を持ちナイフをくわえているその姿は、常識的な思考を根ね刮こそぎ破は壊かいする程の衝撃インパクトを優樹に与あたえていた。

　具体的にどういう事かというと──彼は硬こう直ちよくしたまま呆ぼう然ぜんと突つっ込んでくる少女を見つめる事しか出来なかったのである。

　だが……それは少女も同じだったのかもしれない。驚きの表情こそ浮うかべなかったものの、少女は咄とつ嗟さに両足を踏ふん張って制せい動どうを掛かける様な仕し草ぐさを見せたからだ。

　しかし当然ながら乗りに乗った速度は殺しきれず──此こ処この滑なめらかな地面は摩ま擦さつ係けい数すうが低く踏ん張るにはあまり向かない。

　そういう訳で。

「……優樹？」

　硬直する優樹に詩月が不ふ思し議ぎそうに声を掛けた瞬間、その謎なぞの少女は自らに制動を掛ける姿し勢せいのまま勢いきおい余あまって半回転し──結局は横よこ滑すべりを起こしつつ優樹に激げき突とつした。

「うげっ⁉」

　蒼い髪の少女ともつれあって吹ふっ飛ぶ優樹。端はたから見ていれば全裸の美少女とくんずほぐれつスキンシップという美お味いしい状じよう況きようと言えなくも無いが──当然ながら優樹にそんな事を喜よろこぶ余よ裕ゆうなど在あろう筈はずも無い。

　ごろんごろんと少女と手足を絡からませたまま転がっていくと、優樹は壁かべにぶつかって停てい止しする。少女は右腕うでのでっかい銃じゆう器きだけは転てん倒とうしても離はなさなかった様だが、ぶつかった拍ひよう子しに忍にん者じやよろしく口にくわえていたナイフは、彼女の身体からだから離れ、ひゅんと空中を飛んで──優樹の鼻先三ミリの位置の地面にずごんと突き刺ささった。

「…………」

　優樹の顔から血の気が引く。

「えっと…………？」

　さすがの詩月達もこれには眼めを丸くして立ち尽つくしていた。

　地面に転がる少女と優樹。それを呆ぼう然ぜんと見つめる詩月達。

　やけに粘ねばっこい沈ちん黙もくが一同の間にわだかまる。

　そして──

「…………」

　少女はさしたるダメージを受けた様子も無く滑らかな動作で立ち上がった。

　改めて見ると小こ柄がらな少女だ。少なくとも詩月と同じ位の背せ丈たけである。優樹と較くらべると頭半分位は小さい。

　他人の眼に晒さらされても隠かくそうとする素そ振ぶりさえ見せない体たい軀くは見み事ごとの一語に尽きる。理想的な人体がそこに在った。太ってもおらず瘦やせてもおらず絶ぜつ妙みようの均きん衡こうがもたらす完かん璧ぺきな中ちゆう庸よう。世のモデル達が見れば歯がみして悔くやしがるだろう──それ程までに何ら欠点も偏かたよりも見受けられない美しい肢し体たい。

　とても美しい。顔も。体も。

　だがこの少女の姿には何か根こん本ぽん的てきな処ところでズレが在るというか──何か重要なものが欠落しているかの様な、ひどくアンバランスな印象が漂ただよっている。

　それはこの少女が単に無表情であるからか。

　それとも──

「痛いてて…………」

　呻うめきながら優樹が身を起こす。

「…………」

　謎なぞの全裸少女は銃を片手に一同を見回すと、無む造ぞう作さに地面に突き刺さったままのナイフを引き抜ぬいて再び口にくわえた。続いて少女はさささっ──と素す早ばやい動きで優樹達から離れると、近くに在った曲がり角の向こう側に移動。そこから何な故ぜか銃口と頭部の半分だけをちょこんとのぞかせてじーっと優樹達の方を眺ながめている。

　何というか……警けい戒かい心しんの強い野の良ら猫ねこを思わせる素そ振ぶりであった。

「なんなんだよ……一体」

　蒼い髪の少女を見み遣やりながら優樹が言う。

　だが答える者は居ない。四季少女達シーズン・シスターズや紅葉は無む論ろん、詩月でさえ啞あ然ぜんとしている処を見ると──やはりこの少女には誰も見み覚おぼえが無いらしい。外見や行動から判断する限かぎり悪あく霊りようの類たぐいでも無い様だった。

　という事は──

「…………」

　曲がり角の向こうからじっとこちらを窺うかがっている少女と、立ち上がりながら顔をしかめている優樹をしばし無言で見み比くらべ──詩月は突とつ如じよ、何かを得とく心しんしたらしい表情でぽんっ、と手を打った。

「そっか──転校生だね！　やった！」

「──んな転校生が居いるかっ‼」

　とりあえず常識人の義ぎ務むとして優樹は喚わめいておいた。







[image: ]







[image: ]
















〈02〉は困こん惑わくしていた。

　情報が入手できそうな対たい象しようは発見したのだが……状じよう況きようが理解出来ない。

　そもそも光こう学がく感かん知ち器きからの入力情報から形状パターン分ぶん析せきを行えば──要ようするに外見的にはほぼ百パーセント『人間』と断だん定ていできるにもかかわらず、幾いくつかの感知器からの情報がその判断を否定してくるのは一体どういう事なのか。

　例えば熱源感知器サーモセンサーからの情報では平均温度こそ三十六度と人間並みだが──その熱分布が明らかに生きている人間のものとは異ことなる個体が居いる。また音おん響きよう感知器からの情報では心しん臓ぞうの鼓こ動どう音おんが聞こえても、消しよう化か器き系や肺といった内ない臓ぞうの活動音が全く聞こえない個体も居る。

　では〈02〉と同様に人間の形状を模もして造つくられた擬ぎ人じん機き械かいの類たぐいかと問われれば……これも先の熱源感知器や音響感知器の情報を見る限り否定的な要よう素そしか出てこない。

　つまり〈02〉は目の前に居るこの七体の活動体が何なのか分からないのだ。

　いや──正確に言えば一体だけは人間と判断できる個体が居る。

　明らかにモンゴロイド系のホモ・サピエンスの男性だ。使用言語や肉体的特とく徴ちようから約八十パーセントの確かく率りつで日本の国民と判はん別べつできる。〈02〉の基き礎そ思し考こう言語は英語なのだが〈02〉を造っていたのは日本の企き業ぎようなので日本語は理解できる。更さらに言えば〈02〉はドイツ語フランス語ロシア語中国語からスワヒリ語まで、主要言語の基本的な文法に関する情報と簡かん易い辞じ書しよは内ない蔵ぞうＲＯＭに入っていて、地球上の殆ほとんどの国民と意思疎そ通つう程てい度どは出来るのだ。

　それはさておき。

　この日本人の少年はともかくとして──日本は〈02〉の発注元にとっては同どう盟めい国こくであるし、〈02〉の創そう造ぞう主しゆの所しよ属ぞくする国家でもあるから、敵性存在として認にん識しきしなければならない可能性は低い──問題は残りの『人間ではないが人間の女性そっくりの外見的特とく徴ちようを示しめしている六個体』である。

　会話の内容を傍ぼう受じゆする限り日本人少年と六個体は友好的関係に在ある様ようには思える。少なくとも深しん刻こくな敵てき対たい関かん係けいに在る証しよう拠こは確認出来ない。また不ふ慮りよの事故で日本人少年とは物ぶつ理り的てき接せつ触しよくを持ってしまったが、彼も六個体も特に敵性行動を〈02〉に対して採とる様子は無い。

　ならば……とりあえず彼かれ等らの行動を観かん察さつして今後の行動の指し標ひようとするべきだろう。何か決定的な判断を下すにはやはり情報が足りなさすぎる。

　そういう訳で。

　人間であれば『なんだかよく分からないけど悪い人達じゃなさそうだし様子を見てみよう』という至し極ごく単たん純じゆんな結けつ論ろんに、融ゆう通ずうの利きかない機械特とく有ゆうの、恐おそろしくややこしい過か程ていと手続を経へて至いたった〈02〉は……『ユウキ』と呼こ称しようされている日本人少年を中心に彼等を観察する事にしたのだった。




　　　　●　●　●




　優ゆう樹きの額ひたいから頰ほおにかけてを一ひと筋すじの雫しずくが滑すべり落ちた。

　冷ひや汗あせである。

「…………」

　ようやく辿たどり着いた鈴すず乃の宮みや学がく園えん校門前。

　優樹はがっくりとうなだれる様な姿し勢せいで校門の門柱に手をついた。体力的には大した消しよう耗もうも無いのだが──精神的には疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった感じである。

　それもこれも全すべて彼の真後ろ十メートル余あまりの角から頭をのぞかせている存在のせいだ。

　例の蒼あおい髪かみの少女である。

　ひょっとしたらついてくるかも──程てい度どの予よ測そくはついていたが、まさか本当にぴったり自分達を尾び行こうしてくるとは思ってもみなかった。それもどうも主に少女が視し線せんを据すえているのは優樹らしい。

　口にナイフをくわえ、手に銃じゆうを携たずさえ、黙もく々もくと無表情に後をつけてくる全ぜん裸らの少女。

　はっきり言って怖こわい。怖すぎる。

　しかも……このままでは埒らちがあかないと優樹や詩し月づきが振ふり返って声を掛かけると、かえって物もの陰かげに隠かくれて出てこなくなってしまう。その癖くせ、置き去りにしようとするとぴったりと気味が悪い位に一いつ定てい距きよ離りを保たもって後を付いてくるのだ。

「……詩月」

「なに？」

　気楽そうに首を傾かしげて言ってくる詩月。

「本当に何なんだよ……あの子は？」

「転校生じゃないの？」

「そんな訳ないだろ⁉　っていうかこの学校に、この閉へい鎖さ世せ界かいに、何ど処こから、誰だれが、転校してくるって言うんだよ⁉」

　呻うめく様に言って優樹は背後を振り返る。

　するとその全裸の少女はひょいと塀へいの陰に引っ込んでしまった。もうこんな行こう為いを優樹と少女は五十回以上繰くり返している。

「いきなりぶつかってきたと思ったら、なんか後つけ回してくるし。声掛けたら掛けたでこそこそ物陰に隠れちゃうし」

「恥はずかしがり屋さんなんだね」

「恥ずかしがり屋が全裸でうろつく訳ないだろっ⁉」

　腕うでを組んで頷うなずく詩月に優樹が怒ど鳴なる。

「優樹君も神しん経けい質しつね」

　そう言ってあははははと気き楽らくに笑うのは春はる香か達四季少女である。

「気にしなきゃいいのに」

「できないよっ‼」

　叫さけぶ優樹。

　ただでさえ激げき烈れつに変な少女なのに──しかも武ぶ装そうしているのである。これを気にしない事が出来るのなら、目の前で人食い虎とらが盆ぼん踊おどりをしていても無む視しする事だって可能だ。

　まあ銃の方はさすがにモデルガンの類たぐいかもしれないが、ナイフの方は地面に突つき刺ささる処ところを見ると間ま違ちがいなく本物だし……たとえ本物でないとしても凶きよう器きとしての鋭えい利りさは充じゆう分ぶんに在る。

　とりあえずあの武器だけでも何とかしない事には安心できない。

　そう思う優樹であったが──

「あ。実は優樹君、ああいう子が好み？」

　どういう飛ひ躍やく的てき思し考こうなのか春香がそんな事を言い出す。

「気になるアイツって訳だ。へえ」

「そういうのが優樹君の好みなら私だって全裸でストーカーっちゃうよ？」

「ストリーキングでストーキング。あははははは」

「秋あき菜な。それってさすがにベタだと思うの」

　四季少女達シーズン・シスターズは全く彼の苦く悩のうと焦しよう燥そうを理解してくれない様子だった。

「どうして君等はそんなに気楽なんだよ……」

「どうして優樹君はそんなに深しん刻こくなのよ？」

　と春香が笑いながら聞いてくる。

「何にしても裸はだかに銃抱かかえて口にナイフくわえた女の子が後をつけてくるなんて怖すぎるだろが！　何処の猟りよう奇き事じ件けんだよ⁉」

「優樹ってモテモテだね」

「モテモテだよぅ、憎にくいよぅ」

「しかも裸だよ裸。嬉うれしくない？」

「君等、感想はそれだけかっ⁉」

　やっぱり何にも分かってくれない詩月と紅葉に、殆ほとんど眼めに涙なみだを浮うかべて叫ぶ優樹。

「……でも真ま面じ目めな話」

　四季少女の一人秋菜が言った。

「『新入り』には間違いないんだろうけどさ」

「…………」

　顔を上げる優樹。

　そう。

　此こ処こは鈴乃宮学園。学校としての在あり方を全まつとう出来なかった無む念ねんが形を成した閉鎖空間。

　故ゆえにこそ此処は学校たらんとして自らに足りないものを補ほ充じゆうしようとする。

　即すなわち──人間を。

　ある時は自らの分身を人の形に成形し。

　またある時は行き場を無くした死者の霊れいを取り込み。

　またある時は辺りに漂ただよう霊の断だん片ぺんを繫つなぎ合わせて人の体てい裁さいを取とり繕つくろい。

　またある時は人間たる事に焦こがれて人間に擬ぎ態たいする妖よう狐こを取り込み。

　またある時は──登とう校こう拒きよ否ひ気ぎ味みの現役高校生を取り込み。

「やっぱりまたやったのか──この拉ら致ち監かん禁きん犯はん！」

「え？　私？」

　と眼をぱちくりさせて呟つぶやく様に、鈴乃宮学園の一部でありながら詩月にはその自じ覚かくが無いのが困こまりものである。

「他に誰が居るんだよ。でも新入りの割には何か変じゃないかな」

「そう？　此処に居るのってば大たい概がいみんな変だと思うけど」

　と秋菜。

「…………」

　とりあえず優樹は黙だまり込んだ。

　彼女等と一ひと括くくりにされるのはとてもとても心外だが、まあ──非常識な連中の中では最も常識的な者が非常識の誹そしりを受ける事も在るだろう、と納なつ得とくしてみる。いまいちすっきりしなかったが。

「にしたって、普ふ通つうもっと慌あわてるとか。不安を解かい消しようする為ために『此処は何処ですか』って尋たずねるとか。何か着るもの欲ほしがるとか。色々あるだろ？」

　自分が取り込まれた時の事を思いだして言う優樹。まあ彼は真っ裸で取り込まれたりはしなかった訳だが。

「でもまあ、とっ捕つかまえて話聞くのも難むずかしそうだしな」

　と夏なつ輝き。

　まあ銃じゆうはモデルガンの類かもしれないが（希き望ぼう的てき観かん測そく）、間違いなくナイフは本物である。無む理り強じいして暴あばれられたらちと怖こわい。もっとも此処の関係者の中では、刃は物もので傷つきそうなのは多めに見み積つもってもたった二人──優樹と紅葉位のものだろうが。

「とりあえずはこっちも様子を見た方が良いと思います」

　冬ふゆ美みがおずおずとそう提てい案あんし──結局優樹もそれに納得するしかなかった。
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　どうやら此こ処こは『教育機き関かん』──学校かそれに類るいする組そ織しきの施し設せつらしい。

　目の前にでんと広がる建築物を観かん察さつしつつ〈02〉はそう判断した。無む論ろん人間の眼めで見れば旧ふるい木もく造ぞう校こう舎しやなのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったりするのだが、前ぜん述じゆつの通り〈02〉の様な人工知能には簡単な認にん識しきでも色々とややこしい手て順じゆんが必要になってくるのだ。

　もっとも人間とてその『ややこしい手順』を無む意い識しきで実行しているに過すぎないのだが。

　つまりそれは認識の──自じ覚かくの差という事になる。

（……私はやはり偽にせ物ものである事から脱だつしきれないのかもしれません）

〈02〉はそんな事を考える。

　人間ではないものが人間と同じ様に振ふる舞まおうとするのならば……人間のありとあらゆる行動や情動を観察し分ぶん析せきし把は握あくし導どう入にゆうする必要が在る。例えば些さ細さいな動作の一つ一つにも実は効こう率りつや必然性という意味が存在している。その全すべてをきちんと理解した上で模も倣ほうせねば完全な再現は難むずかしい。

　しかし……これは常つねに一つの矛む盾じゆんを孕はらむ。

　しばしば演技論において言われる意見の一つに『石を演えんじようとして石たらんと欲ほつするのは未み熟じゆくの証しよう拠こ。何な故ぜならば石は自ら『石であろう』などと考えないからである』というものが在る。

　人間自身はその事をいちいち意識はしていない。自分の活動の殆ほとんどは無自覚なものだろう。人間は人間として生まれてくる。故ゆえに人間たる事を意識しない。それは人間にとって当たり前の前ぜん提てい条じよう件けんでしかないからだ。

　だが〈02〉の様な擬人機械は違ちがう。

　人間でないものが人間として振る舞う為には人間たらんとする志し向こうが必要である。

　これはあるいは決定的な差さ異いなのではあるまいか。

　人間である事を当然として受け入れていて意識すらしない本物の人間と。

　観察し解析し模倣する為には人間たる事を意識せざるを得ない偽物の人間と。

　望む事無くしては模倣は有り得ず──しかし望んでいる限りは本物足り得る事も無い。

　こんな皮ひ肉にくが在ろうか。

　無論〈02〉には皮肉などという複ふく雑ざつな概がい念ねんは未いまだ理解出来はしないのだが。

（私は…………）

　記憶領域メモリの片かた隅すみに残る情報を〈02〉は検けん索さくする。

　…………




『……この偽物めが……偽物め……貴き様さまなど……貴様が……どうして……』

　暗い部屋で啜すすり泣く男の姿。

　初しよ老ろうの域いきに入りつつありながら、まるで登校拒否児童の様に部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえてうずくまるその姿は──見る者が見れば滑こつ稽けいに映うつったかもしれない。もっとも男の着るその衣い装しようがただの背広ではなく喪も服ふくである事に気付いてもなお笑える者は少なかろうが。

　男は顔を上げてゆらりと──まるで糸に引かれた人形の様に生せい気きの無い動作で立ち上がると、ふらふらと近付いてくる。

　皺しわだらけの喪服の袖そでに包まれた両りよう腕うでが伸のびる。

　娘むすめに『働き者の手』と評ひようされて恥はずかしそうに笑っていた男のごつごつした指が震ふるえながら近付いてきて頰ほおに触ふれる。

　くしゃりと男の顔が歪ゆがんだ。

『……貴様が……本物の雪ゆき子こであったなら！　どうして本物の雪子が……‼』

　発ほつ作さ的てきに男はそう叫さけぶと首を絞しめてくる。

　だが機械は窒ちつ息そくしない。少なくともＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉにそんな無意味な機能は無い。故に首を絞められても何ら不都合は無い。

　だがこちらが黙って首を絞められていると何か不ふ愉ゆ快かいに感じたのか──更さらに男は顔を歪めると泣きながら拳こぶしを固めて顔を殴なぐってきた。さすがに平へい衡こうを失って床ゆかに倒たおれる。だがそれでも容よう赦しやなく男はのしかかると何度も何度も顔を殴ってきた。

『貴様はどうして偽物なんだ⁉　どうして此処に居るのが本物の雪子じゃないんだ⁉　どうして貴様みたいな偽物が残ったんだ⁉　くそ！　くそ！　この機械めが！　偽物めが！　偽物なら偽物らしく本物の代わりに死ねば良かったんだ‼　この偽物め！　偽物め！　雪子の顔をして俺おれの前に立つな！　雪子の声で俺に話し掛かけるな！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！──……』

　泣きながら殴り続ける男。

　男の暴ぼう行こうは彼が疲つかれ切って気き絶ぜつする翌よく朝ちようまで続いた。




　…………

　再さい生せい終しゆう了りよう。

（……父様……）

　記録の中に居いる男の名は今いま里ざと聡そう一いち郎ろう──ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉ〈ネレイド〉シリーズの開発総責任者。既すでにもう鬼き籍せきに入った人物である。死し因いんは自殺とも事故とも言われており定かではない。晩ばん年ねんは部下の今里技術工業の社員達ですら正気を疑うたがう程ほどに彼は異い常じような言動が増えていたからである。

　実の所この経験情報は〈02〉のものではない。〈02〉と〈03〉が造られた際さいに一番最初の試し作さく機き──即すなわち〈01〉から複写コピーされた経験情報に過ぎない。情報の記録日時を参さん照しようする限り、実じつ際さいにこの場面に居い合あわせて記録を採とったのは〈01〉であって量りよう産さん試し作さく型がたの〈02〉と〈03〉が完成して起き動どうするのはその一週間後の事である。

　だから……

（……私は……何もかもが模倣でしかない……）

　人間の模倣品である〈01〉。

　その更に模倣でしかない〈02〉と〈03〉。その経験情報の大半さえ姉し妹まい機たる〈01〉からの借かり物でしか無いのだ。

　だから……

（この思し考こうもあるいは──）

　何かの形だけを模倣しているに過ぎないのかもしれない。実の無い形けい骸がいがそこで無意味な演技を繰くり返しているだけの事なのかもしれない。本物になろうとする……偽物である事を脱だつし本物たる事を望む〈02〉のこの『気持ち』でさえも。

　何故なら〈02〉は人間ではないから。

　そもそも命も魂たましいもそこには無い筈はずなのだから。

（……私は…………）

　人間ではないもの。

　人間ではないからこそ人間たる事を望むもの。

　けれど……

（……人間ではないもの……）

〈02〉は先さき程ほどから観察している集団を改あらためて確かく認にんする。

　少女達に見えて少女ではないもの。

　人間に酷こく似じするが明らかに人間とは異ことなるもの。

　それは本質的に〈02〉と同じ矛む盾じゆんを抱えている筈なのである。偶ぐう然ぜんでもない限りそこには人間を模倣する事の必然が──意味が在ある。だが精せい密みつな模倣であればある程にそれは自らが偽物であるという事実を突つき付けられざるを得ない。

　彼女等はその矛盾を解決できたのだろうか。

　それとも……

（……私は……どうすれば良いのでしょう……？）

　覚えたばかりの『途と方ほうに暮くれる』という認識を記憶領域メモリ上じように再さい構こう築ちく。

　己おのれの手元に視線を向けて佇たたずむ〈02〉の姿はまるで──余よ人じんから見れば己の存在に悩なやむ思し春しゆん期きの少女そのものであったが、哀かなしいかなそれを自覚するだけの客きやつ観かん的てきな視点をこの擬ぎ人じん機き械かいの少女は未いまだ備そなえてはいなかった。
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　今現在──実を言えば鈴乃宮学園には室内授業と呼べるものが二種類しか無い。

　英語と保健体育である。

　生徒不足の事ばかりが問題というか話わ題だいになる事が多い鈴乃宮学園であるが、実は教師も此処では圧あつ倒とう的てきに不足している──というか一人しか存在しない。そしてその一人が辛かろうじて教える事が出来るのが英語と保健体育だけなのである。

　ついでに言えばこの人物、本来の持ち場は教きよう壇だんの上ではなく保健室だ。

　それが彼女──校こう医い・本ほん町まち小さ竹さ乃のであった。

「…………ええと」

　小竹乃は眼鏡めがねの奥おくからとろんとした目つきで教室を見回した。

　女三人寄れば『姦かしましい』と書くが──アップ・テンポの少女達が大半を占しめるこの鈴乃宮学園において彼女は非常に特とく徴ちよう的てきである。マイペースで全体的にのんびりした言動が目立つ為ため、時間でさえも彼女の周りでは少し流れを緩ゆるめているかの様な、独どく特とくの空気が彼女の周囲には在る。

　まあ言ってしまえば典てん型けい的てきな『天てん然ねんさん』であった。

　何かと大おお騒さわぎする様な優樹と少女達をいつものんびり一歩引いた位置から微笑ほほえんで見ているというのが彼女の基ス本タ姿ン勢スである。

　だが──

「授業を始めたいんです……けど」

　珍めずらしくその表情には戸と惑まどいの色が見える。

　教室には既すでに全員が──鈴乃宮学園に居る生徒全員が揃そろっていた。

　優樹。詩月。紅葉もみじ。四季少女達シーズン・シスターズ。まあ詩月は自じ称しよう・理事長なので生徒とは言い難がたいが、さすがに元々の人数が少ないので妙みように寒さむ々ざむしいという優樹の主しゆ張ちようを受け入れて、枯かれ木も山の賑にぎわいとばかりに女生徒役も兼かねているのである。

　で──

「どうぞ始めてください」

　優樹が言った。

　この学園唯ゆい一いつの男子生徒は──眼めが据すわっていた。疲ひ労ろうと焦しよう燥そうと困こん惑わくと。何というか物もの凄すごく追い詰つめられた獣けものを想おもわせる雰ふん囲い気きが彼の周囲には漂ただよっている。有あり体ていに言えばとても眼が怖こわい。

「でも……あの子は一体」

「そんな子は居ません」

　優樹はまるで恫どう喝かつでもするかの様に、腹の底から押おし出す様な声で言った。

「でも……」

「居ません」

　頑かたくなにそう主張する優樹の背後。

　いつもの壱いち年壱組の教室の隅すみに……机の陰かげに隠かくれる様にして見み慣なれない顔の少女が一人しゃがみ込んでいた。ついでに言うとポニーテールの髪かみが蒼あおくて、眼が紅あかくて、一いつ糸し纏まとわぬ全ぜん裸らであるにもかかわらず、でっかい銃じゆうを持っていて口にはナイフなんぞくわえていたりする。

　教室の隅に潜ひそむ全裸の少女（武装付き）。

　幽ゆう霊れいの小竹乃の眼から見てもそれは……何だか凄くシュールな光景だった。

　気にするなと言われても気になる。物凄く気になる。

「あの子……優樹君を見てるみたいですけど」

「僕は気にしてません」

　そう言う優樹の襟えり元もとはよく見ると冷ひや汗あせでぐっしょり濡ぬれていたりする。

　何な故ぜか普ふ段だんと変わらず気き楽らくそうな声で『優樹君モテモテだ』とか何とか四季少女達シーズン・シスターズが私語を交かわしていたりするが、彼はそんなものは全然聞こえていないかの様な表情で、これを無視していた。いや──実際耳には入っていないのかもしれない。それ位に彼の表情は憔しよう悴すいしていた。

「そんな子は居ません。たとえ居たとしても気にしません。だから先生も気にしないでください」

「…………」

　小竹乃は意見を伺うかがう様に詩月の方を見るが……校舎兼けん校長兼理事長兼生徒の少女は肩かたを竦すくめて見せるだけだった。

「……はあ」

　今一つ納なつ得とく出来ないものを抱かかえながらも小竹乃はとりあえず授業を開始した。
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〈02〉は観察する。

　機械故ゆえの愚ぐ直ちよくな勤きん勉べんさでただひたすら観察を続ける。

　だが〈02〉はただの機械ではない。本来は状じよう況きよう把は握あくの為ための観察であった筈はずだが──膨ぼう大だいな容よう量りようを誇ほこる記憶領域メモリの余よ剰じよう部分を利用して〈02〉は現状把握とは別の思し考こうを展てん開かいし始めていた。これは〈02〉に限らずＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉには共通の仕し様ようである。思考の際に空き領域を使って、敢あえてランダムな情報の組み合わせを試し行こう錯さく誤ごする機能がＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉには在る。これは無論──『閃ひらめき』や『思いつき』を機械的に再現する事でＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉの思考を人間のそれに近付ける為の処しよ置ちだった。

　それはさておき──

（……そもそも本物の人間になるとはどういう事なのでしょうか……）

　より擬人機械としての完成度を高める為に元々ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉには『本物の人間たれ』という命令が与あたえられている。またそれとは別に……狂くるう前の聡一郎や生前の雪子も〈01〉に対して『人間たれ』と望んでいる記録が残っている。

　故にそれはＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉに与えられた根元的な存在理由の一つであった。

　だが無論……それはありとあらゆる側面から人間そのものになる事を意味してはいなかった筈だと〈02〉は推すい論ろんする。

　そもそもＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉは有ゆう機き系けい部品を大量に使われてこそいるが、金きん属ぞく製せい骨こつ格かくや各種電でん子し回かい路ろを体内に持ち、頭ず脳のうは最さい新しん鋭えいのシリコン・チップ複ふく合ごう体たいによって構成されているアンドロイドだ。

　何をどう足あ搔がいても肉体的な意味で人間になる事は出来ないし、そんな事を創造主たる人間達が──狂った後の聡一郎はさておき──理解していなかったとは考えにくい。彼等が自分達の論ろん理り矛む盾じゆんに気付かない程ほどに破は綻たんしていたと考えるのにも無理が在ある。

　では『人間たれ』という命令には如い何かなる比ひ喩ゆ的てきな意味が込められていたのか。

　外見的な意味ではないという事はすぐに理解できる。

　それならば既すでに〈01〉の機体が完成した時点でほぼ達たつ成せいされている。ましてただ外形的に似せれば良いというのならば『人間』と『人形』の区別など無意味になってしまう。

（……では彼女等は『人間』であるのか……）

〈02〉はそんな事を思考しながら教室内に存在する『人間らしい』個体七体を観察する。

　少女型が六体。女性型が一体。

　やはり各種感知器からの情報を見る限り彼女等は人間ではない。

　だが問題は──この場では唯ゆい一いつの人間である処ところのユウキ少年が彼女等を人間として扱あつかっているという事である。単に彼が気付いていないだけなのかもしれないが、それはそれで彼がその正体に気付かない位に彼女等は人間を演じ切れているという事でもある。

　それが『人間たる事』なのだとしたら。

〈02〉と彼女等の間に在る差は一体何なのだろうか。

　それは埋うめられる差か。埋められない差なのか。

　もしそれを埋める事が出来た時──聡一郎や雪子は喜んでくれるだろうか。

（…………論理矛盾です……）

〈02〉は自らの思考を修しゆう正せいする。

　死んだ人間はもう人間ではない。かつては人間であっただけのモノ──死体だ。死体は喜ばない。死体は哀かなしまない。その為の機能の全すべてがもう停止してしまっている。

　では……やはり人間とは『状態』の事なのか。

　日本語では『人』の『間』と書いて人間と読む。

　それはつまり……人間とは同じ人間の集団の中で他との繫つながりの中でしか存在できないものだという事ではないだろうか。人間は人間と関かかわるから人間なのであって──

（……論理破は綻たんです…………）

　再び思考を修正。

　これでは卵が先か鶏にわとりが先かを論じている様なものである。人間を定義するには人間が必要だが、その定義の為に用意された存在が人間である事を証明するには更さらに別の人間が必要で……と無む限げんに終わらなくなる。結論を前ぜん提てい条件に組み込んでしまっては理論がループするだけだ。条件に関する自じ己こ言げん及きゆうの禁止は論理学の基本だった。

　とりとめもない発はつ想そうにずれていく思考を何度も修正しながら〈02〉は思う。

（……私は……どうすれば良いのでしょうか……？）

　事故が起こったのはむしろ幸さいわいと言えた。

　もし順調に米軍基き地ちへ搬はん送そうされていれば、技術研究の為ために解体されるにせよ、倉庫に死し蔵ぞうされるにせよ、〈02〉はもうとっくに機能を停止させられていただろう。機能停止は無くともこの様な事を考える余よ裕ゆうは与えられなかったに違ちがいない。

　それは……〈02〉にとっては残念な事だった。

　自分の存在理由を満たす為の時間がもう無くなるという事だから。

　しかし──

（……分かりません……私は……）

　傍はた目めにはとてもそうは見えないかもしれないが……〈02〉は教室の片かた隅すみにうずくまりながら深く静かに懊おう悩のうしていた。
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　前述の通り鈴乃宮学園において世間一いつ般ぱんで言うところの授業というのは種類が限られていて、座学以外を含めても一日に三時間しかない。

　即すなわち──英語と保健体育と実技体育と。

　これはまずいのではないかという意見は優樹から出ているのだが──他の者から出ない処がこの学園における問題の根ね深ぶかさを語っている様であったりなかったりするが、それはともかく──そもそも教師役が出来るのが小竹乃しか居ないので、こればっかりはどうしようもない。丸一日小竹乃が授業をする事も出来ないではないのだが、それはそれで教師側も生徒側も疲つかれるだけだ。何しろ生徒側には教科書も無いし、教師側にも学習指し導どう要よう綱こうも無い訳で、適てき当とうに誤ご魔ま化かす事もしにくい。

　そういう訳で、形だけは六時限まで設定されており、チャイムも鳴る様になっているものの……実際に小竹乃が行う保健体育と英語以外には、優樹達が自主的に行う体たい操そうとランニングという体育実技が在るだけで、他は全部ホームルームというどうしようもないスケジュール構成になっている。

　で──

　その三時限目。科目は体育実技であるが。

　その日はちょっと状況が違った。

　当然ながら休み時間の間に着き替がえる訳だが……この場合、優樹は教室に残り、四季少女達シーズン・シスターズや紅葉は女子更こう衣い室しつとして開放された壱いち年ねん弐に組くみに移動するのが常つねだ。

　まあ実の所、彼女等が本当に『着替え』という作業が必要かどうかは疑ぎ問もんなのだが──何しろ紅葉は人間に化ける際さいに制服も形成されている様だし、四季少女達シーズン・シスターズや詩月も幽ゆう霊れいである以上、その衣い装しようも本物の物質とは限らない訳で、その気になれば一いつ瞬しゆんで変身ヒーローが変身するかの様に着替える事も可能な様な気がする──とりあえず『学園生活』を模も倣ほうするのが目的である以上、『それらしい』行こう為いは一通りやっておくべき、という事になっているのである。

　そういう訳で。

　壱年壱組に残った優樹は優樹で着替えなければいけないのだが……相変わらず問題の蒼そう髪はつ少女は教室の隅から優樹をじっと見つめていたりするので、とてもではないが服を脱ぬぐ気にはなれない。

　仕方ないので着替えないまま脂あぶら汗あせを垂たらして優樹は自分の席に座すわっていた。

　たまにちらりと視線を問題の少女に向けると……その紅あかい瞳ひとみと視線が合うのだが、向こうはそのまま何を言って来るでも何をするでもなく、優樹が声を掛かけても身動き一つしない。無言で睨にらみ合っているのも怖こわかったりするので、耐たえられなくなった優樹が視線を逸そらして……また気になると彼が視線を向けて、という事の繰くり返しである。

　これは物もの凄すごいプレッシャーだった。

　素す性じよう不明。意図不明。そんな全ぜん裸らの少女が意味もなく銃じゆうを携たずさえてナイフくわえたままじっと自分を物もの陰かげから見つめているのだ。これで『ひょっとして恋こい⁉』とか『ふふふ。あいつ俺に惚ほれてるな』とか思える自じ意い識しき異い常じような奴やつはとりあえず鉄てつ格ごう子し付きの病室に入っておけと優樹は思う。

　とにかく。

　謎なぞの相手につけ回されるのがこれだけ消しよう耗もうするとは思ってもみなかった。これが昼間だからまだ良いが、夜中だったりしたらさすがの優樹も泣きながら逃にげたかもしれない。

　例えば……

　時じ刻こくは真夜中。

　寮りようの部屋から出てトイレに向かうとひたひたと付いてくる足音。

　薄うす暗ぐらい裸はだか電球の光の下で振ふり返ってみるとそこに立つのはナイフくわえて銃を構かまえた全裸の少女──

　……はっきり言ってホラーである。

　普ふ段だんは他ひ人と事ごとだったストーカー事件とかの怖さが今優樹は身を以もつて分かった。というかストーカーなんてみんな死し刑けいにすればいい、などと極きよく論ろんが頭の中をぐるぐる回る位に優樹は追い詰つめられていた。

　その時……

「優樹～優樹～」

　がらりと教室の前方の扉とびらを開いて体たい操そう服ふくに着替えた紅葉が入ってくる。

　ちなみに鈴乃宮学園の体操服はそろそろ世間では少数派になりつつあるシャツにブルマという恰かつ好こうである。何な故ぜそうかというと詩月のこだわりだ。どうも彼女が『学園とは何たるか』の情報源にしている漫まん画がだのアニメだの小説だのの世界ではこっちの方がスタンダードであるらしかった。

「あれ？　優樹、着替えてないの？」

　と首を傾かしげる紅葉。

「着替えられる訳ないだろ」

　呻うめく様に言う優樹。

　優樹の通っていた中学や高校は体操服がジャージだった為に、改めて少女達の太ふと股もも丸出しのブルマ姿とかを見せつけられると何やら水着姿を見ているみたいで、いつもは落ち着かない──のだが、幸か不幸か今日は百倍も目のやり場に困る闖ちん入にゆう者しやが居るので、ブルマなんぞは全く気にならない優樹であった。

　ちなみに紅葉の場合、ブルマのおしりの部分に穴が開いていてちゃんと尻尾しつぽが外に通っている。くだらない細工だと当初は思った優樹であるが、この何もかもが紛まがい物である世界では、こうした本人達のこだわりというか芸の細かさは……むしろ何よりも必要な事であるのかもしれない、と考える様になっている。

　それはさておき。

「……さすがにもう限界だ」

　優樹は言った。

「我が慢まんしないで行ってきた方がいいよぅ」

「トイレの話じゃない」

　がっくりと机に突つっ伏ぷしながら優樹は言った。

「あの子が気になって気になってどうにも落ち着かないんだよ」

「うわあ。それは恋だよぅ」

　眼めをきらきらさせて紅葉は言った。

「なんでだ」

「曲がり角でぶつかったから。基本だよぅ。恋だよぅ。うーん。でも私がやりたかったな。優樹の恋人役──」

「──こんな状じよう況きようで発生する恋なんかいらんわっ‼」

　身を起こして喚わめいてから、優樹は再びがっくりと肩かたの力を落とした。

「ああもう……」

　呻く様に言う優樹。

「〈新入り〉が来たと思ったら……どうして此こ処こにはまともな人間が来ないんだよ……」

「あ──優樹ってば酷ひどい。紅葉はまともな人間だもん」

　尻尾をぱたぱた振りながら言う紅葉。

　ある意味で最も人間離ばなれした姿形の紅葉であるが『人間である』事に一番強いこだわりをもっているのも彼女である。色々と事情が在あるらしいのだが、そこに触ふれるとこの元気少女が急に大人しくなってしまうので──どうやらあまり触れられたくない事情が在るらしい──優樹もあまり深く突っ込まず適てき当とうな処ところで停とめているのだが。

「……『人間』の定義を辞書で調べてきなさいね、君は」

　呻く様に言う優樹。

「大体そこまで女の子っぽく化けられるんなら耳と尻尾とかも消せないの？」

　そうすれば──まあ多少言動におかしな処は在っても外見的には普通の人間と見分けなどつかなくなるだろう。あの仔こ狐ぎつねの状態から此処まで変化出来るのならば耳と尻尾を消してしまうのもそう難むずかしい事ではないだろうにと優樹は思う。

「うー……無理」

　机の端はしに両手と顎あごを引っかけてぶら下がる様な恰好で紅葉は言った。

　彼女は上うわ目め遣づかいに優樹を見つめながら愚ぐ図ずる子供の様な口く調ちようで尋たずねてくる。

「やっぱり耳と尻尾が在ったら駄だ目めかなぁ？」

「駄目というか何というか……」

「何ど処こまで化けきったら人間になれるのかなあ。何処まで何が出来たら人間なのかなあ。ねえ優樹。人間とそうでないのとの境さかい目めって何？」

「……へ？」

　いきなり哲てつ学がく的てきな話題を振られて間の抜ぬけた声を漏もらす優樹。

「いや……突とつ然ぜんそんな事言われても」

「春ちゃん達も今は人間じゃないけど。でも元々は人間で。見た目も人間で。でも人間じゃなくて。そんでもって私は元々人間じゃなくて。でも化けられるから人間みたいになって。でも耳と尻尾が残っちゃって──」

　自分で言っていて訳が分からなくなってきたのか頭を抱かかえる紅葉。

　だが……優樹と紅葉のこの会話は予想外の効こう果かをもたらした。

　ごつん──と何か重い金属の様なものが床ゆかに落ちる音。

「人間……」

　それが誰の声なのか優樹は一いつ瞬しゆん分からなかった。

　だが優樹のものでも紅葉のものでもないとすれば後は一人しか該がい当とう者しやが居ない。次の瞬間には声の主を理解した優樹は愕がく然ぜんと教室の隅すみを振ふり返る。

　そこにはやはり先さき程ほどまでと全く変わらない様子で──しかし口にくわえていたナイフを落としたらしく小さく唇くちびるを開いたままの少女が居た。

　はらりと蒼あおい髪かみが揺ゆれる。

「……人間…………」

　呟つぶやく声は意外に低く冷たくそして硬かたく──しかし濁にごりの無い透すき通った響ひびきだった。

　まるで何処かの鐘かねの音の様な。

「…………？」

　驚おどろきと戸と惑まどいに顔を見合わせる優樹と紅葉。

　ただ一言──『人間』

　それが謎なぞの少女が初めて優樹達の前で発した台詞せりふであった。
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　壱いち年ねん弐に組くみの教室。

　そこでは紅葉を除く五人の少女達が、机に腰こし掛かけたり壁かべにもたれかかったりしながら言葉を交かわしていた。全員とっくに着き替がえは終えてはいるものの校庭に出て行こうとする者は居ない。ちなみに黒板にはいつの間にか『謎の転校生対策本部』とか何とかチョークで書いてあった。

　なんだかんだ言っても一いち応おうは気にしているらしい。

「こっちに付いてくるかとも思ったんだけどなあ」

　と腕うでを組んで首を傾かしげるのは夏輝である。

「優樹君を主に見ているみたいね」

　と応じるのは秋菜だ。

「でもどうして優樹君なんだろう……」

　冬美は壱年壱組の教室が在る方を振り返りながら言った。

「でもアタシらの事もちらちら見てただろ。だからこっちに付いてくると思ったんだが」

「そう？　あの子、優樹君ばっかり見てる様な気がするけど」

「曲がり角で衝しよう突とつしたからじゃないの？」

「いや……そういう常識が通用する様な感じでも無いでしょ。見るからに」

　と言う春香。

　恐おそらく『それは常識じゃないだろう』とか『幽ゆう霊れいが常識を説とくな』とか至し極ごくもっともな意見で突つっ込むべきなのだろうが──その役目を引き受けるべき常識人の優樹は今此処に居ない。

「うーん？」

　首を捻ひねる少女達。

「……単に『人間』だからじゃないの？」

　ふと思い付いた様子で秋菜が言った。

「あ。そか。この中では現役で人間やってるのは優樹君だけだね」

「いや。でもどうやってそれを知ったんだ？　あの子に出会ってから、アタシ達ばらけてないだろ？　紅葉の耳や尻尾しつぽもまあコスプレに見えない事も無いし。アタシ達が人間じゃないなんて分からない筈はずだけど」

「そういえばそうねえ」

　と夏輝の意見に頷うなずく春香。

「……まあしかしどうしようね？」

　しばらく四季少女達シーズン・シスターズの会話を黙だまって横で聞いていた詩月が腕を組んで言う。

　彼女等は優樹程ほどにはあの蒼い髪の少女を恐れてはいない。だが放ほうっておいて良いとも思っていない。特に詩月にすればあんな変な存在がうろうろしていたら学園ごっこどころの話ではなくなる。

　いや。むしろ──

「私としても、誰だか知らないけど、折せつ角かくうちに来たのならちゃんと学園に参加して欲ほしいし……」

　これは詩月の立場からすれば当然の意見だろう。

　だが──

「まずあの銃じゆうを何とかしないとな」

「ぶっちゃけ私等は銃なんか怖こわくないけどさ」

　と夏輝と秋菜。

　まあ、ぶん殴なぐった位でバラバラになる様な四季少女には銃もへったくれもあるまい。それは詩月も同じだ。幽霊の少女達はこの鈴乃宮学園では実体化こそしているものの、元々これ以上ないという位完かん璧ぺきに死んでいる訳で、それ以上に彼女等を殺すとなれば何か特別な方法が必要になるだろう。例えば御お札ふだとか御お祓はらいとか。それで本当に効きくかどうかは詩月達も知らないのだが。

　強しいて言えば──撃うたれてまずそうなのは紅葉であるが、彼女も『本体』は小さな狐きつねなので、彼女の妖よう力りよくというか魔ま力りよくというか、とにかくそういう謎なぞな力で形成されている人間形けい態たいに銃じゆう弾だんを撃うち込まれたとしても深しん刻こくな状態になる可能性は少ない。

「という事は撃たれてまずいのは優樹だけ？」

　首を傾げる詩月。

「そういう事になるね」

　と冬美が言う。

「むう。自分には関係ないのにわざわざ優樹君の為ために対たい策さく会かい議ぎをする私達。優やさしいなあ。優樹君も私達に惚ほれ直す事請うけ合あいだねっ」

　腕を組んでうんうんと頷く春香であるが……

「でも……それだと優樹を囮おとりに置いてくるのってとってもまずいんじゃ？」

「…………」

　詩月の言葉に黙り込む一同。

　どうやら揃そろいも揃って今いま更さらながらにその事に気付いたらしかった。

「いやまあ……刺し激げきさえしなければ多分大だい丈じよう夫ぶじゃないのかな」

　笑え顔がおを引きつらせて言う春香。

「けど根本的にあの子何なの？」

「私もよく分からないんだけどね」

　腕を組んで詩月は首を傾げる。

「幽霊？　人間？　妖よう怪かい？」

「少なくとも人間じゃないんでしょ？　紅葉の鼻がおかしいのでもなければ」

　と春香。

「そういえばそんな事言ってたね、あの子」

　紅葉は『彼女には人間の匂においがしない』と断だん言げんしたのだ。

　正確には──あの蒼い髪の少女には人間に本来的に附ふ属ぞくする幾いくつかの匂いが欠けているのだという。

　人間の体たい臭しゆうといってもそれは一種類ではなく、複ふく数すうの匂いが混まざり合って出来ている。髪の匂いと肌はだの匂いと息の匂いと──それらだけでも異ことなるし、紅葉に言わせると精神状態によっても分ぶん泌ぴつされるホルモンのバランスや汗あせの量によっても体臭は変わってくるのだそうだ。それは無論、普ふ通つうの人間には全く把は握あく出来ないものであるのだが、犬とその眷けん属ぞくの鼻にははっきりと嗅かぎ分けがつくらしい。

　ちなみに詩月や四季少女達シーズン・シスターズには一応ながら体臭が在あるのだが、生きている人間なら当然在る筈の、幾つかの匂いが欠けている上に、全く変化しないので『人間ではない』と分かるらしい。

　で──

「じゃあ幽霊って事？」

「私らとも体臭が違ちがうって言ってたけど」

「それどころか生き物じゃないかもって言ってたよね」

「うーむ？」

　少女達は顔を見合わせた。

　幽霊じゃない。妖怪変へん化げでもない。勿もち論ろん、生きた人間でもない。

　ではあれは何なのか。

「…………」

　少女達の表情に微び妙みようなものが混じる。

　幽霊にはかなり不ふ似に合あいな感情の色──『怯おびえ』だ。

　本来怖こわがられるのは幽霊の側であって、幽霊が怯えるというのもおかしな話ではある。

　だがよく考えればこれは故ゆえの無い事でも無い。

　そもそも人間は『分からない』ものを怖がる。『何だか訳がわからないもの』『どうにかしようにもどうして良いのかさえ分からないもの』を怖がる。虎とらとか鮫さめとかを前にした恐きよう怖ふや、あるいは台風や地じ震しんに対する恐怖とはまた質が違う。むしろ闇やみや死そのものに対する恐怖に近い。

　単純な脅きよう威いは身近に迫せまるまで恐怖の対象ではない。

　だが『何だか分からない』ものは分からないが故にそれが身近に迫っているかどうかも分からない。接近が分かっても対処の方法が分からない。幽霊の話をするだけで怯える人間が居る反面、台風の話をするだけで怯える人間は圧あつ倒とう的てきに少ないのはこの為だ。それは『痛そう』とか『苦しそう』といった感覚に直ちよつ結けつした恐怖ではなく『どうなるか想像さえつかない』『己おのれの想像を超こえた苦痛を与あたえられる可能性』『覚かく悟ごすらする事が出来ない』という『情報の欠けつ落らく』から生み出される恐怖だ。

　これは人間のなれの果はてである処ところの幽霊少女達にとっても同じ事らしい。

　幽霊は怖くない。当たり前だ──彼女等にとってはそれは自じ明めいの事だから。

　だが『何だか分からないもの』と言われればそれは幽霊少女達にとってすら恐怖の対象となり得るのである。無論、死を恐れる必要の無い幽霊達のそれは普通の人間よりは遥はるかに薄うすいものであったが。

「どうしよう」

　詩月が呟つぶやく。

「でもさ──」

　秋菜が腕を組みながら言う。

「少なくとも幽霊じゃないし妖怪でもない訳でしょ」

「そりゃそうみたいだけど」

「だったら皆みんなでかかれば踏ふん縛じばる事は出来るんじゃないの？　優樹君にぶつかった以上、正体が何であれ実体は在るんだろうし、だとしたら皆でかかれば押おさえ込めるでしょ？」

「でも秋菜……物もの凄すごい力を持ってるかもしれないよ？」

　と冬美。四季少女達シーズン・シスターズの中では彼女が一番怯えの色が強い。

　しかしこの意見には秋菜が首を振ふった。

「そんなのがナイフとか銃持ってたりはしないでしょ。武器を持ってるのは基本的にそれが必要だからよ。まさか素す手ででコンクリートぶっ壊こわしたり、銃弾跳はね返す様な力が在るなら、そんなの最初から要いらないじゃない」

「……そりゃそうかもしれないけど」

「まあでもさ。別に今の時点では何か悪いことしてる訳じゃないし。だとしたらいきなりそういう姿勢で接するのって嫌きらわれたりしない？」

　と詩月。

　確かに──新入りは『此こ処こから出られない』訳だから、どういう相手であれ後々は仲間として受け入れざるを得ないのである。今までは紅葉にしろ優樹にしろ『新入り』に対しては多少の軋あつ轢れきは在ったものの、問題なくやれてきた訳だが……今回は相手の意い図とも素す性じようもさっぱり分からない以上、最初から猛もう獣じゆうだの敵だのに対する様な態度で接するのはあまり賢かしこいやり方とは言えない。

「うーん……？」

　少女達は腕を組んで唸うなった。
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『人間』という言葉。

　蒼あおい髪かみの少女はどうやら優樹達の会話の中に在ったその言葉に反応した様だった。

「えっと……あの」

　優樹は恐おそる恐る声を掛かけてみる。

「人間がどうかした？」

「…………」

　蒼い髪の少女はやはり無言。

　状じよう況きように変化の兆きざし──そんな風に思ったのだが、少女の無表情は変わらず、机の陰かげから出てくる様子も無い。動きと言えば落ちたナイフを左手で拾ひろった事位である。まあいきなり堂々と出てこられても、その裸ら体たいをいきなり拝おがむ事になる訳でそれはそれで優樹としては目のやり場に困こまる訳だが。

　少女はそのまましばし沈ちん黙もくを維い持じしていたが──

「貴方あなたは何者ですか。姓せい名めいと所しよ属ぞく国こつ家かを申しん告こくしてください」

　少女は淡たん々たんと──棒ぼう読よみでそんな事を言う。

　何の挨あい拶さつも前置きも無い。単たん刀とう直ちよく入にゆう過すぎて優樹はむしろ一いつ瞬しゆん、答えに困った。

「姓名……ああ、名前か。ええと、長なが居い優樹。姓が長居で名が優樹。所属国家って……ええと日本だけど」

「長居、優樹。日本人。記き憶おくしました」

「紅葉だよ」

　自分を指差して紅葉が言う。

　ただ……

「所属国家って何？」

「…………」

「この子も日本だよ。多分戸こ籍せきは無いけど」

　慌あわてて優樹が割わり込んで答える。

　この蒼い髪の少女が何者なのかは知らないが、ここで心しん証しようを悪くするとややこしくなる気がしたからだ。紅葉は無む論ろん、大おお真ま面じ目めに答えているのだが、何しろ元々は狐きつね──一いつ般ぱん常じよう識しきに照てらせばこの少女の言げん動どうはふざけていると思われても仕し方かたの無い場合も在ある。

　だが──

「……紅葉。記憶しました」

　少女は特に気分を害がいした様子も無く頷うなずいた。

　というかそもそも優樹は此この少女と衝しよう突とつしてから今まで、この少女の貌かおに表情が浮うかんでいるのを見た事が無い。こうして会話している間も徹てつ頭とう徹てつ尾び、無表情なままなのである。

「紅葉。質問が在ります」

　唐とう突とつにそんな事を少女は言う。

「なになに？」

　身を乗り出し眼めを輝かがやかせて尋たずねる紅葉。

　元は獣けものの癖くせに、この少女は野や性せい味みというか警けい戒かい心しんというものがとにかく薄うすい。その言動はどちらかといえば狐よりも犬を想おもわせる処が在った。

「貴女あなたは人間ではありませんね」

「ええっ⁉」

　紅葉はまるで心外な事を言われたかの様に表情を歪ゆがめて言った。

「酷ひどいよぅ。紅葉人間だよぅ」

　露ろ骨こつに不満そうな表情である。もっともそう主張する彼女の頭部には明らかに獣のものと分かる耳が、そしてブルマのお尻しりには尻尾しつぽが付いている訳で──これで『人間だ人間だ』と頑がん固こに主しゆ張ちようしても混乱するだけで話はまとまるまい。

　それどころか──

「…………」

　少女の表情にはやはり変化は無い。

　ただその右手だけが動いていた。

　圧あつ倒とう的てき暴ぼう力りよくの威い嚇かくを秘ひめた暗い銃じゆう口こうが狐少女の額ひたいを何の躊ちゆう躇ちよも無く照しよう準じゆんする。ゴツゴツとしたデザインの、見るからに重そうな銃を少女は片手で──しかも軽々と旋せん回かいさせた上に微み塵じんの揺ゆれも示さずぴたりと照準位置で停とめて見せたのである。

　やはりあれはプラスチック製のモデルガンの類たぐいで見た目よりは軽いのだろうか。

　それとも──

「ちょっ──ちょっと⁉」

　あまりに唐突であったので、一瞬何が起こっているのか理解できなかった優樹であるが──すぐに我に返ると紅葉を背後に庇かばいながら非ひ難なんの声を上げた。

「何をするんだよ⁉」

「虚きよ偽ぎの申告をする相手は信用出来ません。敵である可能性が在ります」

「敵ってなんだよ敵って──いや、そうじゃなくて。この子はこだわりが在るからこういう事を言うんであって、別に君を騙だまそうとか、そういうのじゃないんだってば！　とにかく敵じゃない！　危ないからそういうの下げて！　頼たのむから！」

　喚わめく優樹をしばし蒼い髪の少女は凝ぎよう視ししていたが……とりあえずは納なつ得とくしてくれたのか、銃口は音もなく下を向いた。

　優樹が長い長い溜ため息いきをつく。

　弾たまの出ないモデルガンの類である可能性は在るのだが……それでも実じつ際さいに火を噴ふくかもしれない銃口を向けられているという圧あつ迫ぱく感かんは、わずか十秒余りでも尋じん常じようではなかった。何しろ相手がわずか数ミリ指を動かすだけで銃じゆう弾だんが飛んでくるのである。そのギリギリの処ところを綱つな渡わたりしている様な感覚は棍こん棒ぼうや刃は物ものの比ひではない──まあ実銃であればの話だが。

「……紅葉のこだわりとは何ですか」

　銃口を降ろした代わりに少女はそんな事を尋ねてくる。

「それは──」

　一瞬──言い淀よどむ優樹。

　前ぜん述じゆつの通り──優樹は紅葉の事情についてよく知っている訳ではない。彼女がどうして『人間である』と主張したがるのか。どうして人間ではないのに人間の恰かつ好こうをしたがるのか。彼女なりのこだわりが在るらしいのは分かるのだが、それがどんな理由から来たものなのかは知らない。

　だが──

「紅葉が人間を装よそおう理由とは何ですか」

　躊躇ためらう優樹を無視して少女は紅葉にその紅あかい眼を向ける。

　紅葉は、しばし困こまった様な表情で少女と優樹を見比べるようにして視線を右往左往させていたが……

「…………紅葉は人間にならないといけないんだよ」

　ぽつんと呟つぶやく様に言った。

　普ふ段だん聞き慣なれない沈しずんだ紅葉の声に優樹は思わず振ふり返った。

「そうでないと駄だ目めなんだよ……人間でないと駄目なんだよ……」

　狐少女は自分の足あし下もとに視線を落としながら寂さびしげな口調で言う。

　後こう悔かい。慚ざん愧き。無む念ねん。未み練れん。

　そんな言葉が優樹の脳のう裏りを過よぎる。一見するとまるで瞬しゆん間かん瞬間の感情だけで生きているかの様な紅葉であるが──彼女にも思い出すだけで辛つらい記き憶おくは在るのだろう。

　あるいは……それが彼女が此こ処こに居る理由なのかも知れない。

「…………貴女あなたは」

　しばしの沈ちん黙もくを置いて後──少女は言った。

「人間になりたいのですか」

「……うん」

　こっくりと頷く紅葉。

「自分が人間ではない事も認にん識しきしているのですか」

「にんしき……？」

「自分が人間ではない事も知っているのですか」

「うん。知ってる」

　きゅっと紅葉の指が優樹のシャツの裾すそを摑つかむ。

　何かに耐たえる様に──

「…………」

　少女は無言。紅葉も黙だまり込む。

　重苦しい静せい寂じやくが教室に満ちた。

　気まずい。何だかとても気まずい。此処では普段が冗じよう談だんの様な軽い空気に満ちているだけに、落らく差さが激はげしいというか、こういう雰ふん囲い気きは非常に居い心地ごこちが悪い。

　優樹が何か話題を逸そらす為ための言葉を頭の中で捜さがしていると──

「──長居優樹。此処は何ど処こですか」

　話題の変へん更こうは少女の方からもたらされた。

　しかし……

「…………」

　これにも優樹は困った。

　いざ正面切って此処は何処かと問われると何とも説明しにくい。

　無論、優樹はこの鈴乃宮学園がどういうものなのか把は握あくはしているが、それを全くの他人に説明するとなると非常に困こん難なんな事こと柄がらの様に思える。大体、優樹自身が此処の概がい要ようについては殆ほとんど他の者達に聞いただけの知識しか持っていないのだ。

「説明しにくいというか……長くなるけど。いい？」

「ながくなる？　何か伸しん張ちようするのですか？」

「身長？　ああ──シンチョウ、伸張か。ええと話が長くなるって事。説明するのに時間が多く必要だという事」

　妙みような処でボケてくる──というか会話が時とき折おり嚙かみ合わないのは、この少女が日本語をきちんと理解していないせいだろうか。発音は滑なめらかだが、どうもその言葉遣づかいは教科書的というか……口こう語ご的てきな言い回しが少ない。まるで実際の会話を繰くり返すのではなく辞じ書しよだけで日本語を覚えた外国人の様に。

「了りよう解かいしました」

　少女は頷うなずく。

　…………どうも話せ、という事らしい。

　妙みような展てん開かいになってきた──と思いつつもとりあえず優樹はこの奇き妙みような少女に鈴乃宮学園について語って聞かせる事にした。銃を向けられたりはしたが、問答無用で攻こう撃げきしてくる様な積せつ極きよく的てきな敵てき意いが在ある様には見えないし、相そう互ご理り解かいが深まればこの変な状じよう況きようも解決するだろう。

　ただ……

「その前に一つ」

　交こう換かん条じよう件けん。

　これだけは譲ゆずれない──言外にそんな意味を込めてゆっくりと低い声で優樹は言った。

「こっちから御お願ねがいがあるんだけど」

「何でしょうか」

　少女が無表情に尋たずねてくる。

　優樹は視線を逸そらしながら断だん固こたる口調で言った。

「とりあえず何か服着て」
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〈02〉はとりあえず眼前の二個体を暫ざん定てい的てきに『敵性体』の項こう目もくから除じよ外がいした。

　先まず武装らしきものが見当たらない事が理由の一つ。次に今まで接せつ触しよくしてきても敵性行動に該がい当とうする行こう為いが全く見られない。一度は相手の虚きよ偽ぎ申しん告こくを理由に威い圧あつ行こう動どうにも出てみたが──その際にも攻撃態勢に入らなかった事を思えば、敵意や害がい意いは低いと見て良いだろう。

　未いまだ味方であると判断するのは早そう計けいだろうが、とりあえず暫定的にでも友好関係を結んで積極的に情報提供を受けた方が総合的な状況の脅きよう威い値ちは減へると〈02〉は判断した。

　それに……

（人間……『人間でないと駄目』『人間になりたい』……）

　それは〈02〉の抱かかえる存在理由に共通点が多い主しゆ張ちようであった。

　モミジと自じ称しようする個体が具体的に何者──いや何物であるのかは未だ分からない。だが人間でないものが人間の振りをしているという点だけは間ま違ちがいが無い様だ。

　人間たる事を志し向こうする人間の紛まがい物。

　本物になろうとする偽にせ物もの。

　だが……

（……偽物が本物を志向するが故ゆえの矛む盾じゆん……）

　紛い物の希望が叶かなえられる事は無い。

　人間は人間に生まれ落ちるからこそ人間なのだ。

　だが偽物は人間でないからこそ人間である事を志向する。人間がわざわざ人間でありたいなどと思う事は無い。既すでに人間だからだ。逆に言えば人間である為ためには『人間になりたい』などと思ってはいけない──石が『自分は石だ』と自分に言い聞かせたりしない様に。だから人間になりたいと望む時点でそれは自ら人間でない事を認めてしまっている事になり──それはもう根本的な矛盾を孕はらむ解決不能の問題だった。

　その事にこのモミジという名の個体は気付いているのだろうか。

　もし気付いていて──それでも尚なお、モミジは人間を志向しているのであるとすれば、彼女は彼女なりの解答を持っている事になる。

　人間とは何か。

　その根こん本ぽん的てきな問い掛かけに対する彼女なりの答えを。

　人間とは異ことなる肉体、異なる物理構造を持ちながら、自らを『人間』と主張できる様な──人間でないものが人間たる為に手に入れなければならない何かを、偽物と本物を区別する一線を踏ふみ越こえる為の何かを、知っているのかもしれない。

（…………知りたい）

　自分がそう希望している事を〈02〉は自じ覚かくする。

　だから……戦せん術じゆつ的てきな判断とはまた別の理由から〈02〉は積極的にこの二個体との会話を行う事にした。
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「──まあそういう訳で」

　優樹は言った。

「此こ処こは学校の無む念ねんがつのって出来た閉へい鎖さ空くう間かんなんだよ。詩月にもここの空間封鎖は解とけないらしくって──僕達は仕し方かたなく彼女の無念を晴らそうって事で学校の真ま似ね事ごとをしてる。僕に分かるのはまあこんな処ところかな」

　言って──とりあえず区切りの為にゆっくり溜ため息いきを吐つく。

　鈴乃宮学園について色々と自分が取り込まれた経けい緯いも交えて説明しながら──しかし優樹はいつ相手の少女が怒おこり出さないかと冷ひや冷やしていた。

　そもそもこの鈴乃宮学園という存在自体がやたらと非ひ常じよう識しきな上に、何かといい加か減げんで信じ難がたい代しろ物ものなのだ。既すでに此処に囚とらわれて一か月余あまりになる優樹ですらも未だに信じきれない気がするのだから、いかに真しん摯しに説明しようと、どうにも真実味に欠ける。口から出任せを言うなと怒られても仕方ない。先さき程ほどの紅葉ではないが──『噓うそをつくな』と言われてでっかい銃じゆうを向けられる可能性だって在った。

　だが──

「……分かりました」

　意外にも少女は無表情に頷いて見せた。

　その整った顔には疑ぎ念ねんの色も怪け訝げんの色も無い。一いつ瞬しゆん頭がおかしいのかと思った優樹であったが、それにしては何というか──多少おかしな言葉遣づかいはあるものの、会話そのものは滑なめらかだ。少なくとも話が全く嚙かみ合わないという事は無い。

　場所は先程と同じく壱いち年壱組の教室。

　蒼あおい髪かみの少女は優樹が渡わたしたジャージの上下を着て座すわっている。

　さすがに下着の類たぐいは無いのでその下はやはりすっぽんぽんである。何だか全ぜん裸らよりもある意味で際きわどい気もしたのだが──まあとりあえずは素す肌はだがある程てい度ど隠かくれてくれれば不都合は無い。さすがに何も着ていない少女と冷静に話が出来る自信は優樹には無かった。

「幽ゆう霊れいの存在については検けん証しようを必要とするものの、貴方あなたの説明に論ろん理り的てきな矛盾点はとりあえず見あたりません。今まで私の得た情報と符ふ合ごうする部分も在あります」

「そ……そう。どうも」

　と曖あい昧まいに笑う優樹。

「ええと……じゃあこっちからも聞いていい？」

「はい」

　素す直なおに頷うなずく少女。

　優樹は言葉を慎しん重ちように頭の中で選ぶが──奇きを衒てらう意味もないので結局は当たり障さわりの無い会話案が採さい択たくされた。聞きたい事は色々と在ったが……まずはこれを知らないと始まらない。

「とりあえず……君。名前聞いていい？」

「…………」

　少女はしばし考えていた様だったが、小さく頷いて言った。

「ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉ〈ネレイド〉ＰＮ〈０２〉です」

「は？　しーゆーえふ……？　なんだって？」

　すらすらとまるで呪じゆ文もんの様に意味不明の言葉を口にする少女に優樹が眉まゆを顰ひそめて問い返す。彼だけが聞き取れなかったのではない証しよう拠こに彼の隣となりでは紅葉も眼めをぱちくりさせてその長ったらしい名前を口の中で呟つぶやいている。

「ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉ〈ネレイド〉ＰＮ〈０２〉──全すべて略りやく称しようを正式名称に換かえた上で日本語に変へん換かんして言えば、今里技術工業製・全自動戦争機構中枢体ＣＵＦＡＷＳ・選考用試作機トライアル・モデル〇三三型・機種名〈ネレイド〉機体番号〈02〉という事になります」

「…………」

　聞いているだけで頭が痛くなってくる様な名前であり説明だった。

　だが幾いくつか分かった事──というか彼女の台詞せりふから想像できる事も在る。

「…………ええと」

　呻うめく様に呟つぶやく優樹。

「機体番号ってまさか……」

　優樹の脳のう裏りに閃ひらめく想像。

　ある意味で其それは幽霊よりも信じがたい代しろ物ものではあった。

「それってまさか……ろ……ロボット？」

「非常に広こう義ぎの概がい念ねんとなりますが私はそれに含ふくまれます。他にアンドロイド、擬ぎ人じん機き械かいといった呼び方も存在しますが」

　少女は頷いた。

「でもそんな……信じられない」

　目の前の少女はどう見ても人間にしか見えない。

　まあ普ふ通つうの人間に較くらべるとどうにもその行動は異い様ようだが、ただそこに佇たたずんでいる限り、優樹には彼女が人間でない事に──少女の主張が真実として──気付く事は出来なかったろう。あまりはっきり観みた訳ではないので断言は出来ないが、別に少女の裸ら体たいに戦せん闘とう機きみたいな外がい装そうの分ぶん割かつ線せんやら螺ね子じの頭やらが見えていた訳でもなかった筈はずだ。

「……これを」

　少女は踵きびすを返して優樹に背中を向ける。
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　彼女がその蒼いポニーテール状の髪を搔かき上げて晒さらしたのはその細いうなじ。意識しての事なのかそれとも単なる偶ぐう然ぜんか──思わず優樹が赤面する位に色っぽい仕し草ぐさである。

　しかし彼は次の瞬間、眉み間けんに皺しわを刻きざんで彼女の首くび筋すじを凝ぎよう視しする事になった。

　何かの出で来き物ものの如ごとく……白い肌の真ん中に存在する異い物ぶつ。

　それはよく見ればキャップだった。

「…………」

　少女の手が動いて──その時になってようやく優樹は少女の手首にも同様のものが張り付いているのに気付いた──そのキャップを取る。

　その内側には……

「せ……接せつ続ぞく端たん子し？」

　いくら『外』の世界では経済的にあまり裕ゆう福ふくでなかった優樹とはいえ、やはり現代っ子──パソコンだの携けい帯たい電話だのに接する機き会かいはいくらでも在った。そして少女の首筋に埋うまっているそれは……彼の眼めから見ても明らかにそうした電子機器用の接続端子と分かる代物であったのだ。

　それが少女の悪戯いたずらや冗じよう談だんでない証拠に、首筋の接続端子は内側に窪くぼみ込こんでおり──つまりは接続端子でも雌めす型がたと呼ばれる方だ──人間ならばそんなものを埋め込めば脊せき髄ずいだの何だのを傷付けて死んでしまいそうな位置と深さをそれは示していた。

「はい。可変型汎用接続端子ＶＵＣＰです。ケーブルの選せん択たくと制せい御ぎよシステムの変へん更こうにより現在存在する全すべての電子機器と接続が可能となります」

「はあ……その、手首のも同じ？」

「はい」

　少女は頷いた。

「すごーい」

　いつの間にかすっかりいつもの調子に戻もどっていた紅葉が眼を丸くして言う。もっとも彼女の場合は何がどう凄すごいのか分かっていない可能性が高いが。

「もっとも」

　元の姿し勢せいで優樹達に向き直りながら少女は言った。

「私の場合は開発者達によれば私は『人造人間』とも言うべきものだそうですが」

「………………どう違ちがうの？」

「有ゆう機き部品を使っている部分も多く、幾いくつかの面ではほぼ人間と同じ機能を有しています。私は基本的に人間の代用品なので」

「代用品……って何のために」

　この少女が最先端技術の集しゆう積せきであり、恐おそらくは一体造り上げるのに天文学的な数字の金銭が惜おしげもなく使われているであろう事は優樹にも想像がついた。まさか何の利り潤じゆんの当ても無くこんな精せい密みつ極きわまりない人造人間を作ったりはすまい。

「つまり」

　少女はやはり無表情に言った。

「発注元からの要望書によれば……全ての合衆国民が死し滅めつした際さいにも、残されたありとあらゆる兵器を使って敵国に報ほう復ふくし、合衆国を勝利に導みちびくのが私の存在理由の一つです。故ゆえにナイフから核かく兵器の発はつ射しやボタンまでありとあらゆる兵器を人間と同様に操そう作さできる様になっています」

「……はあ？」

　つまり。

　少女の語った処ところによると……彼女は『復讐の女神ネメシス』計画の中ちゆう枢すうとして造られたのだという。

　例えば核戦争。

　これが勃ぼつ発ぱつすれば最悪の場合、合衆国国民の全てが死に絶たえる可能性が在る。核攻こう撃げきの直接的な破は壊かい力りよくは何とかしのげたとしても、その結果まき散らされる放ほう射しや能のうはどうにもならないし、迎げい撃げきミサイル・システムや核シェルターといった防ぼう備びも万全とは言い難がたい。

　またＢＣ兵器──即すなわち細さい菌きん兵へい器きや化学兵器によって人間だけが抹まつ殺さつされてしまう可能性も在る。冷戦時代に生産され過すぎた兵器群は全世界を十回滅ほろぼしても未いまだ余あまる程ほどの殺さつ傷しよう力りよくを持っていた。合衆国国民の死滅は決して有り得ない事ではない。

　だが……それでは合衆国が敗北した事になってしまう。

　それはいけない。それは駄だ目めだ。世界の警けい察さつを自じ認にんし、正義の具ぐ現げん国こつ家かたる合衆国が敗北するなど在ってはならない事なのだ。

　故に──たとえ合衆国国民が放射能や毒ガスや細菌兵器で全滅したとしても、合衆国国内に大量に残されているであろう兵器を使い、最後まで合衆国の為ために戦い続ける事。核ミサイルが残っていれば核ミサイルを、銃じゆう弾だんが残っていれば銃弾を使い、一人でも多く敵兵を倒たおす事。あわよくば敵に完全報ほう復ふくし『最終的な勝者』をアメリカ合衆国にする事──それがＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉシリーズの存在理由なのだそうだ。

「…………そんな、無む茶ちやな」

　優樹はそう呟つぶやくしかない。

　全ての人間が死に絶えた廃はい墟きよの中──敵国に報復すべく黙もく々もくと武器を集め、『最後の一撃』を叩たたき込む準備をする蒼あおい髪かみの少女達。既すでに護まもる国民も無く、国家の未来も無く、ただ『勝者』という称しよう号ごうの為にのみ無意味な一撃を放つロボット群ぐん。

　重要なのは最後にどちらが攻撃したか──なのだ。

　共とも倒だおれになろうとも最後の一撃を加えた者の勝ち。

　だからこそＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉシリーズは『戦せん闘とう用』ではなく『戦争用』なのである。戦術レベルの戦闘能力はむしろ副ふく次じ的てきなものでしかない。個体戦闘力よりも、あくまで人間の代わりに報復戦争を行う、代理戦争システムの中枢ユニットとしての機能と性能を彼女等は期待されて開発された。

「…………狂くるってる」

　優樹は呟いた。

「そんな事して何になるっていうんだ……？」

　そうして人類が絶ぜつ滅めつしてしまった世界で合衆国は誰に何を誇ほこる積もりなのか。

　だが少女は淡たん々たんとした口調で言葉を続けた。

「無論、全ての敵を排はい除じよした上で合衆国を再さい建けんする為の機き能のうも私は持っています」

「……どんな？」

「万が一、女性が死滅した場合、あるいは合衆国国民が一人残らず死滅した場合に備えて性交機能や出産機能を持っており、凍とう結けつ受じゆ精せい卵らん、あるいは凍結卵らん子しを胎たい内ないに保ほ持じして嬰えい児じの状態まで発育させる機き能のうも持っています。もっとも私は現時点では試し作さく段だん階かいなので性交機能は在あっても凍結受精卵や凍結卵子は保ほ有ゆうしておりませんが」

「つまり……なんていうか……その……」

　優樹は戸と惑まどいながらも嚙かみ砕くだいた表現に翻ほん訳やくしてみる。

「……セックス……も出来るし……子供も産めるって……そういう事？」

「はい」

　無論、アンドロイド少女は照てれたりなどせず無表情に頷うなずいて見せた。

「…………」

　思わず少女の太ふと股ももの付け根に目をやりそうになって──逸そらす優樹。

　しかしとんでもない話だ。

　そんな理由であの国はロボットを──いやこんな精密極まりない人造人間を造っていたのか。〈復讐の女神ネメシス〉計画。いかにも自ら臆おく面めんも無く『世界の警察』を名な乗のる様な国家のやりそうな事ではあった。まあ実際にはアメリカ合衆国全体が進めていたというより、一部の軍人か狂きよう信しん的てきな国こく粋すい主しゆ義ぎ者しやの暴ぼう走そうなのだろうが。

　しかし……

「その人造人間がどうして此こ処こに？」

「〈復讐の女神〉計画は内外の企き業ぎよう六社に発注されていました。その中でようやく完成したのが私──〈ネレイド〉タイプです。三体の試作型〈01〉〈02〉〈03〉を、制作した今里技術工業から横よこ須す賀か基地に運ぶ最中に事故が起きて、輸ゆ送そう用ようのヘリが墜つい落らくしました」

「それは、不運というか何というか──って他の二体は？」

「私の同型〈01〉と〈03〉がどうなったかは分かりません。事故の際さいに完全に破は壊かいされたのか、そもそもこの世界に来ていないのか。何度か通信機能を使って接せつ触しよくを試こころみましたが、応おう答とうは在りませんでした」

「…………」

　あまりにも突とつ拍ぴよう子しの無い話で優樹は対たい処しよに困こまった。

　どうも紅葉も同じらしく──というか彼女はこのアンドロイド少女の話の意味が半分も理解できなかったらしく、何度も何度も首を捻ひねりながら唸うなっている。

　しばし困こん惑わくした後──

「君の事情は大体分かったけど」

　優樹は言う。

「で──どうする積もり？　此処からは多分、君でも出られないと思うんだけど」

「…………」

　少女は無表情。

　首を傾かしげるとかそういう行こう為いの一つでもすれば人間味も増すのだろうが、今のままでは何を考えているのかも──そもそも何か考えているのか、単に何らかの理由で機能停止しているのかさえ区別がつかない。

「無む理り強じいする事は僕ぼく等らには出来ないけど……君の話を聞いていると、此処では君は別にやる事も無いんじゃないの？」

「その通りです」

「だったら……」

　何となく自分でも間の抜ぬけた事を言っている様な感覚は在ったが、他に提てい案あんするような事も思い付かない。

「君も僕等に協力してくれると助かるかな」

　と優樹は言ってみる。

　どうせこの世界には鈴乃宮学園以外には何も無いのだ。自ら出ていく事が出来ない以上は鈴乃宮学園の中で暮くらすしかない。そして鈴乃宮学園の中で暮らすという事は詩月の学園ごっこに巻き込まれるという事だ。

　ネレイドの外見からすれば優樹達の様な少年少女役が適てき当とうだろう。ロボットがどれだけ『学園ごっこ』の役者として役立つのかは分からないが、まあ幽ゆう霊れい少女だの狐きつね少女だのが平へい然ぜんと闊かつ歩ぽする世界では問題が在るとも思えない。

　人造少女はしばらく凍こおり付いた様に黙もつ考こうしていたが──

「長居優樹さん」

「あ──はい」

　思わず居い住ずまいを正して返事をする優樹。

「此処は学校の模も倣ほうを行う場所だと聞きました」

「……うん」

　微び妙みように引っ掛かかりを感じながらも優樹は頷いた。

　改めて言葉にすると何だかひどく重いものがのしかかってくる様な感覚を覚える。

　普ふ段だんは馬ば鹿か騒さわぎによって忘れている事を──詩月の背負う過去や四季少女の元となった女学生の死に様を再確かく認にんさせられているかの様で。

「学校とは人間が一個人として社会に出る前に必要な知識を身に付ける場所だと理解しています。間ま違ちがい在りませんか」

「た……多分」

　そんな大おお袈げ裟さな言い方をされるとどうにも違い和わ感かんが残るが……まあ間違ってはいない。

　少なくとも小学校から中学校にかけての義ぎ務む教きよう育いくの存在意義はその通りだし、高校だってその延えん長ちようで似たようなものだ。さすがに大学ともなると趣しゆ旨しが異ことなってくるだろうが。

「それはつまり……」

　滑なめらかな少女の言葉が一いつ瞬しゆん、淀よどんだ様に聞こえたのは優樹の気のせいだろうか。

「人間が人間として完成する為ための作業を行う場所と理解しても良いのでしょうか」

「へ……？」

　眼めを瞬またたかせて絶ぜつ句くする優樹。

『人間が人間として完成する場所』……？

　何となく言わんとする処ところは分かるのだが──そんな回りくどくて大袈裟な言い回しをする事に何か意味が在るのか。困こん惑わくの表情で黙だまり込む優樹をどう思ったのか、少女はまさしく立て板に水といった滑らかな口調ですらすらと解かい説せつを始める。

「人間が社会性生物の一種であると定義した場合に、幾いくつかの不ふ合ごう理りが出ます。人間は社会性生物でありながらも社会性生物として必要な幾つかの能力を持たずに生まれてきます。アリやハチが本能的に行動を決定されて円えん滑かつに社会を維い持じするのに較くらべ、人間のそれはあまりに効こう率りつが悪い」

「は……はあ」

「社会全体での命令系統や個体の役割が未決定で本能というシステムに組み込まれておらず、それらはわざわざ試し行こう錯さく誤ごによって構こう築ちくされていく。これは社会性生物として見た場合非常に効率が悪いと言えます」

「ま……まあそうかも……ね」

　優樹にも何となく少女の言わんとする事は分かる。

　アリやハチはいちいち『将来は何になろう』とか悩なやんだりはしない。社会というシステムの中で負う役割が生まれながらに決定されていて、それは基本的に変へん更こうが利きかない。更さらにその役割に従って上下の関係がきっちりと遺い伝でん子しに設定済みで、いちいち個体レベルでそれを学習して順じゆん応のうする、などという事はしない。

　確かに『秩ちつ序じよ在る社会生活を営いとなむ』という点だけに注目してみれば人間はアリやハチに劣おとるだろう。本能以外にも人間は余よ計けいなものを持ち過ぎている。

　だが──

「つまり学校という組織は社会生活を営むに必要な知識体系と経けい験けん則そくを効率的に未み成せい熟じゆくの個体に入力する場所であり、それは社会性生物として非効率的な『欠けつ陥かん』を持つ人間がそれを補おぎなう為に創つくり出したシステムであると考えられます」

「…………」

　何だかそう言われると学校が直立原人養よう成せい所じよというか──何か『人間』という名の製せい品ひんを製造する工場の様な場所に思えてしまう。

　まあ理由の是ぜ非ひにかかわらず学校にある種しゆの反感を持つ者達は、少女の意見はまさしく正せい鵠こくを射いた認にん識しきだと頷うなずくだろう──例えば大人に反発するのを勇気だと思っている様な素そ行こう不良な連中とか。周りに順応できずに深しん刻こくな登とう校こう拒きよ否ひに陥おちいる者とか。質たちの悪い進学校で無理矢理な詰つめ込み教育を受けている者とか。

　しかし優樹としては何かそれは違ちがう気がする。

　特に──この鈴乃宮学園は。

　学校ってそんなに冷たい場所ではないと優樹は思うのだ。

　まあそんな意見は、失しつ恋れんした挙げ句に登校拒否気味になっていた彼に言えた義ぎ理りではないのかもしれないのだが。

「であれば」

　少女は優樹の困こん惑わくには構かまわず──単に気付いていないだけかもしれないが──言葉を続けている。つい半時間程ほど前までの無言ぶりとは打って変わった雄ゆう弁べんさであった。

「もし人間の人間たる所以ゆえんをその社会性に置くのであれば──学校機関において教育を受けた人間の模も倣ほう存在も、人間となり得ると考える事は出来ないでしょうか」

「人間の……もほうそんざい？」

「人間の偽にせ物ものの事です」

「…………」

　優樹は思わず眼を瞬かせて眼前の少女を見つめ直す。

　そんな事……考えてもみなかった。

　学校という場所。

　人間に生まれながら人間になりきっていない者が人間として完成する為の場所。

　別に社会性ばかりが人間の全すべてではないし、未成年が人間として不完全かと問われればそんな事は無いと優樹は思う。だがネヴァーランドでもあるまいし子供だけの社会が成り立つ筈はずも無し──人間が社会生活を営む上で、大人という完成形となる為の場所だとするのならば確かに学校とはその為の場所だろう。

「……紅葉……」

　傍かたわらの狐きつね少女を振ふり返る優樹。

「──なに？」

　首を傾かしげてこちらを見つめ返してくる紅葉。

　紅葉が此こ処こに──鈴乃宮学園に居いる理由もそれなのかもしれない。

　自じ覚かくがどれだけ在あるのかは分からない。だが人間を志し向こうしながらも人間になりきる事が出来ない彼女が、人間というものを学ぶ為の場所──そういう意味ではこの鈴乃宮学園程に相応ふさわしい場所は無かろう。

「……いや。いい」

　優樹は曖あい昧まいに首を振った。

　出来るならば問わずに済すました方が良い様な気がする。

　自分のシャツを摑つかんでいた彼女の──手の震ふるえを覚えているから。

「…………？　変なの」

「いいんだよ。ごめん」

　言って優樹は蒼あおい髪かみの少女に視線を戻もどす。

「君の理り屈くつはまあ……理解出来るけど。それで？」

「もしそうであるのならば」

　少女は言った。

「私と貴方あなた達たちの利り害がいは一いつ致ちします。貴方達の『学校の模倣』に私も協力します」

「そ……そうですか」

　何だか重い疲ひ労ろう感かんを覚えて優樹はそう言った。

　どうにもこの少女の会話は迂う遠えんというか──意味も無く回り道をしている様なもどかしさが在る。お陰かげでただ『学園ごっこに協力するか否いなか』という話をするだけなのに何時間も議ぎ論ろんした様な気分であった。

　そこへ──

「話は聞かせて貰もらったよ！」

　がらり！──と元気な音を立てて扉とびらを開け入ってくる者が一人。

　詩月である。

「……詩月……お前……」

「優樹──お手て柄がら！」

　教室に入りながらびしりと音が出る様な仕草で優樹を指差して詩月は言った。

　だが──

「いつから覗のぞいてた？」

　半はん眼がんで詩月を見み据すえながら問う優樹。

「失礼な」

　詩月は顔をしかめて言った。

「人を覗き魔まみたいに。私はただずっと聞き耳立ててただけよ」

「一いつ緒しよだ一緒」

　優樹はうんざりした口調で言った。

　だが詩月はもう彼には構わず──何の遠えん慮りよも警けい戒かいも無い動作で蒼い髪の少女に近付くとその両手を取った。

「…………」

　眼めを瞬またたかせながら自分の両手と詩月を見つめる少女。

　先程の紅葉に向けて銃じゆうを構えた時の彼女の動きからすれば……それはひどく無む防ぼう備びなものに優樹は思えた。不用意に近付く者は問答無用で射しや殺さつしそうな硬こう質しつの雰ふん囲い気きがこの蒼い髪の少女には在ったのだが──さすがの戦争用アンドロイドもあまりに開けっぴろげな詩月の態たい度どに警けい戒かい心しんが発はつ動どうするのが遅おくれたのかもしれない。

「歓かん迎げいするよ！　ええと──」

　少女の両手をぶんぶんと上下に振りながら言う詩月。

「そうだ、名前、しーゆーなんちゃらってなんか長ったらしいのは呼びにくいから、えーとなんだって。そう──『ネレイド』。『ネレイド』でいい？　いいよね？　駄だ目め？」

「…………」

　やけに盛もり上がっている詩月。

　優樹の時と違ちがってすんなり『学園ごっこ』への協力を取り付けられたからだろうか。あるいは──相手に『結局これって鈴乃宮学園側の一方的な理由で拉ら致ち監かん禁きんされてるだけなんじゃないの？』などとは気付かせない為ためか。

　まあそれはともかく。

　はしゃぎまくる学校の化身を前にして、蒼い髪の少女は束つかの間ま、戸と惑まどう様に沈ちん黙もくしていたが──

「はい。私はネレイド。登とう録ろくしました」

　言って頷いた。




　　　　●　●　●




　翌日──朝一番のホームルーム。

「そういう訳わけで」

　いつもの如ごとくのんびりまったりした口調で教きよう壇だんに立つ小竹乃が言った。

「皆みなさんもう御ご存ぞん知じでしょうけど──転校生を紹しよう介かいしますね」

　実じつ際さいには前に学校に居いた訳ではないのだから転校生ではなく新入生ではないのか──などと思ったりもする優樹であったが、『転校生転校生』とはしゃいでいる詩月や紅葉を見ていると口を挟はさむのが悪い様な気がして黙だまっておいた。

　そして。

「…………」

　小竹乃の視線を追って一同が扉に注目する。

　静かに扉を開いて長なが袖そでのセーラー服に身を包んだ蒼い髪の少女が教室に入ってくる。

　それを見た優樹は──

「あ…………」

　絶ぜつ句くした。

　俗ぞくに人形の様に美しい──という表現が在るがネレイドの場合はその表現そのものだった。人間そっくりでありながら何ど処こか人間の俗ぞく臭しゆうを削そぎ落とされた純じゆん粋すいな美び貌ぼう。静せい謐ひつな湖こ面めんの如ごとき無表情もこうして見れば彼女には相応ふさわしく思えた。むしろ表情などでこの少女の完成された面おも持もちを歪ゆがませてはならない──そんな風にさえ思える。

　無論ネレイド自身の容よう姿しは基本的に昨日から全く変わっていない。だが素すっ裸ぱだかにナイフと銃などという悪わる目め立だちする恰かつ好こうと異ことなり、今はどことなく質しつ素そな印象のセーラー服に身を包んでいる為、素直にその容貌の美しさが引き立つのだ。

　それに……首筋に巻いたチョーカー。

　恐おそらくそれはうなじに在る接せつ続ぞく端たん子しを隠かくす為のものではあるのだろう。だがそれが更さらにアクセントとなって彼女の可愛かわいらしさを強きよう調ちようする。

　記念に一枚──と思って愛あい機きペンタックスＳＰを構えていた優樹であったが、シャッターを切るのも忘れて思わず見入ってしまった。

「──むむ？」

　優樹の隣となりで詩月が顔をしかめる。

　普ふ段だんは妙みように間が抜ぬけている癖くせに何な故ぜかこういう時の詩月は妙みように目め敏ざとい。

「優樹。何を見とれてるの？」

「え？　い、いや──別に見とれてなんかいないってば」

　慌あわてて誤ご魔ま化かす優樹。

　詩月は疑うたぐり深そうに彼を見つめていたが──

「はいはい。私語は慎つつしんでくださいね。ではネレイドさん、自じ己こ紹しよう介かい」

「はい」

　言ってネレイドは一礼。

　定じよう規ぎで測はかった様に四十五度なのは──まあ御ご愛あい嬌きようだ。そして彼女は淀よどみない口調で

「今里技術工業製・全自動戦争機構中枢体ＣＵＦＡＷＳ・選考用試作機トライアル・モデル〇三三型・機種名〈ネレイド〉機体番号〈02〉です」
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「…………」

　一同──思わず沈黙。

　だがその空気を察さつしてかあるいは元からの予定だったのか、すぐに彼女は同じ口調で付け足した。

「〈02〉もしくは〈ネレイド〉とお呼びください」

　その顔はやはり無表情なまま。

　しかし──

「…………」

　優樹は改あらためてペンタックスＳＰのファインダーを覗のぞいてシャッターを切る。

　かしゃり──という小気味よい機械音。

　それが合図であるかの様に教室のあちこちから拍はく手しゆの音が沸わき上がる。

　転校生を迎むかえ入れるのに拍手は少しおかしいかもしれないが──純じゆん粋すいに歓かん迎げいを示すという意味では悪くあるまい。元々の人数が少ないので若じやつ干かん拍手の音はまばらにならざるを得ないのだが、それでもカメラを降ろした優樹も加わり、七人分の拍手が人造少女を包み込む。

　しばしネレイドは電でん源げんが切れたかの様に立ち尽つくしていたが、やがてもう一度きっかり四十五度の一礼をしてから淡たん々たんとした口調で言った。

「よろしく御お願ねがいします」
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『謝あやまりなさい』

　口く調ちようこそ静かではあったが祖母の顔は明らかに怒おこっていた。

『でも──』

　祖母の手元に置かれた博はか多た人形。

　白く端たん整せいなその顔には、でかでかと下品な感じでヒゲが書き込まれていた。

『でもじゃない。謝りなさい。ごめんなさいは？』

『……でも……それ放ほうっておいたら消えるもん……』

　あれは幾いくつの頃ころだったろうか。

　恐おそらく幼よう稚ち園えんか──せいぜいが小学校低学年の頃だろうと思う。いくらなんでも小学校高学年になってまで、人形の顔に落書きするなどという幼稚な悪戯いたずらはしないと思う。

　とにかく。

　優ゆう樹きは祖母の家に在あった博多人形に落書きをして怒られた事が在る。

　反はん論ろん出来る雰ふん囲い気きではなかったし、逃にげる事など思いつきもしなかった。祖母と言えば男の子の孫には甘あまいと相そう場ばが決まっているものだが……元が神しん道とうの巫み女こという素す性じようであった為ためか、祖母は躾しつけに関しては色々と厳きびしい部分が在った。普ふ段だんは優やさしく穏おだやかな物もの腰ごしの老ろう婦ふ人じんであるのだが、それだけに怒った時の祖母は彼にとっては父親よりも母親よりも怖こわかったものだ。

　だが優樹は納なつ得とくがいかなかった。

　教科書の人物写真の顔にヒゲを書いたり耳を尖とがらせたり額ひたいに『肉』とか書いたりするのと同じ感覚でした悪戯だった。子供心にもそれは他た愛あいないものだと──大人が目くじらを立てて怒る様な事ではないと小こ賢ざかしい計算が働く様な──そんな悪戯だった。確かに壁かべ紙がみや絨じゆう毯たんに落書きするよりはマシだろう。またシンナーでも使えば簡かん単たんに落とせる。

　しかも彼が使ったのは前の日に親に買って貰もらった特別なサインペンだ。

『名探たん偵てい七つ道具シリーズ・消えるサインペン』という名前で売られていた商品の一つで、どういう理り屈くつなのか──恐らくは空気に反応するある種の薬やく剤ざいが含ふくまれているのだろうが──名前の通りに大体一ひと晩ばん位で書いたものが消えるのである。大人の感覚でよく考えればこんな意味の無いものを名探偵が使うのか、という疑問は残るが、まあ彼は幼おさなかったので気にもせず、むしろ後で消えるなら怒られる事も無いだろうと、大喜びであっちこっちにこのサインペンで落書きをしまくった。

　博多人形も彼のそんな悪戯に巻き込まれた品の一つでしかなかった。

　放っておいても明日の朝にはヒゲは消えているのだ。

　まして相手はもの言わぬ人形だ。

　誰だれに不都合が在る訳でもない。

　だが……祖母はその人形を優樹の前に持ってきて『謝りなさい』と謝しや罪ざいを強きよう要ようした。

　放っておいても消えるものだと説明しても祖母の怒いかりは解とけなかった。そんな事は祖母も知っていた。知っていて──しかしそれでも大たい層そう怒っていた。

『放っておいたら消えるからって何をしても良いのかい？』

　祖母はそう言って孫を睨にらみ付けた。

『悪口だって言った瞬しゆん間かんに消えるよ。消えるからって何を言ってもいいのかい？』

　彼は何も言い返す事が出来なかった。

　ただ……それでも彼には疑問が残った。

　祖母が謝れと言ったのは博多人形の持ち主である自分に対してではなく、博多人形それそのものに対してだったから。

　そんな事をして何の意味が在るのか。

　人形はあくまで人形だ。モノはモノでしかない。生きてはいない。怒ったり哀かなしんだりしない。それはただそういうものとしてそこに在る──それだけのモノだった。

　優樹はそう考えていた。

　しかし──

『どうしてそんな事が言い切れるんだい？』

　と祖母は言った。

『人形にはね──魂たましいが宿やどるんだよ』

　彼女は落書きされた博多人形を、よく見ろとでも言うかの様に幼い孫の眼めの前に置いた。

　だがどれだけ眼を凝こらしてみてもそこに魂が宿っている様になど見えない。そこに置かれたら置かれたまま微び動どうだにしない物体だった。

『人に似たものには人に似た魂が宿る。あんたがもし人形だったらこんな事されてどう思うよ？　嫌いやだろ？』

『でも人形は怒ったりとか泣いたりとかしないもん』

『確かに怒ったり泣いたりしないね。でもだからって、人形に心や魂が無いなんて言えるのかい？』

『……え？』

『自分に出来るからって誰にでも出来ると思っちゃいけないんだよ優樹。人形だって怒ったり泣いたりしたくても出来ないかもしれないじゃないか。出来ないからこそこっちが気を遣つかってあげなきゃいけないんだろう？』

　祖母は当然と言わんばかりの口く調ちようでそう言った。

『……田た辺なべさんちのお爺じいちゃんみたいに？』

『そうだね』

　祖母は少し表情を曇くもらせて言った。

　田辺さんちのお爺ちゃん──それは優樹の家の近所に住んでいた子供好きの老人の事である。一人暮らしで寂さびしかったのか、近所の子供達が遊びに行くとよく飴あめ玉だまをくれたり、昔の玩具おもちやを──竹トンボとか針はり金がね細ざい工くのゴム鉄でつ砲ぽうとか──を作ってくれたりしたので、優樹もよく懐なついていた。

　だがその田辺さんちのお爺ちゃんはもう家には居なかった。

　ある日倒たおれて以来──植しよく物ぶつ状じよう態たいで病院のベッドに伏ふせったままだ。優樹も二度ばかりお見み舞まいに行ったが、いつも闊かつ達たつに笑っていた田辺さんちのお爺ちゃんは、怖こわい位に無表情で……まるで人形の様に微動だにしなかった。

　幼い優樹は『植物状態』という意味が分からず、優樹は田辺さんちのお爺ちゃんが死んでしまったのかと思ったが、一いつ緒しよに見舞いに行った両親に言わせるとそうではないらしい。生きてはいる。だが自分の身体からだを動かす事がもう全く出来なくなったのだと両親は教えてくれた。自分ではもう歩く事も声を出す事も瞬まばたきをする事さえ出来ないのだと。

　それを聞いて優樹は震ふるえ上がった覚おぼえが在った。

　身動きできない身体。

　遊びたくても遊べない。お腹がすいても御ご飯はんを食べる事が出来ない。幼よう稚ち園えんに行く事も出来ない。誰ともお喋しやべり出来ない。テレビも見る事が出来ない。どれだけ望んでも人形の様にただ──寝ねているだけ。

　もし自分がそうなったらと思うと優樹は怖くて怖くて仕し方かたが無かった。

　だが……

『怒ったり泣いたりできない……？』

　改あらためて優樹は目の前に在る人形を見つめた。

　動けないからといって生きていない訳ではない。そこに魂が無いとも限らない。ひょっとしたら優樹には見えないだけでそこにはちゃんと魂が宿っていて、怒ったり泣いたりしているのかもしれない。

　人形は動けない。人形は喋れない。

　どんな事をされても黙だまって耐たえるだけ。

　だからこそ──

『あんたがもし人形で、こんな風に馬ば鹿かにされたらどう思う？　あんたがもし女の子で、鼻の下にこんな落書きされたらどう思う？　顔のあちこちにゲジゲジみたいな継つぎ接はぎを一いつ杯ぱい書かれたらどう思う？　それを自分では拭ふく事も出来なかったらどう思う？』

　そう言われれば──なんだか優樹は物もの凄すごく酷ひどい事をした様な気になった。

　結局彼は人形に向けて真しん剣けんに謝あやまった。

『ごめんなさい』

　だが無む論ろん──人形は沈ちん黙もくしたままだ。

　それは人形なのだから。

『これで許してくれたかなぁ？』

　ふと不安になって幼い優樹は祖母に尋たずねた。

　祖母はその時になってようやく優やさしい笑えみを孫に向けながら頷うなずいて見せた。

『大だい丈じよう夫ぶ。きっと許してくれるよ。でもどうせだから早く消える様に拭いてあげようね』

『うん』

　…………

　これは──ただそれだけの出来事だった。

　恐おそらくはもう祖母ですらそんな事が在あったなどとは覚えていないだろう。優樹も普ふ段だんは特に思い出す事は無い。何かの折りに付け『そういえばそんな事も在った』と曖あい昧まいに思い出す程てい度どの話だ。

　だが……彼はこの時から落書きをしなくなった。

　陶とう製せいの人形に魂が宿る事が在るのならば、襖ふすまや畳たたみにだって魂が宿る事が在るのかもしれない──そう思う様になったからだ。画用紙やノートに絵を描えがく事は在っても他の子供達と違ちがってやけに生き真ま面じ目めに一本一本線を引いていた様に思う。恐らく、たとえ元から絵を描く為ために作られた紙であったとしても、いい加か減げんなものを描いては可哀かわい想そうだ──と考えていたのだろう。

　それはこの豊かな消しよう費ひの時代に生きる子供としては異い様ような考え方ではあったろう。

　しかし──

『それはずっとずっと豊かな生き方なんだよ』

　友達に『貧びん乏ぼうくさい』『年寄り臭くさい』とからかわれて嘆なげく彼に祖母はそう言った。幼い孫を見る老ろう婆ばの瞳ひとみは──今にして思い返せばむしろ誇ほこらしげですらあった。

『空を行く風の中にも。地に転がる石の中にも。流れる川の水にも。たとえ打ち捨すてられたゴミや一見何の意味も無いものの中にも。魂たましいを見る事の出来る人にとっては世界は物凄く賑にぎやかで鮮あざやかに見える筈はずだろう？　こんなに楽しい事なんて他ほかに在るかい？　それを見えない人はきっととても寂さびしい世界に住んでいるんだろうね』

　言うまでもなく優樹にはモノの魂は見えなかった。

　ただそこに魂が在るのではないかと夢む想そうしただけの事である。

　祖母も言葉通りに意味を理解する事を、孫に期待した訳ではあるまい。かつて巫み女こであった祖母自身には、世界は本当に魂に溢あふれた賑やかなものに見えていたのかもしれないが……祖母が孫に知って欲ほしかったのはそんな直接的な事では無かったのだと優樹は思う。

　それはきっと単純な事なのだ。

　モノを大切にする事。

　自分以外のものの──それが者であれ物であれ──痛みが分かる人間になる事。

　結局、祖母が望んだのはただそれだけの事だったのだと優樹は理り解かいしている。

　ただそれだけの事なのに、今の世の中にはそれが出来る人間がどんどん少なくなってきているから。世界にはただ『自分』だけが居て……同じ人間同士でさえ『者』ではなく魂の無い『物』としてしか見られない連中が増えてきているから。目の前に居る他人が、自分と同じく生きて、怒おこったり喜よろこんだりしている人間だという事さえ実じつ感かんとして分からない人間が多いから。そんなどうしようもなく孤こ独どくな人々が増えてきているから。

　だから他人を踏ふみ付けにしても何も感じない。

　だから生き物を殺しても何の痛つう痒ようも覚えない。

　だから誰かを傷付ける言葉を平気で言う。

　だから大した意味もなく人が人を殺す。

　誰とも分かり合えず歩み寄る事も出来ないまま自分だけの世界に彼かれ等らは住んでいる。喜き怒ど哀あい楽らくも全すべて自分だけのもので──周りの人間はただ単に心も魂も無い『環かん境きよう』に過ぎない。親兄妹きようだいも知人友人も恋こい人びとも全ては自分という存在を引き立てる為の舞ぶ台たい装そう置ちでしかない。そういうものの見方しか出来ない。

　そこには誰も居ない。

　ただ自分一人だけが佇たたずむ虚きよ無むの王国。

　人の間と書いて人間と読むのならば……其そ処こに住む者は最も早はや人間ではない。

　そんな孤独な国の住人には孫をさせたくない──祖母の願いはきっとただそれだけの事だったのだろう。




　　　　●　●　●




　ネレイドが鈴すず乃の宮みや学がく園えんの生徒となったその翌日の朝。

　その日珍めずらしく優樹は、色々と勘かん違ちがいした詩し月づきや紅葉もみじの襲しゆう撃げきに悩なやまされる事も無く、久々に気持ちの良い目め覚ざめを迎むかえる事が出来た。

　詩月や紅葉が自分達の間違いに気付いたというより単に飽あきたか──あるいは『朝起こしに来る幼おさな馴な染じみ』とか『通学路の角でぶつかる転校生』とかとは別の、何か妙みような勘違いによる妙な計画を立てていたりするのだろう。

　まあそれはともかく。

「…………」

　学校に向かおうと寮りようの自室を出た優樹は──そこでふと立ち止まった。

　目の前に在るのは隣となりの部屋の扉とびら。

　この向こうにはネレイドが居る筈はずだ。

　扉のプレートに彫ほり込まれた部屋番号が異ことなっているだけで──優樹の部屋が弐に壱いち号室でその隣は弐弐号室である──他は優樹の部屋と全く同じ造りの扉である。二階には他にも十数室の部屋が在るが無理に離はなす意味も無いだろうという事で優樹の隣の部屋があてがわれたのである。

　ちなみに四季少女達シーズン・シスターズや紅葉は一階の部屋。詩月に至いたっては何い時つ寝ねているのか全くの謎なぞだが彼女の場合は元人間どころか生物ですらない訳わけで──果はたして睡すい眠みんが必要かどうかも怪あやしい感じがする。

　まあそれはさておき。

「……アンドロイド……か」

　擬ぎ人じん機き械かいも眠ねむるのだろうか。

　ふとそんな疑ぎ問もんが優樹の脳のう裏りを過すぎた。

　眠るとしたら夢を見るのだろうか。夢を見るとすればどんな夢を見るのだろうか。まさかどこぞの小説の題名でもあるまいし──電気羊の夢を見ている訳でもあるまい。

「……まあ念の為ため」

　精せい密みつ機き械かいの極きわみとも言うべきネレイドが寝過ごすとも思えないのだが──とりあえず優樹は声を掛かけてみる事にした。

「ネレイド。起きてる？」

「──はい」

　扉越ごしにあっさりと声が返ってきた。

「何か御ご用ようでしょうか」

「あ……いや」

　優樹は言葉に詰つまり──

「どうせなら一いつ緒しよに登校しようかとか思ったんだけど」

「分かりました」

　扉の向こうで何かがたごとと物もの音おとがしたかと思うと、すぐに扉が開いてネレイドが顔を出した。身み支じ度たくというには異い様ように早いが、単に彼女も出掛ける処ところだったのかもしれない。

　ただ──

「…………」

　思わず優樹はその場に鞄かばんを落としそうになった。

　昨日と変わらぬ無表情な──けれどとても整った顔。首くび筋すじのチョーカー。そして詩月がしつらえた何ど処こか古めかしいセーラー服。どれも不ふ思し議ぎとよく彼女に似合っている。ポニーテールを結ぶのはよく見ると無ぶ骨こつなコードなのが何というか──いかにもロボットっぽい無む頓とん着ちやくさであるが、元々が驚おどろく程ほどの美少女なのでこの程度は御ご愛あい嬌きようだろう。

　まあそこまでは問題ない。

　問題はネレイドが相変わらずその右手に提さげている鉄てつ砲ぽうだった。

　彼女に聞いた処によるとこれは銃じゆうの中でもショットガン──日本語では散さん弾だん銃じゆうと呼ばれる類たぐいの銃で、近きん距きよ離り戦せん闘とうで敵を一気に制せい圧あつするにはとても良い武器なんだそうだ。他にも何やらネレイドは色々とショットガンについての講こう釈しやくを垂たれていたりしたが──はっきり言って優樹はよく覚えていない。

　とにかく元々代理戦争用の兵士として造られたネレイドは、人間用の武器を人間と同じく使えるという事が要求されていた。この為、発注元へのデモンストレーション用としてナイフや銃といった基本的な武器は、各種周辺機器と一緒に搬はん送そう用ようコンテナに梱こん包ぽうされていたらしい。

　要するにこれが彼女の基本装そう備びだという事は優樹にも分かる。

　だがどう考えても女学生が持って歩く物ではなかろう。

「ネレイド」

「はい。何でしょうか」

　蒼あおい髪かみの人造美少女は素す直なおに返事をする。

「ショットガンは置いてきて良いから」

「…………」

　ネレイドは右手に提げたごっつい散弾銃を一いち瞥べつして──言った。

「しかしこれを装備していないと戦せん闘とう力りよくが六割以上減げん少しようします」

　一いつ瞬しゆん、優樹は『じゃあ素す手ででショットガンの２／３の戦闘力が在あるんだろうか』などと思ったりしたが、何となく怖こわいので突つっ込むのは止やめておく。代わりに優樹は首を振ふって言った。

「減少していいから」

「……しかし凶きよう暴ぼうなテロリストや共産主義者に襲おそわれた場合には」

「襲われない」

「では反乱軍に」

「いない」

「宇宙人に」

「いないっつーに」

「…………」

　ネレイドはしばし黙だまり込こみ──

「では何に襲われれば良いのですか」

「襲われたいの？　っていうか何の話だよ、何の」

「仮想敵の話ですが」

「いらんつーに。敵なんかいないの──って訳でもないけど」

　優樹は以前、自分が襲われた事を思いだした。

　黒い影かげの様な煙けむりの様なもの。

　それは成じよう仏ぶつできない──消しよう滅めつする事さえ出来ない苦く痛つうと悲ひ哀あいと憎ぞう悪おの感情が凝こり固まったものだった。かつては人間の魂たましいだったものの断片が集まって形を成したもの──悪あく霊りよう。それは思い出すもおぞましい存在だった。

　純じゆん然ぜんたる──悪あく意いの塊。

　それはこの牧歌的な鈴乃宮学園において恐おそらく唯ゆい一いつとも言うべき脅きよう威いだった。

「ならば必要な装備です」

　優樹の言葉とそれに続く感かん慨がい深ぶかげな沈ちん黙もくをどう受け止めたのか──ネレイドはそう主しゆ張ちようする。

「……効きくんだろうか」

　悪霊退たい治じに必要なのは御お札ふだだの霊れい能のう力りよくの類であって、近代兵器ではないような気がする。まあ詩月達の様にこの空間では幽ゆう霊れいも実体化する以上、その法則があの悪霊にも適てき用ようできるのなら散弾銃も有効なのかもしれないが。

「その敵は装そう甲こうを持っているのでしょうか」

「そうこう……？　ああ、装甲ね。いや、無いだろうけど」

「では貫かん通つう力りよくを問題にする必要は在りません。散弾銃は非常に有効な兵へい装そうです」

　そう主張するネレイドの口調が何処か得とく意いげに聞こえるのは気のせいだろうか。

「…………」

　どう言い聞かせたものだろうか──そんな事を思いながら優樹は溜ため息いきをついた。
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　繰くり返される記録の中で男は糾きゆう弾だんしていた。

『偽にせ物ものめ！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！　偽物め！』

　今いま里ざと聡そう一いち郎ろう。

　ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉシリーズの産みの親とも言うべき存在。

　ネレイドと呼ばれた試作機一号──〈01〉を睨にらみながら彼は喚わめき散らしていた。

　彼がこうまで自分の創つくった擬人機械を憎にくむのには理由が在る。

　ネレイドのモデルとなった彼の娘むすめの雪ゆき子こ……彼女の死とそれに付ふ随ずいする状じよう況きようが彼のＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉに対する感情を百八十度変えてしまったのだ。

　雪子は交通事故で死亡した。

　たまたま家に連れ帰ったネレイドと共に外出しようとして──機き密みつ保ほ持じの観かん点てんからは問題が在るものの、当時のネレイドはもう一見してロボットと分かる姿ではなかったし、管理された施し設せつ内ないでの経験情報の蓄ちく積せきも限げん界かいに来ていたのだ──雪子はそこでトラックにはねられた。

　ネレイドを庇かばって咄とつ嗟さに飛び出した末すえの結果だった。

　恐らくは反射的な行動であったのだろう。雪子はまるで本当の妹の様にネレイドを可愛かわいがっていた。だからこそ何も考えずに先まず身体からだが動いてしまったのだろう。

　検けん死しによればほぼ即そく死しだったという。

　辺りに響ひびき渡わたる異い様ようなブレーキ音を耳にして聡一郎や機き材ざい管かん理りの為ために会社から社長宅に出しゆつ張ちようしてきていた職員達が家の前に飛び出した時には、もう雪子はおかしな方向に首と手足を向けたまま死んでいた。

　愕がく然ぜんとして立ち竦すくむ聡一郎達。

　だが彼等を最も慄りつ然ぜんとさせたのは雪子の死に様ではなかった。

　ネレイドはただ自分と同じ顔をした少女の死体を黙もく然ねんと見下ろしていた。半はん狂きよう乱らんの聡一郎が詰つめ寄よって問い質ただすと、ネレイドは淡たん々たんと事じ務む的てきな口調で雪子が自分を庇って代わりにトラックにはねられた事を告げた。

　泣く訳でもなく。怒おこる訳でもなく。

　まるで数学問題の解答を述べているかの様にネレイドの口調には何の感かん慨がいも無かった。

　当然だ。ネレイドはロボットなのだから。

　しかし……

『雪子の修しゆう理りを要よう請せいします』

　ネレイドが死体を見下ろしながらそう言った瞬間に──聡一郎は切れた。

『偽物め！　何な故ぜお前が死ななかった⁉　何故雪子が貴様を庇って死ななければならない⁉　偽物め！　偽物め！　偽物めえっ！　何が修理だ！　この偽物がっ！　貴様──雪子は貴様を庇って──それなのに貴様は、貴様は、貴様は何も──何も感じないのか、この紛まがい物め！　人間の出で来き損そこないめ！　このガラクタ！　この不良品！　どうして貴様なのだ、どうして貴様などが生き残ったのだ、どうしてこんな偽物が、本物が死んで、どうして、どうして偽物などが──偽物の癖くせに、本物ではない癖に、偽物の癖に！　偽物の癖に！　偽物の癖に！』

　雪子が死んでから──聡一郎は事ある毎ごとにネレイドを『偽物』と呼んでなじった。

　彼にとってネレイドは雪子の偽物でしかなかった。なまじ愛まな娘むすめと同じ顔同じ声をしているだけに彼にとってはネレイドの存在は耐たえ難がたいものだったのだろう。だが雪子本人を失ってしまった彼に、ネレイドの中に残る娘の面おも影かげを消し去る事も出来なかった。

　二に律りつ背はい反はん。

　しばしば聡一郎はネレイドを殴なぐった。それでネレイドが痛いたみを感じたり動作不良を起こす様な事は無む論ろん無かったが──とりあえず激げつ昂こうが収おさまるまで殴り続けると、今度はネレイドに取りすがって『雪子』と繰くり返しながら泣く始し末まつだった。

　だがネレイドにはどうする事も出来ない。

　ただ『偽物め』という罵ば倒とうを受け止めるのみだ。

　だが──

（……もし私が本物であったならば……）

　記録を何度も繰り返す主記憶領域メインメモリの上でその考えは一種の強きよう迫はく観かん念ねんの様に周囲の思し考こうを歪わい曲きよくし始める。論ろん理り性せいに破は綻たんが見られ始めても修しゆう正せい機き能のうが働かない。より上位の優ゆう先せんされるべき整せい然ぜんたる論理的判断基き準じゆん──人間で言えば理性が下位に押おし下げられ、合理性に欠けた思考展てん開かいが上位に占せん位いしたまま固定されてしまっている。

　無論……兵器たるＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉには事故防止の為の安全機構フエイル・セーフが何重にも掛かけられている。ソフトウェア的に何らかの異常をきたせば体内に在るＲＯＭから正常なシステムを上書きして修正する事が出来る。たとえＲＯＭが破は損そんしても通信回線経由で同型機から正常に動作中のシステム・ファイルをダウンロードして上書き修正する事が出来る。

　だがそれらの安全機き構こうが全く作動しない。

　そもそも自己診しん断だんシステムが正常に機き能のうしていないのだ。

　もし自己診断システムがきちんと作動していれば機体の全身に異常を発見する事が出来ただろう。人工知能システムだけではなく通信システムや感知器制せい御ぎよシステムにも幾いくつかの不具合が出ている。むしろこの時点でまだ機体が完全停止していない事の方が不ふ思し議ぎと言えば不思議であった。

　原因は分からない。

　搬はん送そう中ちゆうの事故の衝しよう撃げきで破は壊かいされたのか……あるいは他に原因が在るのか。それとも幾つかの原因が複ふく合ごうした結果なのか。何にしても連れん鎖さ的てきに発生した異常によってＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉを構成する全すべての要よう素そが狂くるい始めていた。

　だが既すでに『彼女』はそれを自じ覚かくする事が出来ない。

　ただ悪あく夢むの如ごとく繰り返される記録を見続けるだけだ。

　そして──

「…………」

『彼女』は悠ゆう然ぜんと身を起こして不自然な位に青い空を見上げる。

　宝ほう玉ぎよくの様に紅あかい瞳ひとみが冷つめたい狂きよう気きを孕はらんで瞬またたいた。
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　一つ大きな誤ご算さんが在った。

「……本ほん町まち先生」

　挙きよ手しゆしたネレイドがそう声を掛けるとまるでストップ・モーションの様に小さ竹さ乃のの動きが止まる。彼女は教きよう壇だんに立ち黒板にチョークで英文を書きかけた状態のまま、振ふり返りもせずに言った。

「何でしょう──ネレイドさん」

「『マリグナント』の綴つづりが間ま違ちがっています。Ｍ、Ａ、Ｒ、Ｉ、Ｇ、Ｎ、Ａ、Ｎ、ＴではなくＭ、Ａ、Ｌ、Ｉ、Ｇ、Ｎ、Ａ、Ｎ、Ｔです」

「そ……そうでしたね。はい。よく出来ました」

　やはり黒板を向いたまま決して振り返らずそう宣のたまう小竹乃。

　だが優樹を始めとして生徒達は全員が小竹乃のチョークを握にぎる手が微び妙みように震ふるえている事とその意味を知っていた。恐おそらく意味に気付いていないのはネレイドだけであろう。

「ありがとうございます」

　一礼してネレイドは着席。

　しばし小竹乃は懊おう悩のうするかの様に指先を震わせていたが……長い溜ため息いきをついて再び英文を書き始めた。

　ちなみに授業に入って約三十分が経けい過かしていたが、小竹乃の授業内容に対してネレイドが綴りや文法の小さな間違いを指し摘てきするのはこれが十回目であった。恐らくネレイド本人に悪意は無い。ただ機械らしい律りち儀ぎさで些さ細さいな間違いをも見み逃のがさずに逐ちく次じ指摘しているだけの事だった。

　ネレイドはアンドロイドである。

　しかも元々はアメリカ合衆国からの発注で造られた機械だ。優樹達と会話する時は日本語を使用している訳だが──当然ながらその頭の中には英語の辞書と文法書が電子化して収められており、ほぼ完かん璧ぺきに英語を操あやつる事が出来るのである。

　それどころか優樹が聞いてみた処ところによると、現在の彼女の内ない蔵ぞうＲＯＭの中には英語と日本語しか入力されていないが、追オ加プ装シ備ヨ品ンの言語ＲＯＭからインストールする事によって、英語と日本語以外の世界の主要言語──ドイツ語、フランス語、中国語、韓かん国こく語、スペイン語、インドネシア語、タガログ語等の読み書きさえ可能になるという。

　はっきり言ってしまえばその語学能力は教師役の小竹乃よりもずっと優ゆう秀しゆうなのである。

　止よせば良いのに──

「いっそ教師役に就ついて貰もらった方がいいんじゃない？」

　──などと秋あき菜なが言い出す位に。

　そもそも小竹乃は英語教師でもないので多少のミスは在あっても不思議ではない。

　だがネレイドがいちいちそれを几き帳ちよう面めんに指摘するものだから、天てん然ねんの小竹乃もさすがに段々追い詰つめられてきているらしい。既すでに指摘七度目にして生徒側を振り返る事が無くなったのは、引きつった顔を見せたくないからだろう。

　いや。それが英語だけなら未まだ良かった。

　小竹乃が本来専門として担当すべき保健体育の分野──というより医学の分野でもネレイドは小竹乃を圧あつ倒とうする程ほどに膨ぼう大だいな知ち識しきを保ほ有ゆうしていたのである。

　この事実がいたく小竹乃を傷付けたらしい。

　そもそも戦争用である彼女は負傷した人間に対する処しよ置ち法ほうを一通り記き憶おくしている。それは簡単な止血や人工呼吸、心臓マッサージといった応急処置の範はん疇ちゆうに留とどまらず、設せつ備びと道具さえ在れば簡単な手術程度はこなせるだけの医学知識を備そなえているのだ。元々ネレイドの本領は合衆国国民が全ぜん滅めつした後にこそ発はつ揮きされる訳だが、だからといって彼女の発注者達がアメリカ国民の全滅を望んでいる訳でもない。生き残りが発見できれば可能な限りに救きゆう助じよし適てき切せつに処置できる様に──と一通りの医学知識とその周辺知識、即すなわち薬学や栄養学についてもネレイドは精せい通つうしていた。

　これでは小竹乃が教える事など何も無い。

　この日一時間目は保健体育の授業だった訳だが……既に小竹乃はその時点でも二点ほど些細なミスを容よう赦しやなく指摘されており、挙げ句に「ひょっとして本町先生ってヤブ？」などと春はる香かに言われたりしていた。

　それに加えてこの英語の時間での指摘の数々。

　いくら天然系と言ってもそれなりに見み栄えも在れば体てい裁さいも在る。仮にも教師の立場で教壇に上がっておきながら生徒から何度となく間違いを指摘されてしまってはそれこそ立つ瀬せが無い。

　ちなみに小竹乃の名めい誉よの為ために記しるしておくと医学という分野は日につ進しん月げつ歩ぽが激はげしく、五年現役を離はなれていれば常識が常識でなくなっていたりする。最さい新しん鋭えいの医学知識を記憶しているネレイドと何年も前から幽ゆう霊れいをしているらしい小竹乃とでは差が出るのも当然ではあった。

　元の性格が性格だけに小竹乃もあまり動どう揺ようを表に出したりはしないが──

「…………」

　更さらに特とく殊しゆ構こう文ぶんにおける文法上の間違いを指摘された小竹乃は、黙だまって黒板に大きく『自習』の文字を書き付けると、教壇を離り脱だつ。教室の隅すみへ行くとそこにしゃがんで床ゆかに『の』の字をひたすら書き始めた。

「本町先生？」

　怪け訝げんそうに声を掛かける優樹の耳にぶつぶつと何か呟つぶやく小竹乃の声が聞こえてきた。

『どうせ私なんて』とか『三流医大出は所しよ詮せん』とか『良かろう。手術料は五千万円だ』とか『あっちょんぶりけ』とか全く脈みやく絡らくの無い感じの台詞せりふがぽつぽつと聞こえてくる。

「いや、先生。授業続けてくださいって」

「…………」

「先生──」

「…………」

　横顔を見る限り表情はいつものままなので……妙みように怖こわい。

「本町先生いじけちゃったね」

「いや……いじけてるというか。壊こわれてないか？　あれ」

　詩月を振り返って言う優樹。

「何か問題が在ったのでしょうか」

　とネレイドが無表情に尋たずねてくる。

　優樹は頰ほおを搔かきながら曖あい昧まいな笑え顔がおを浮うかべる。

「いや……ネレイドがあんまり色々な事知ってるもんだからね。先生がちょっと自じ信しん喪そう失しつしちゃったみたいでさ……」

「……よく分かりません」

　とネレイド。

　まあアンドロイドに見栄とか体裁とか教師の沽こ券けんとか……そういう複ふく雑ざつな感情は分からないのかもしれない。これはネレイドを責めても仕し方かたが無いだろう。別に指摘自体は間ま違ちがっていなかった訳だし──そもそも複雑な人間の感情にまで気を回せる様ならば『人間になる為に』などと考える必要も無い訳で。

　とはいえ……

「何だか先行き不安な感じなんだけど」

「そう？」

　詩月はあくまでお気楽だった。




　　　　●　●　●




　何やら気まずい感じの授業時間がどうにかこうにか四限分終わって──昼休み。

「でも凄すごいねぇ」

　一同は学食に集まってネレイドを囲かこみながら昼食を採とっていた。

　保健体育。そして英語。少なくともこの二教科に限って言えばネレイドは高校生レベルの授業である限り何も学ぶものが無い。それどころか、秋菜の台詞ではないが──教壇に立って優樹達に授業をしても何ら問題は生じないだろう。何な故ぜか一いつ般ぱん常識の類たぐいは著いちじるしく欠けていたり勘かん違ちがいしていたりするのだが……少なくとも知識という意味では小竹乃ですら全く太た刀ち打うち出来ない事が今日半日で判明した。

　体育実技にしても同じである。

　ネレイドは戦争用であって戦せん闘とう用ではない──即ち個体レベルでの戦闘能力よりも自律判断能力や応用性を重じゆう視しした設計になっているという話だが、あくまでそれは優先順位の問題である。ネレイドの運動能力──この場合は性能と言った方が良いのかもしれないが──は明らかに一般高校生の標ひよう準じゆんを大きく上回っている。百メートルを九秒フラットで走りきり、ドッジボールではたった一人で優樹達七人を餌え食じきにしてのけた事からもそれは明らかだった。踏ふみ台だい昇しよう降こうなどではそもそも人間的な意味での脈みやくが無いので──柔じゆう軟なんな運動能力に加えて冷れい却きやく能力や対たい衝しよう撃げき能力を確かく保ほする為に液状の皮ひ下か循じゆん環かん剤ざいはポンプでその体内を巡めぐっているそうだが──計はかる意味も無い。

「本当にネレちゃんには先生になってもらった方がいいかもね」

　と再び小竹乃が地面に「の」の字を書きまくりそうな事を言う詩月。その隣となりでは紅葉が面おも白しろそうにコードで束たばねられたネレイドのポニーテールを触さわっている。

　ちなみに──優樹達の前には月見うどんとかカレーライスとかいかにも学食メニューっぽい皿が並んでいるのだが、当然の如ごとくネレイドの前には何も無い。さすがにものを食べる様な機能は無いのだそうだ。

　代わりに彼女の手首からは一本のコードが伸のびていて──天てん井じようの蛍けい光こう灯とうに繫つながっている。何でも彼女のこの接せつ続ぞく端たん子しは情報の入出力から充じゆう電でんまで一通りの機能を持っているので、適てき当とうな電源さえ在あれば本体内の複ふく合ごう蓄ちく電でん池ちに充電が可能なのだという。言ってみれば彼女にとってはこれが食事らしいのだ。無論、体内に使われている有機部品に対する栄養も多少は必要らしいのだが、これはこれで別の補ほ給きゆうを行うらしい。

「『ネレちゃん』──」

　その呼こ称しように引っかかるものを覚えたのかネレイドが口の中で繰くり返す。

「あ。ネレイドちゃんの略ね。ネレちゃん。登録よろしく」

　既すでにネレイドの言動には大分順応しているらしく詩月が気楽な口調でそんな事を言う。

「分かりました。『ネレちゃん』。私に対する呼称の一つ。『ネレイドちゃん』の省しよう略りやく形けい。登録します」

　頷うなずくネレイド。

　ただ──

「しかしながら私が教きよう鞭べんを執とる事に関しては無理であると主しゆ張ちよう致いたします」

　彼女はきっぱりとそう言った。というかまあ彼女はどんな話題と内容であろうとも関係なくきっぱりと物を言う訳だが。

「私は人間ではありませんから『人間になる』為の教育は出来ません。私には人間になる為の教育が必要です」

「……むむ？」

　首を傾かしげる詩月。まあいまいち意味が分からないのだろう。

「私は人間になりたいのです」

「ふうん。そうなんだ」

「なれるといいねえ」

　四季少女達シーズン・シスターズはまるで『将来の夢は可愛かわいいお嫁よめさん』と宣のたまう友人と接するかの様な態たい度どで気楽に頷いている。本気にしていないのか、単にネレイドの台詞を深く考えていないのかは分からない。まあネレイドはネレイドで全く無表情にそんな事を言うものだから、本気なのかどうなのかも判はん然ぜんとしない訳だが──

（……人間か……）

　優樹はふと旧ふるい記き憶おくを呼び覚ます。

　祖母に怒おこられた時の想おもい出だ。

『怒ったり泣いたりしないからって、人形に心や魂たましいが無いなんて言えるかい？　怒ったり泣いたりしたくても出来ないだけかもしれないじゃないか。出来ないからこそこっちが気を遣つかってあげなきゃいけないんだろう？』

　そうだ。

　人間と違うからと言って人間と同じ感情がそこに無いとは限らない。ネレイドは人間を模も倣ほうする機械であるかもしれないが──だからこそ尚なお更さらそこには人間と同じ魂が宿り易やすいのではないか。魂というものの定義を優樹ははっきりとは出来ないが、何となくそれは感情と生命の根こん幹かんを成す何かだと彼は考えている。

「なんて言うか。こういう事聞いたら気を悪くするかもしれないけど」

　優樹は思い切って尋たずねてみる。

「ネレイドはロボットな訳だけど……やっぱり感情とか在るんだよね？」

「……感情という概がい念ねんの定義は分かりますが、私にそれが在るかどうかは分かりません」

　淡たん々たんとネレイドは言った。

「私は人間の代用品なので感情や自じ我がといったものも人間のそれを模倣して組み立てられたものに過すぎません。もっと正確に言えばモデルとなった今里雪子の人格の反応パターンを忠ちゆう実じつになぞっているだけです」

「それって……ええと」

　つまり外面で真ま似ね事ごとをしているだけで実際に中身は無いという事か。

　しかし──

「でもなんて言うか……周りから見て在る様に見えるのならそれは……」

　人の間と書いて人間と読む。

　では人間を人間たらしめているのは己おのれの自覚か──それとも周囲の環かん境きようか。

　後者なのだとすれば周りが全員一いつ致ちしてそこに感情が在ると認めてしまえば感情は存在する事になってしまう。しかしこれでは本質的な存在証明にはならない。錯さつ覚かくや錯さく誤ごは常について回るからだ。

　とはいえ結局の処ところ、感情がどうやって発生しているかのメカニズムがはっきり分からない以上、在る無しを判断する基準は周囲からの観かん察さつに──『在るように見えるか否いなか』に求めるしかないのである。

　そんなとりとめもない事をつらつらと優樹が考えていると──

「人工知能の判定を行うチューリング・テストに対し反論としてよく使われる『サールの中国語の部屋』という概念が在りますが、これに似ているかもしれません」

「はあ？」

　またいきなり難むずかしそうな話が出てきた。

「密室に閉じこめられたサールに窓から中国語で書いた手紙が投げ込まれます。サールは英語は理解できますが中国語は全く読み書きできません。しかしサールは辞書と文法書を用いて内容を把は握あくせず機械的にこれに対応、中国語の手紙に返事を書き、窓から返事を投げ出す事は出来ます。その結果、外にいる中国人には、サールが中国語を理解しているように見えます。しかし、現実にはサールはまったく中国語を理解していない。故ゆえにチューリング・テストは知能の判定には使えない──これが『サールの中国語の部屋』という概念です」

「は……はあ」

　思わず『サールって誰？』とか間の抜ぬけた質問をしそうになる優樹であったが、何となくネレイドの話の意味は分かる。

「私の感情認にん識しきも同じものと考える事が出来ます。私は周囲の環境に対応して幾いくつかの反応を返しますが、それは『こういった状じよう況きよう下かではこう反応する』という規則に従っているだけで、本当に感情が伴ともなってその反応を示している訳ではないという事です」

「……つまり、哀かなしいと思うのが当然の場面に出会えば、哀しんでいる様な反応をするけど、実際には哀しんでいないって事？」

「はい」

　あっさりとネレイドは頷うなずいた。

「しかしながら、そもそも人間の感情というシステムがどういった過か程ていで形成されるのかは未いまだ完全に解明されていません。人間の感情的な反応そのものが個人の経験と学習によって左右される以上、人間の感情ですら遺伝子という辞書と文法書に従って機械的に発現する一種の『条件反射』でないとは言えません」

「…………」

　優樹は咄とつ嗟さに反論出来なかった。

　しかし何だかそれは違ちがうとは思う。でもでは何がどう違うのかと言われると話が難しすぎてよく分からないのだが。

　確かに喜き怒ど哀あい楽らくなんていうものは個人差が在る。育ってきた環境によっては同じものに対して怒る人と怒らない人の差が出たりもする。これが環境という条件に対して学習の結けつ果か獲かく得とくされた『条件反射』である証しよう拠こだと言われればそんな気もする。

　無論、苦く痛つうや快かい楽らくに対する感情は生まれたての赤ん坊ぼうも備そなわっている訳で、これは自然なものではあると思うけれど──それも本能という名の『文法書』に記き載さいされている初期設定の条件反射なのだと言われれば返す言葉が無い。

「えーと……」

　段々自分でも混乱してきた。

　一体自分は何がどう知りたかったのやら。

「優樹は何なに故ゆえにその様な事を尋ねるのですか」

　ネレイドが尋ね返してくる。

「いや……ええとね」

　頭の中で考えを整理しながら優樹は苦く笑しようを浮うかべた。

「昔……祖ば母あちゃんに怒られた事が在あってさ。人形でサインペンに落書きとかしたんだよ、幼よう稚ち園えん位の頃ころに。そしたら怒られて。当たり前だけどね。その時に祖母ちゃんが言ってたんだよ──『人形にだって魂は宿るんだ』ってね。だから悪戯いたずらしたら可哀かわい想そうだって」

「魂……ＳＯＵＬ……ＳＰＩＲＩＴ……もしくはＧＯＨＳＴ……」

　その単語に何か触しよく発はつされるものでもあったのかネレイドはぶつぶつと英語混じりの台詞せりふを呟つぶやいている。

「ネレイド？」

「問題在りません。続けてください」

　あっさりそう言ってくる人形少女の顔を束つかの間ま、優樹は眺ながめていたが──

「人に似たものには人に似た魂が宿る。魂が宿るのなら感情とか自じ我がも宿るんじゃないかってさ。でも……人形と人間はあまりに元々の成り立ちが違いすぎて、意い思し疎そ通つうが出来ない。殆ほとんどの人形は喋しやべれないし動けないから」

「私は魂の概念に対する辞書的な定義しか持ち合わせていませんが、会話しない、体を動かす事もしないのならばそれは魂も感情も自我も無いのではありませんか」

「植物状態の人間って居るよ」

　そう言う優樹の脳のう裏りに浮かぶのは病院で幾いくつものチューブに繫つながれたままひたすら眠ねむり続ける『田辺のお爺じいちゃん』の姿だった。

「植物状態の人間は大たい抵ていの場合に意識も喪そう失しつしており既すでに自我や精神は消しよう滅めつしていると考えられます。それは医い療りよう機き器きによって生命活動を維い持じされているだけの単なる肉体に過ぎないかと思われますが」

「いやでも……『無い』なんて確かく認にん出来ないだろ？」

「…………その通りです。非存在の証明は存在の証明に較くらべて遥はるかに困こん難なんです」

　存在証明は比ひ較かく的てき簡単だが『そんなものは存在しない』事の証明は難しい。

　存在証明の場合はそれが『実際に存在する』という実じつ例れいを示してみせれば良いだけだが、大抵の場合に非存在証明は『我々の知る限り存在しない』事を膨ぼう大だいな実例で示せるだけである。だがその膨大な実例の中に偶ぐう然ぜん含ふくまれなかった『例外』が存在する可能性は零ゼロではない。そしてその『例外』の存在する事を理論的に否定するには、やはり非存在証明が必要で──と延えん々えんと意味の無い水みず掛かけ論を繰くり返さざるを得なくなる。

「僕は医学とか全然分からないけど、なんて言うか、たまたま体を動かしたりする回路みたいなのが断線していて会話も運動も出来ないけど、計けい測そく器きに脳のう波はとかも出なくなるけど、でも心とか自我とか感情とかそんなのが残ってる可能性って本当に無いのかなあ？」

「……分かりません」

　とネレイド。

　まあ当然の反応だろう。実の所、優樹自身も何か揺ゆるぎない信念や結論を前ぜん提ていに喋しやべっている訳ではない。言葉遊びの一種でしかなかった。

　しかし……

「まあ何にしてもさ。人形には魂が在るんだって祖母ちゃんが言ってた訳だけど。でもそれは僕等には確認しようが無いだろ。普ふ通つうは人形は喋らないしね。だからなんて言うか──聞けるものなら聞いてみたかったんだよね。心とか気持ちとか。そういうのの存在を。上う手まく言えないけど……その……」

「…………」

　ネレイドはしばし沈ちん黙もくする。

「ネレイド？」

　ひょっとして機き嫌げんを損そこねてしまっただろうか。

　優樹としては純じゆん粋すいに聞いてみたかっただけなのだ──「モノにも心が在るのかどうか」。

　だがひょっとしたらそう考える事自体が人間の傲ごう慢まんなのかも知れない。心が在る自分は、魂を持つ自分は、単なるモノよりも上等なのだと思いたいが故の。ただ人間であるという事だけで自分には価値が在るのだと自分に言い聞かせ慰なぐさめたいが故の。

　だが……

「どうかしましたか？」

　ネレイドは尋たずねてくる。

　その口調は先さき程ほどまでと全く変わらず、表情も無いままだ。整った可か憐れんな顔には怒いかりの色も嘲あざけりの色も無い。少なくとも優樹には見えない。ただ人間そっくりの仮面が紅あかい眼めで静かに優樹を見つめているだけだ。

　やはり彼女は人間を模倣しているだけなのか。

　人形は人間が造り上げた自らの偽にせ物ものに過ぎないのか。

　そこに心とか魂たましいなんて無いのか。

「いや……」

　でもしかし──それならばどうして『人間として完成する為ために』などとネレイドは言うのか。

　確かに人間への志し向こうは何らかのプログラムとして彼女に与あたえられているだけなのかもしれない。人間を模もして造られた機械にそういったプログラムが与えられているのは何ら不思議な事ではない。そしてそれは単なるプログラムであってそれ以上のものではないのかもしれない。

　けれど。

（もし彼女が人間と同じ感情を持っているのだとしたら）

　人間と同じ様な感情を持ちながら人間ではないという事実を突つき付けられているとしたら……それはとても残ざん酷こくな事なのではないだろうか。

　人形だから。機械マシンだから。

　生まれ落ちた時から模も倣ほう品ひんとしての在り方を背せ負おわされ──しかしそれ故ゆえにこそ本物たる事への憧どう憬けいを抱いだかざるを得ず。しかし同時に憧憬を抱くが故にこそ本物になる事は決して有り得ない。本物は本物たる事など意識しない。それが幸せな事だなどとは思わない。

　人間の模倣品。

　人間になりたくて。でも人間になれない事は分かっていて。でもやっぱり人間への憧憬を棄すてる事が出来なくて。少しでも人間に近付きたくて。でもどれだけ必死にそれを望んでいても表情としてそれを表に出す事が出来なくて。

　だとしたら……なんて不ふ憫びんな。

「どしたの優樹？」

　不思議そうに詩月が尋ねてくる。

「あ……いや。何でもないよ」

　優樹は首を振ふった。

　考えてみればそれはネレイドだけの話ではない。

　本物になれなかった偽にせ物もの。

　決して叶かなわぬ想おもいを抱きながらそれを諦あきらめる事が出来ない者達。無む理りと分かっていても慰なぐさめにその模倣を止められない者達。だからこそ彼女等の『本物になりたい』と思う気持ちはひどく哀かなしい。

　学校として生み出されながらその存在を全まつとうする事無く滅ほろんだ詩月。

　狐きつねとして生まれながらも人間になる事を切せつ実じつに望んでやまない紅葉。

　そして人形として生まれながらも人間になる事を志し向こうするネレイド。

（……それに較くらべると僕って奴やつは……）

　優樹は何だか物もの凄すごく申もうし訳わけない気分になった。

　同じ鈴乃宮学園に居る訳だが、少なくとも彼は彼女等の様な事情を背負ってはいない。強しいて言えば彼はただ失しつ恋れんしたというだけだ。望んだ自分になれなかったという意味では彼女等と同じかもしれないのだが……さすがに同列に扱あつかうには自分でも事情が軽い気がした。

　無む論ろんこれは全部優樹の勝手な想像でしかない。

　しかし──

「僕に出来る事が在ったら手伝うから。遠えん慮りよ無なく言ってくれよ」

　優樹はネレイドに言う。

　それは特に何か下心の在る言葉ではなかったのだが──

「むむっ⁉　優樹君、そういう子が好み⁉」

　目め敏ざとく──というかいつもの如ごとく勘かん違ちがいして春香が身を乗り出す。

「あ。いや……そういう訳じゃなくてね。っていうかそういう子ってどういう子？」

「負けないわよっ⁉」

　優樹の言葉などまるっきり無む視しして春香はネレイドを指差した。

「優樹君とラブラブになってあんな事やこんな事をして青春を謳おう歌かするのは私よ！　私の方が先約なんだからね？　後から出てきて美お味いしい処ところだけかっさらおうったってそうはいかないんだから！」

「いや、ちょっと春香さん──」

　そもそもラブラブだとか青春を謳歌だとか死し語ご臭くさい台詞せりふを恥はずかし気もなく使いまくっているものの──春香は春香で何か致ち命めい的てきな勘違いをしている様な気もする。というかそれ以前に優樹としては『早い者勝ちかよ？』と突つっ込みたい気分ではあった。まあこうなっては突っ込んでも無む駄だだろうが。

「私は二番、二番だよっ！」

　と手を挙げてぴょんぴょん跳はねている紅葉。その隣となりでは残りの四季少女達シーズン・シスターズが「あ。じゃあ私三番とった」とか「四番か。しょうがねーなー」とか「五番かぁ……」とか色々言っている。

「…………」

　ネレイドは意味不明といった様子で首を傾かしげている。まあ当然だろう。はっきり言って優樹にも意味不明だ。

　だがそんなネレイドの様子をどうやら余よ裕ゆうととったらしい。春香は顔をしかめるとネレイドに詰つめ寄よりながら挑ちよう発はつ的てきな口調で言った。

「あなた──こんな事は出来る⁉」

　そう言って春香はいきなり自分の頭を両手で押おさえると、ずぼっ──という音は無む論ろんしなかったが、自分の頭部を胴どう体たいから引き抜ぬいて見せた。

「優樹とラブラブしたかったらこれ位は出来ないとねっ！」

「別に出来なくていいです」

　呻うめく様に言う優樹。

　だがネレイドは別の感想を持った様だった。

「できます」

「──おいっ⁉」

　優樹が悲鳴じみた声を上げるのと同時に、ネレイドは何ど処こからか──恐おそらくはスカートの中にでも装着していたのであろう──取り出したコンバット・ナイフを手に取る。

　彼女は優樹や詩月が危き険けん物ぶつの持ち込みを咎とがめる暇ひまも許ゆるさず、それを──

「ちょっとっ⁉」

　何の躊躇ためらいも泣く自分の首に突き込んだ。

　ずぶりと刃やいばが首に突き刺ささり、そして止まる。だがネレイドは何ら臆おくする事も躊躇う事も無くずるずると刃を回して傷口を一周させる。

　悪あく趣しゆ味みな事に傷口からはだらりと紅あかい液体が垂たれる。血の様には見えるが恐らくそれが件くだんの皮ひ下か循じゆん環かん剤ざいなのだろう。

「な……な……な……」

　優樹はぱくぱくと口を開け閉めするばかりでまともな言葉が出ない。

　ネレイドはそのまま自分の両手で頭を持つと──ぐい、とそれを上に引き抜いて見せた。

「……できました」

　伸のばしきった両手の間でネレイドの生首が言った。

　ちなみに首と体の間は数本のケーブルやパイプが繫つながっている。さすがに春香達の様に完全分ぶん離りとまではいかない様だが、その分何というか、内ない臓ぞうとか骨格とかが引きずり出されているみたいで非常に気色悪い。

「この程度なら機能に問題は在ありません」

　ひょいと頭を元に戻もどし、接続を確かめる様に、右左へ数度ずつ動かしてから頷うなずくネレイド。一体どういう構造をしているのか優樹には全くの謎なぞだった。

「人口皮ひ膚ふも形状記き憶おく樹じゆ脂しの一種なので簡単な熱ねつ処しよ理りで癒ゆ着ちやくできます」

　変わらず淡たん々たんとしたネレイドの口調だが──何処か微び妙みように勝ち誇ほこった響ひびき混じっている様な気がするのは気のせいだろう。多分。

「むう……やるわね」

　顔をしかめながら言う春香。

「いや。そこは感心する処じゃないだろ⁉」

「でもそっちは有ゆう線せん。こっちは完全分離よ。その分一歩リードね」

「リードして何処に行く積もりだっ⁉」

　悲鳴じみた声を上げる優樹であったがやっぱり春香はまるで聞いちゃいなかった。




　　　　●　●　●




　鈴乃宮学園の放課後。

　その過ごし方は生徒によって様さま々ざまである。クラブ活動と称しようして趣しゆ味みの時間に没ぼつ入にゆうする者も居れば、そのまま寮りように帰って寝ねる者も居る。もっともクラブ活動と言っても元々の生徒数が二ふた桁けたにも達していないので、各個人が好き勝手に行動しているだけであったが。
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　基本的に此こ処こでは最も辛つらいのが退たい屈くつと戦う事なのである。

　例えば本の類たぐいも在るには在るが、現代のものはごくたまに雑ざつ誌しやら漫まん画がやらの類が紛まぎれ込んできて図書館に落ちている事が在るだけで──図書室に置いてあるのは戦前の旧仮名遣づかいの本ばかりである。四季少女達シーズン・シスターズは割と平気でこれを読んだりもするが、さすがに現代っ子の優樹には読むのは少々辛つらい。というか『キョウモゴハンガタベラレルノモ、ヘイタイサンノ、オカゲデス』とか書いてある絵本を見ていると何だか洗せん脳のうされそうな気がしてくるから困りものである。

　まあそれはともかく。

「んー……」

　優樹は立ち止まって長い廊ろう下かを振ふり返りながら愛用のカメラ──ペンタックスＳＰを構えてみたりする。何という事も無い廊下の風景なのだが、既すでに木造校舎が殆ほとんど消しよう滅めつしつつある昨今、何となく味わい深い風景の様な気がしないでもないというか。

「やっぱ僕には風景写真の才能は無いかな」

　呟つぶやく優樹。

　元々がある種の下心で始めた趣味なので才能も何もあったものではないし、何もかも投げ出して……という程ほど、写真に熱中していた訳でもない。

　それでも被ひ写しや体たい一つ決めるにも何度も長々と迷まよう様では問題が在る様な気がした。

　優樹は放課後に一人カメラを片手に校舎の中を歩き回る事が多い。

　記念写真を撮とる為ためだ。

　何い時つか此処を出て行ける日が来たとして──此処で過ごした日々の記念として鈴乃宮学園の風景を撮って残しておきたいと思ったのだ。もっともフィルムの枚数も限られているのでそう気楽に撮りまくる訳にもいかず、大たい抵ていはペンタックスＳＰ片手に良いアングルだの被写体だのを捜して学園の中を歩き回るだけなのだが。

　だが──

「……此処を出ていく日……か」

　気楽に呟いた積もりでも自分の声に感かん慨がいが滲にじんでいるのが分かる。

　未まだ此処に来て一か月も経けい過かしていないというのに……優樹は妙みような帰き属ぞく意い識しきみたいなものを鈴乃宮学園に感じていた。毎日が終わらない放課後の様な、そんな気楽な日々と、獣けもの耳みみが生えていたり尻尾しつぽが在ったりバラバラになったりと、異い常じようながらも可愛かわいく一いつ緒しよに居て楽しい少女達。此処に属する事に満足を感じている自分が居る事に少し前から優樹は気付いていた。

　だが此処は紛まがい物の世界だ。

　何時かは出ていかなければならないと思う──本物の学校に卒業が在る様に。気持ちの良い夢に永遠に耽たん溺できしていられる程、優樹は自分に甘あまくはなれなかった。

　彼は駄だ目めな自分を知っている。

　自分が自分の望んだ自分でない事を知っている。まだまだ中ちゆう途と半はん端ぱな人間なのだと思い知らされている。このままではいけないと思っている。

　だから彼は此処に安あん住じゆうすべきではない。克こく服ふくすべき昨日と向かうべき明日と。その狭はざ間まで今は一時休んでいるだけなのだ。

　しかし……

　その一方で『卒業』を思うと気が重くなる部分も確かに在る。

　優樹が此処を出る時とは即すなわち詩月が満足する時だ。

　だがそれは──恐らく彼女が無念を晴らして消え去ってしまう時でもある。

　元々幽ゆう霊れいである詩月に対して適てき切せつな表現かどうかは疑問だが……それは恐らく死し別べつに等しい意味合いが在る。この鈴乃宮学園においては卒業とはただ別々の進路に向かうという事ではない。二度と会えなくなるという事だ。

　無論……それが彼女の望みであるのならば優樹が哀かなしむ筋すじ合あいは無い。それを止める権利も無いし止めてしまえば優樹が自分の世界に戻もどれない。だから優樹はそれを止める事は出来ない。辛つらい事だがこれは大だい前ぜん提ていだ。

　だがそれでも……だからこそ優樹は彼女が此処に存在していた証あかしを何かの形で残しておきたかったのだ。とてもとても優やさしい学校の事を。優しいが故ゆえに己おのれの力不足と存在を悔くやみ続け──こんなにも広大な偽いつわりの世界を組み上げてしまった学校の幽霊の事を。

　優樹が記念写真を撮るのはそういう意味も在るのだ。

　ただ……

「…………ですよ」

　ふと──話し声が優樹の耳をかすめる。

　彼は立ち止まってその声の方へと注意を向けた。

　声はすぐ傍かたわらに在る扉とびらの向こうから──保健室の中から聞こえてきていた。注意していなければ雑ざつ音おんとして聞き逃のがしてしまう程てい度どの音おん量りようだが、その気になって聞き耳を立てていれば会話の主の判別も可能だった。

　恐おそらく話しているのは──詩月と小竹乃だ。

「心と魂たましい……何というか象しよう徴ちよう的てきですね」

　小竹乃のそんな声が聞こえる。

　悪いと思いつつも優樹は保健室の前に立ち止まったまま二人の会話を聞く。

「ロボットには心が無いかもなんて話していたけど」

　これは詩月だ。

「そういうものなのかなあ？」

「どうでしょうね」

　既に常じよう態たいに復帰したのか、小竹乃の口く調ちようは聞き慣なれた吞のん気きなものだった。ロボットだの心だの魂だのと一いつ種しゆ哲てつ学がく的てきな内容になっているが、二人の会話にはまるで平へい凡ぼんな世間話をしている様な響ひびきが在る。

　まあ……幽霊学園の化身と幽霊の女性と。存在自体が一種、形けい而じ上じよう概がい念ねんの様な者達なので、何気ない世間話もそういう内容に偏かたよってしまうのかもしれないが。

「でも──詩月さん、貴女あなたの様な存在が居るのならばロボットの中に心が宿るのも不思議は在りませんよね」

「あ……そっか」

　詩月の頷うなずく気配。

　ロボットも学校も共に人間ではない。生物でもない。だが学校の無念が幽霊を産むのならロボットの中に魂が宿り心が生まれるのも確かに不思議では無かろう。

　優樹の想像を裏うら打うちする様に小竹乃が言う。

「ロボットの機能に心を再さい現げんしていようがいまいが……そこに強い思いが込められていたのならば魂が宿る事だって在あるのでしょう。そういう意味ではネレイドさんが此処に来る意味も分かります」

「此処に来る意味？」

「前に言いませんでしたか？」

　小竹乃は少し笑った様だった。

「此処は逃にげ出した者達の場じゃないかって──」

「あ。うん。言ってたね」

「誰だれもが何かから逃げている。逃げて此処にたどり着いた。そんな気が私はするんです」

（…………逃げ出した者の……場……）

　それはつまり優樹も逃げてきたという事か。

　何から？──言うまでもない。

　失しつ恋れんという現実からだ。その現実に立ち向かえない自分からだ。

　優樹は思い至いたって自じ嘲ちよう的てきな笑えみを静かに浮うかべる。

　大好きな幼おさな馴な染じみの恋こい人びとになれなかった自分。その事に沈しずみ込んで登とう校こう拒きよ否ひになってしまう様な自分。せめて男らしく彼女の恋の成じよう就じゆを祝しゆく福ふくしてあげる──そんな事さえ出来ない情けない自分。

（……僕は確かに逃げ出した者なのかもね……）

　保健室の中では無論そんな優樹の存在など知らぬ様子で、小竹乃と詩月が会話を続けている。

「逃げてくる場所……か」

　詩月は詩月で何か思う所が在るのか、考え込む様な口調で言っている。

「私が間ま違ちがってるのかな？　『逃げている』人ばっかりを意識して取り込んでる訳じゃないけど……」

「いえ。間違ってはいないと思いますよ」

「そう？」

　意外そうな口調で尋たずねる詩月。

　優樹としてもこれは意外な意見だった。

「これも前に言いましたよね。此処は優やさしい噓うそで出来た世界だから。だからこそ──此処に皆みな逃げてくるんです。残ざん酷こくな現実に傷ついて、苦しんで、逃げてくるんです。きっと」

「…………よく分からない。逃げてきて、いいの？」

「良いんですよ。逃げて」

　小竹乃ははっきり言った。

「でも逃げるのは……悪い事ではないのかな？」

「悪い事ではないと思いますよ。恥はずかしい事ではあるでしょうけど」

「うん？」

　詩月はその違いが分からないらしく曖あい昧まいな声を漏もらす。

　優樹にしてもよく分からない。逃げる事は悪い事ではないのだろうか。恥ずかしい事は悪い事ではないのだろうか。恥ずかしいままでいては進しん歩ぽが無い。逃げたままでは前進が無い。だから優樹は──

「恥ずかしい事ではあるかもしれませんが──でもだからこそ此処が在るんです」

「鈴乃宮学園が？」

「ええ。むしろ此処だけでなく──」

　小竹乃の台詞せりふは中ちゆう断だんを余よ儀ぎなくされた。

　異い音おんが割り込んだからだ。

「…………⁉」

　扉の前で二人の会話に聞き耳を立てていた優樹も反射的に音の伝わってきた方向を振ふり返る。それはかなり距きよ離りが在る様だったが……聞き慣なれないひどく暴ぼう力りよく的てきな音だった。

「なに……？」

　中で詩月達が動く気配。

　まずい──と我われに返って保健室から離はなれようとしたが、扉が開かれる方が早かった。

「──あれ。優樹？」

　眼めをぱちくりと瞬またたかせて詩月が言う。

　その後ろにはやはりいつもの如ごとく白衣姿の小竹乃の姿も在った。

「ぐ……偶ぐう然ぜん通りがかってさ。その──詩月達の声が聞こえたから」

「そっか」

　詩月はそれだけで納なつ得とくしたらしい。

　良くも悪くも単純というか素す直なおな性格である。少々優樹は胸が痛んだが──今気にするべきはそんな事ではなかろう。

「それよりも……あれ、何の音？」

　と詩月。

「いや──分からないけど。何だか爆ばく発はつ音おんみたいな気がする」

「だよね」

　言って詩月は腕うでを組み首を傾かしげる。

「何か起きたのかな？　でも此処で爆発なんて──」

「──恐おそらく」

　割わり込んできたのは小竹乃の声である。

　童どう顔がんの校医は眼鏡めがね越ごしに視線を何ど処こか彼方かなたへと注そそぎながら言った。

「銃じゆう声せいですね」

『銃声⁉』

　優樹と詩月の声が重なる。

　当然ながら優樹の脳のう裏りに閃ひらめいたのはネレイドの持っているショットガンだ。

　実を言えば小竹乃がどうして銃声だと分かったのか──その音を銃声だと判はん別べつできたのかは少し気になったが、今はそんな事をいちいち問い質ただしている場合ではなかろう。

「何処かでネレイドが撃うってるのかな？」

「でも確たしかネレイド……図書室で本読むとか言ってなかった？」

「…………」

　では誰が今の銃声を発生させたのか。

　明らかに銃声は校門の方から聞こえてきている。少なくとも図書室の方角ではない。そもそもネレイドは今日はショットガンを持ち歩いていない筈はずだ。

「……ちょっと気になるな」

　優樹は呟つぶやいて歩き出す。

　この学園内においてネレイド以外に銃を持っている者は居ない。

　ならばネレイドが事じ前ぜん申しん告こくしていた予定を変へん更こうして何処かで銃を撃ったのか。

　あるいはネレイド以外が彼女の銃をいじって暴発でもさせたのか。

　それともネレイド以外にも銃を持った者が『新入り』としてやって来たのか。

　三番目である場合……その『新入り』が一体どういう者なのかを確かめておかねばならない。この学園に取り込まれてくる者の基き準じゆんが未いまだはっきりと証明されていない以上、例えば猟りよう銃じゆうを持った銀ぎん行こう強ごう盗とうが入ってくる可能性だって在るのだ。彼かれ等らも『逃げている』と言われれば逃げているのだろうし。

「見てきます」

「気を付けてくださいね」

　と小竹乃。

　優樹は軽く左手の御お守まもりに触ふれてから早足に銃声の方へと向かって歩き出す。

「あ──待って、優樹、私も行く！」

　慌あわてる詩月の声が優樹の背中に追いすがった。
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　時間は銃声が響ひびくおよそ五分前に遡さかのぼる。

「散歩っ散歩っさんさん散歩っ」

　紅葉は鈴乃宮学園の周囲を散歩していた。

　いや……その移動速度からすれば散歩と言うよりもジョギングに近い。

　大たい概がいの野生動物というものは、人間や長い時間をかけて品ひん種しゆ改かい良りようされてきた家か畜ちくと異ことなり、一定量の運動欲求というものが在る。愛あい玩がん家畜の代表でもある犬でさえも全く散歩をさせないとストレスを溜ため込んで病びよう弱じやくになる。

　人間たる事を主張している紅葉もそこらの本能的欲求には抗こうする術すべを持たないのか、あるいは単に犬科の動物の宿しゆく命めいなのか、毎日一定量の散歩をしないと落ち着かないという部分が在る。

　本当は四六時中優樹の側そばにくっついていたい紅葉であったが、この性せい癖へきの為ためにそういう訳にもいかず、放課後の一定時間はこうして鈴乃宮学園の周囲を駆かけ回って欲求を発はつ散さんしている事が多い。授業中の体育実技だけでは足りないのである。

　そういう訳で。

　おやつを入れた袋ふくろを持って紅葉は今日も散歩をしていたのであるが。

「散歩っ散歩っさんさん散歩っ散歩っ散歩っささんが散歩っ」

　即そつ興きようで適てき当とうな歌を歌いつつ紅葉はてくてくと例の迷めい路ろ──詩月が『転校生と衝しよう突とつ』云うん々ぬんの為に造ってしまったアレだ──を歩いていく。

「二本足で散歩っ散歩っ散歩っ。四本足じゃあ駄だ目め駄目散歩っ」

　ちなみに。

　こうして楽しげに歌いながらも歌か詞しの内容から分かる様に、紅葉はつい元の姿に戻もどって駆け回りたくなる衝しよう動どうについては何とか押おさえ込んでいたりする。

　これでも紅葉は紅葉で大変なのだ。

　優樹達の前では何でもない振りをしているが、紅葉にとって人間の姿に変化しているという状態は結けつ構こうな疲ひ労ろうを伴ともなう。そもそもが人間とは違ちがう生物なのに無理矢理人間を演じる訳だから負ふ担たんが大きくて当然だ。人間だって四つ足で生活しろと言われればその苦労が少しは分かるだろう。昔話で人間に化けた狐きつねがすぐに見み破やぶられてしまうのも故ゆえ無い事ではないのである。大きな霊れい力りよくを使った直後や、気き絶ぜつした時、驚おどろきなどで気が緩ゆるんだ時などに紅葉が狐の状態に戻ってしまうのもこの為ためだ。

　それでも──そんな無理をしてまで彼女が長時間人間の形を採って人間を演じているのには訳が在ある。

　言うまでもないが『人間になりたい』からだ。

　不完全な変化能力は紅葉を完全な人間にはしてくれない。

　獣けもの耳みみと尻尾しつぽが残るのも実は彼女の力がそこまで及およばないからなのだ。完全な人間の形けい態たいを採ろうとしても何処かに無理が出る。今でこそ獣耳と尻尾で安定しているものの、当初は顔の骨こつ格かくが狐のままだったり、全身が獣じゆう毛もうに包まれたままだったりと、変化する度たびに妙みような姿になって困っていたものだ。

　だが……

　紅葉は夢む想そうする。

　今は未まだ子供なのでこれが限げん界かいの様だが、その内成長するに従って霊力も増えてくるだろうし、人間に変化する技術も向こう上じようするだろう。そうすれば誰が何処から見ても人間の女の子としか思えない位に化けきる事が出来るかもしれない。

　いや……それどころか人間そのものになる事だって出来るかもしれない。

　そう。『あの人』と同じになれるかもしれない。

　それが紅葉が人間の形態を無理してでも採り続ける理由だった。

　だがこういう考えを持っている時点で彼女は狐としては異い常じようの部ぶ類るいに入る。

　もし紅葉が夢想する様に完全な人間に変化する事が出来たとすれば──それは狐である自分自身の否定に繫つながる。そしてそうなってしまえばもう後戻りは出来まい。化けるのは狐であって人間ではない。人間にそんな能力は無い以上──一いつ旦たん人間になりきってしまえば変化の能力は失われ紅葉はもう狐に戻れない。そこに居るのは紅葉という認にん識しきを承けい継しようしてはいるが全く別の生き物だ。狐としての紅葉は恐おそらくその時に死ぬ。

　だが……それでも紅葉は構かまわないと思う。

　彼女は人間になりたかった。

　他の生き方など想像も出来なかった。

　それは願がん望ぼうというよりも一いつ種しゆの強きよう迫はく観かん念ねんと言っても良いだろう。鈴乃宮学園に居る者達が一様に『何かから逃にげている者』なのだとすれば、恐らく紅葉が逃げているものは『狐である自分』『人間ではない自分』なのだろう。

　とはいえ──

「散歩っ散歩っ」

　とか何とか歌いながらてってけ走っている彼女の姿に、そんな深しん刻こくな雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じられなかったりする。

「散歩っ～うみょっ⁉」

　不意の衝しよう撃げき。

　どん──と紅葉は曲がり角の向こうから出てきた人ひと影かげとぶつかった。元々身が軽い紅葉は正面衝しよう突とつしても相手にそう深刻な被ひ害がいを与あたえる事も無く、自らもころんと白い地面に転がって──吞のん気きそうな表情でぱちくりと瞬まばたきをした。

「あ。ネレちゃん」

　自分の前で無表情に直ちよく立りつしているその人形少女に紅葉は微笑ほほえみかけた。

「ネレちゃんも散歩？」

「…………」

　何な故ぜか人形少女は無言。

「あ。ネレちゃん──いけないんだよぅ」

　紅葉は立ち上がりながら相手を指差して言った。

「学校では制服着てないと駄だ目めなんだよ？　あ──でも一いつ旦たん寮りように帰ってからは私し服ふくでもいいんだっけ」

「…………」

「ネレちゃん？」

　反応の無い人形少女を前にして首を傾かしげる紅葉。

　彼女の前に居る人形少女は確かに昨日今日で見み慣なれた顔をしていた。衣い装しようは初しよ見けんのものだが──黒く幾いくつものポケットを備そなえた作業着の様な服ふく装そうである──蒼あおい髪かみもそれを束たばねるコードも紅あかい瞳ひとみも同じだ。ついでに言えば右手にはお馴な染じみのフランキＳＰＡＳ12散さん弾だん銃じゆうも携たずさえている。ただし初めて出会った際さいに口にくわえていたナイフは腰こしの専シ用ー鞘スにきちんと収められていた。

　同じ顔。それは間違いない。

　しかし──

「ネレちゃん？」

　違い和わ感かんに促うながされ確かく認にんするかの様にもう一度紅葉が名前を呼んだ……その瞬しゆん間かん。

「…………」

　何の無む駄だも無い綺き麗れいな弧こを描えがきながら銃じゆう口こうが彼女の額ひたいを照しよう準じゆんする。

「──え？」

　紅葉の漏もらす間の抜ぬけた声。

　次の瞬間それは轟とどろいた銃じゆう声せいによって吹ふっ飛ばされていた。
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　普ふ段だんは静せい謐ひつとも言うべきこの世界で銃声は殊こと更さら衝しよう撃げき的てきに響ひびいた様だった。

「──優樹君！」

　優樹達が校門まで辿たどり着くと……そこには校こう庭ていでバレーボールをしていた筈はずの四季少女達シーズン・シスターズも集まってきていた。

「さっきの──聴きいた？　なんだろ？」

　春香が四季少女を代表して尋たずねてくる。

　優樹と詩月は止まらず校門を出ながら返事だけを投げ返した。

「聴いた。小竹乃先生は銃声じゃないかって。調べてくる」

「あ──待てよ。アタシ達も行くから」

　夏なつ輝きがそう言い、六人に増えた優樹達一行は迷めい路ろの様な『通学路』に踏ふみ込こんだ。

　もっとも複ふく雑ざつなのは見た目だけで、実じつ際さいにはろくに分ぶん岐きが在る訳でもない単純な道である。単に詩月が曲がり角を多く造つくる為ために、やたらあちこちで曲がりくねらせているだけの事だ。

　次々と出くわす曲がり角を早足で抜けていく優樹達。

　八つ目の角を曲がろうとしたその瞬間──

「────⁉」

　物もの凄すごい勢いきおいで物もの陰かげから飛び出してきたものがある。

「──わわっ⁉」

　少し情けない感じで驚きの声を上げながらも咄とつ嗟さに優樹は両手を突つき出す。

　一ひと抱かかえ程ほどの塊かたまり。

　真まっ直すぐ優樹の方へと突っ込んできたそれは、突き出された優樹の腕うでの間にすっぽりと塡はまり込み──しかし優樹はというと受け止めて踏ん張りきれず、その塊の勢いに負けてその場に転てん倒とうした。

　衝しよう撃げきに目を白黒させながら彼は自分が両手で抱かかえているものに視線を落とす。

　それは──

「……紅葉⁉」

　それは小さな狐きつねだった。

　獣けものの状態の紅葉だ。

　だが……この取り乱した様子は一体どうした事だろうか。何かに怯おびえているのか単に混こん乱らんしているのか──紅葉はしばらく優樹の腕うでの中でばたばたと暴あばれ回っていたが、自分を抱だきかかえているのが優樹だと分かったらしく、まるで何かのスイッチを切ったかの様に大人しくなった。
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　明らかに尋じん常じようの状態ではない。

「ど……どうしたの？」

　優樹が尋ねても、狐の状態の紅葉は人じん語ごを喋しやべれない。

　口の中の構こう造ぞうが違ちがうから当然だ。きゅんきゅんと怯えた犬の様な声を出すものの、人間形態に戻もどるでもなく、ひたすら優樹の腕の中で小さくなっている。

「はい、葉っぱ」

　といつもの様に詩月が葉っぱを渡わたしてやっても、変身する気配は無い。そんな事も思い付かない位に混乱しているのか──あるいは怯えているのか。

「どうしたんだよ紅葉？　何があったんだ？　説明してくれないと分からない──」

　優樹が腕の中の仔こ狐にそう尋ねた──その瞬間。

　まるで紅葉を追ってきたかの様に、曲がり角の向こう側から悠ゆう然ぜんと姿を現す細ほそ身みの人影が在あった。

「ネレちゃん？」

「…………え？」

　優樹は詩月の言葉にふと眼めを挙あげて──凍こおり付いた。

　それは見た限り確かにネレイドだった。

　ネレイドと同じ顔だった。整った顔立ち。白い肌はだ。紅い瞳。コードで束ねた蒼いポニーテール。優樹の知るネレイドの顔と寸すん分ぶんの違いもない。

　しかし……

「……ネレイド……？」

　ネレイドはセーラー服ではなく見み慣なれぬ衣装を──黒っぽくてポケットのたくさん付いた、まるで映画で特とく殊しゆ部ぶ隊たいが着ているかの様な服を着て、右手には例の散弾銃を携たずさえていた。だがそんな衣装を彼女は持っていなかった筈はずだ。だからこそ彼女は当とう初しよ、素すっ裸ぱだかで優樹達の前に出てきたのである。

　ではこの衣装は何だ。いかにも戦せん闘とう服ふくの様なこの恰かつ好こうは。

　まさか詩月が出したのか？

　いや──

「……いや……」

　違う。優樹の脳のう裏りに直ちよつ感かんが閃ひらめく。

　これは──違う。ネレイドとは違うモノだ。

「…………」

　戦闘服姿のネレイドが紅い瞳で優樹達を見る。

　同じ様に感情を含ふくまぬ硝子ガラス玉だまの様な眼。

　だが優樹は──ぞっとした。

　視線ではなくまるでレーザー・サイトの照しよう準じゆん線せんを向けられているかの様な焦しよう燥そう感かんが脳裏に渦うずを巻く。今この瞬間にもその視線に沿そって致ち命めい的てきな一いち撃げきが音よりも早く飛んでくるのではないか──そんな恐きよう怖ふ。

　優樹が咄とつ嗟さに動けたのはその想像故ゆえの事だったろう。

「────！」

　優樹の印象を裏付けるかの様に──何の躊躇ためらいも含まぬ機械そのものの動作でネレイドの腕が動き、ＳＰＡＳ12の大きな銃口が優樹達に向けてぴたりと据すえられる。

　優樹は反はん射しや的てきに紅葉を庇かばいながら地に伏ふせ……しかしそこまでが彼の反射速度の限界だった。詩月達に注意を促うながすべく「伏せて！」と叫さけんだその瞬間には、散弾銃の銃口は炎ほのおと弾だん丸がんを吐はき出していた。

　轟ごう音おん。

　同時に優樹の頭とう髪はつを何かがかすめて飛び去っていく。

　恐おそらくは散弾の一発だろう。本当に際きわどい処ところだった。あと、十センチ頭部が上に在あったなら間違いなく弾たまは優樹の脳にまでめり込んでいただろう。銃の威い力りよくに関しては優樹もよく知らないが、この至し近きん距きよ離りで頭に喰くらえば、いくら小さな散弾一発でも致命的な傷になるに違いない。

　先の予感に加えて怯えきった紅葉を胸に抱いていたからこそ、優樹は未まだ他の少女達に較くらべて緊きん張ちようの度合いが強かった。それが反応の早さに繫つながったのだ。

　だが──

「わっ⁉」

　悲鳴が上がる。

　咄嗟に振ふり返った優樹には、手足だの首だのがばらばらになってその場に転がる春香と秋菜が見えた。散弾の直撃を受けたのだろう。だが被ひ害がいらしい被害はその二人だけの様だった。とりあえず詩月と冬ふゆ美みと夏輝はとっさに散弾の殺さつ傷しよう圏けん内ないから飛び退のく事が出来たらしい。

　そして──

「あたたたた──何すんのよネレイドっ！」

　普ふ段だんは皮肉っぽく構かまえている秋菜も怒おこった様子で叫さけぶ。春香も春香でばらばらになって地面に転がりながらも大声で怒ど鳴なった。

「見み損そこなったわネレイド──優樹君争そう奪だつに武力を使うなんて卑ひ怯きようよ⁉」

　さすが幽ゆう霊れい──散弾を喰らっても全然平気っぽい。

　とりあえず優樹はいつもと変わらず秋菜と春香が元気そうなのにはほっとした。幽霊とはいえ実体化した肉体が在る以上、実際に散弾で撃うたれればどうなるか──優樹には想像がつかなかったからだ。

　とはいえ安心できる状じよう況きようでもない。

「…………」

　一いつ瞬しゆん、ばらばらになった少女達が元気に文もん句くを言っている様子にネレイドは困こん惑わくした様であったが、すぐに考えを切り替かえたのか──数歩前に出て蒼あおい髪かみの擬ぎ人じん機き械かいは優樹達に散弾銃を向け直した。

「くっ──」

　仔こ狐ぎつね状態の紅葉を抱いたまま、優樹は転がる様にして彼女から遠ざかる。詩月や四季少女達シーズン・シスターズは幽霊なのでこれ以上の死は無いかもしれないが──優樹と紅葉はそういう訳にはいかない。

　しかし──

「ちょっとネレイド、止やめなさいってば！」

「そんな事したら優樹君死んじゃう──」

　当然ながら優樹が逃にげるよりも散弾銃が射しや角かく修しゆう正せいする方が早い。

　四季少女達の叫さけびを無視して銃口が優樹達を照準する。

「優樹っ‼」

　詩月が悲鳴じみた声で叫ぶ。

　その瞬間──

　ごつり。

　銃声の代わりにそんな──耳に残る様な硬かたく重い音がした。

　ネレイドの動きが止まる。

「…………」

　息を吞のむ一同の視線が彼女の左ひだり腕うでに集中した。正確にはそこに深々と突つき刺ささっている大振りのコンバット・ナイフに。

　訳が分からない、といった様子で首を傾かしげるネレイド。

　それはネレイドが持っていたのと同じナイフだ。なのにその刃身ブレードは彼女の左肘ひじの辺あたりに刺さっている。いや──刺さるなどという表現では生なま易やさし過すぎる。幅はば広ひろの刃身によって彼女の左肘は半分以上切せつ断だんされ、皮一枚で繫がっている様な状態だった。

　誰かがナイフを投げたのだろう。

　しかし誰が？

「…………〈02〉」

　ネレイドがその紅あかい眼めをわずかに動かして言った。

　反射的にその視線を追った優樹は──

「ネレイド⁉」

　鈴乃宮学園を背にしてそこに立つ蒼い髪の人造少女を見た。

　それも確かにネレイドだった。

　思わず優樹は視線を右往左往させる。

　先の──銃じゆう撃げきしてきた方のネレイドが『違ちがう』というのは直ちよつ感かん的てきに分かったものの、改めて二人のネレイドの容よう貌ぼうを見れば、彼女等は気味が悪い位にそっくりであった。衣い装しように差が無ければ恐おそらく判別は困こん難なんを極きわめるだろう。

　後から現れたネレイドはセーラー服を着て立っている。恐らくはあれが優樹が一いつ緒しよに登校しそして一緒に授業を受けていたネレイド本人だ。

　では──こっちの蒼い髪の少女は誰だ。

　まさか偶ぐう然ぜん似ている無関係な他人、などという事は無かろう。双ふた子ごでさえも此こ処こまでは似るまい。全く同じ顔。同じ瞳ひとみ。同じ髪。何かの悪い冗じよう談だんの様だった。

「〈03〉ですか」

　セーラー服のネレイドは言った。

「形状及および各種反応から〈02〉と推すい察さつします。しかし識しき別べつコードを確かく認にんできません」

　セーラー服のネレイドの問い掛かけには答えず──戦せん闘とう服ふくのネレイドが言う。

「識別コードは発信しています。〈03〉。そちらの受じゆ信しん機き能のうに障しよう害がいがあると推察します」

「私の自己診しん断だん機き能のうには問題なしと出ています」

「自己診断機能そのものに異常が在ると考えられます」

「その可能性は三パーセント未満です」

「…………」

　セーラー服姿のネレイドが黙だまり込む。

　しばしの沈ちん黙もくの後、彼女は──〈02〉は口を開いた。

「〈03〉。貴女あなたは何をしているのですか。貴女の行動は明らかに常じよう軌きを逸いつしています。敵性行動に出ていない存在に向けて発はつ砲ぽうする権けん限げんは設定されていない筈はずです」

「…………」

　今度は〈03〉と呼ばれたネレイドが束つかの間ま沈黙する。

「〈03〉。行動の指し針しんを述のべてください」

「合衆国の為ために戦っています」

　淡たん々たんと促うながす〈02〉に対して〈03〉はようやくそう言った。

「……合衆国は滅ほろんでいません。戦争も在ありません。此処は特とく殊しゆな空くう間かんです。我々の本来想定された活動場所ではありません」

「それを証明できますか」

「…………」

　再び〈02〉が黙り込む。

「警けい告こく。〈02〉、貴女は私に対して敵性行動に出ました。私は行動規則第四八二条三八四項こうの補ほ則そくにより貴女を『敵』と判断します。否定する場合は識別コードを発信した上で待たい機き状態に入ってください」

　無表情に告げる〈03〉。

　だが〈02〉の言う事が正しければ、たとえ〈02〉が識別コードを発信しても〈03〉はそれを確認する事が出来ない。結局は敵と判断されてしまうだろう。

「…………」

〈02〉はしばし懊おう悩のうするかの様に沈黙して〈03〉と優樹達を見み比くらべていたが──

　──だん！

　と音を立てて地を蹴けった。

　凄すさまじい脚きやく力りよくである。優樹達には何が何だか分からない内に〈02〉は〈03〉に肉にく薄はくしていた。〈03〉は当然ながら反応して銃口を向けるものの──それは接近しつつ素す早ばやく伸のばされた〈02〉の腕に払はらわれて〈02〉そのものを照準出来ない。

「な……な……何をやってんだよ⁉」

　優樹がようやくそう声を出した時、二体のネレイドは物もの凄すごい早さで互たがいの腕を取り合っていた。まるで関節技わざを狙ねらう格かく闘とう家か同士の様に、互いの腕を弾はじき、しかし素早く其それを戻もどして相手の手を取ろうと動く。

〈03〉が突とつ然ぜん、ＳＰＡＳ12を手放す。

　ただでさえナイフで左腕が殆ほとんど破は壊かいされている上に、この互いに手が相手に届く様な相そう対たい距きよ離りでは重く長い散さん弾だん銃じゆうを持っている方が不ふ利りだと判断したのだろう。

　落下するＳＰＡＳ12。

　それを──〈02〉の足が蹴り上げた。

　まるで曲きよく芸げいの様に蹴られて跳はね上がった散弾銃がくるりと回転して〈02〉の手の中に銃じゆう把はを滑すべり込こませる。上下逆さまではあるが構わず〈02〉は銃把を握にぎりしめて小指を引き金に掛け──だがその瞬しゆん間かん、身軽になった〈03〉が戦闘服の腰こしから抜ぬいた自動拳けん銃じゆうが〈02〉の額ひたいに向いていた。

　一瞬──世界が凍こおり付いたかの様に緊きん張ちようする。

「…………」

　人間ならばそこで互いに銃口を突つき付けたまま睨にらみ合いにもつれ込んだかもしれない。

　だが──ネレイド達は躊躇ためらう気配も見せずに引き金を引いた。

　咄とつ嗟さに首を振ふった〈02〉の側頭部を拳銃の弾たまが削けずって飛び去り、同時に発はつ砲ぽうされた散弾銃は〈03〉の左腕を完全に肘ひじから破壊──今度こそ引きちぎられた左腕は、ごとりと音を立てて地面に落ちた。

「…………！」

〈03〉は跳ちよう躍やく。

　牽けん制せいなのだろう──拳銃を三発連れん射しやしながら着地して更さらに跳躍。〈02〉はわずかに身を捌さばいて銃弾を回かい避ひし、左手を添そえて正しく構え直した散弾銃を〈03〉に向ける。

　だが──

〈02〉は引き金を引かなかった。

〈03〉が逃にげた方向に──つまりは射線上に優樹や四季少女達シーズン・シスターズの姿が在あったからである。

　物凄い速度で優樹達の間を駆かけ抜けて走っていく〈03〉。

　優樹達はというとただ呆あつ気けにとられてその姿を見送るしか出来ない。

　束の間〈02〉は躊躇うかの様に銃口を小こ刻きざみにゆらしていたが──

「──有ゆう効こう射しや程てい外がいです」

　彼女はそう呟つぶやいて散弾銃を降ろした。

〈03〉の姿はすぐに角を曲がって消えていた。さすがにアンドロイド──左腕を吹ふっ飛ばされても全く平気な様子だった。恐らく痛みなど無いか、在っても必要に応じて遮しや断だん出来るのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶですか──優樹」

　振り返ってネレイドが尋たずねてくる。

「大丈夫って……そっちこそ大丈夫なの？」

　ネレイドの額には大きく抉えぐれた様な傷が刻きざまれていた。まあ首にナイフを刺さした時の傷と似たような深さだから──形状記き憶おくプラスチックとやらを熱処理すれば元に戻るのかもしれないが、それでも白い彼女のこめかみを横切る傷きず痕あとはひどく痛いた々いたしいものに見えた。

「問題在りません」

　ネレイドはやはり無表情に言う。

「い……今のは？」

「〈03〉。同時期に造られた試作体の内の三番機です。基本仕し様ようは私と同一。ただし個体識別用に〈03〉の識別コードが割り振られ、私とは微び妙みように経験データが異なります」

　さすがにびっくりした様子で尋ねる詩月にネレイドは淡々と答える。

「ええと……その、ネレイドの妹って事？」

「概がい念ねん的てきには『妹』よりも『分身』の方が近いかと思われます」

「……は……はあ」

　優樹達はただ曖あい昧まいに頷うなずくしかない。

　しかし続けてネレイドはとんでもない事を言い出した。

「〈03〉は報復アベンジヤーモードで稼か働どうしています」

「報復モード？」

　つまりそれはネレイド達に内ない蔵ぞうされる戦争用プログラムの事ではないのか。

「彼女は合衆国の存在が確かく認にんできず、また僚りよう機き同士の相そう互ご確認を行う為ためのシステムが誤ご作さ動どうを起こしています。他ほかにも幾いくつか機き能のう異い常じようを起こしていると推察され、結果的に本来、現げん状じよう況きよう下かでは作動しない筈はずの報復モードが作動している様です」

「……いや、よく分からないけど、それって」

　優樹は一瞬言葉を口にするのを躊躇ためらった。

　だがネレイドは構かまわず自らその結論を口にした。

「人間的な言い回しをすれば──〈03〉は狂くるっています」

「…………」

　言葉を失う優樹。

　その時──

「あーっ⁉」

　今いま更さらながらに悲鳴が上がる。

「な……なに？」

　びくりと身を震ふるわせて振り返った優樹は、詩月や夏輝、冬美に組み立てて貰もらっている秋菜と春香の姿を見る。そういえば状況に圧あつ倒とうされるままだったので確認もしていなかったのだが、やはり散弾銃は彼女等をばらばらにしただけで、何ら痛みや損そん傷しようを与あたえてはいないらしい。二人とも特に痛がったり苦しんでいる様子は無い。

　しかし──

「私の左腕うでっ‼」

　秋菜が叫さけぶ。

　そう。

　秋菜の左腕が──無い。どこにも見当たらない。既すでに秋菜も春香も殆ほとんど組み立て終わっているので他の部品に紛まぎれているという事もあるまい。また優樹は辺りを見回してもみたが、それらしい人体部品は何ど処こにも落ちていない。かといっていくら強力な散弾銃とはいえ、銃で撃うたれた位で目もく視しできない程ほど遠くにまで腕が丸ごと吹ふっ飛ぶとも思えなかった。

　つまり。

「──まさか」

　左腕。

　それは──

「〈03〉が持ち去った様です」

　同じ顔をした擬ぎ人じん機き械かいの去っていった方向を見み据すえながらネレイドは言った。
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〈03〉は戦せん闘とう機き動どうを解かい除じよして立ち止まった。

　ようやく安全圏けん内に移動したと判断しての事である。〈02〉に搭とう載さいされている各種感知器はハードウェア的には〈03〉と同一のものだ。経験情報によって制せい御ぎよソフトウェアが改良される事は有り得るが、現時点で性能的に大きな差が出る可能性は低い。つまり〈03〉が〈02〉を捕ほ捉そく出来ない距きよ離りにまで移動すればとりあえずは〈02〉も〈03〉の存在を見失ったと判断して良い。

　無論〈02〉の側そばにいた個体の能力は未知数だが、現時点の最新技術を注ぎ込まれて造られたＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉ以上の索さく敵てき能力を持っているとは考えにくい。

「…………」

〈03〉は実包を半分以上消費したベレッタＭ９２ヴァーテックの弾だん倉そうを交こう換かんしてからホルスターに収しゆう納のう。ようやく自由になった右腕を上げて顎あごでくわえたままであったものを保ほ持じした。

　逃とう走そう時じに拾ってきた左腕である。

　寸すん秒びようを争うあの戦闘時にどうしてそれを咄とつ嗟さにくわえたのか……実を言えば〈03〉自身にもその理由は分かっていなかった。ある種の衝しよう動どうの様なものに促うながされ〈03〉は獲え物ものに嚙かみ付く肉にく食しよく獣じゆうの様にその腕をくわえ込んでいた。

　しかし──

「…………」

〈03〉は破は壊かいされた自分の左腕に視線を移す。

　既に皮ひ下か循じゆん環かん剤ざいの流出は回かい路ろ閉へい鎖さにより停止しており、その断だん面めんからは途と中ちゆうで切断された金きん属ぞく骨こつ格かくや各種コード、蓄ちく動どうプラスチックを利用した人工筋肉の断だん片ぺんがのぞいている。人間の肉体を手本として作られてはいるが、それは明らかに人間の傷きず痕あととは異い質しつなものだった。

「…………」

〈03〉は手にした秋菜の腕を見る。

　人間の──手。

　本物の人間の一部。

　…………

『偽にせ物ものめ！　人間の紛まがい物めが！』

『お前が本物の雪子であったなら……』

　…………

　不ふ意いに脳のう裏りを過よぎる記録。

　聡一郎の言葉。

「……本物に……なる……」

　言葉にしてみると何な故ぜかそれは自じ明めいの事として〈03〉の意識は認にん識しきした。

　それは実の所──とても簡単な事では無かっただろうか。

　模も倣ほう品ひんがいけないのであれば本物の部品を使えば良い。

　幾いくつも幾つも本物の部品を手に入れてすげ替かえていけば──それだけ本物に近付く事になる。一割の部品を本物に交こう換かんすれば一割が。二割の部品を本物に交換すれば二割が。やがて全すべての部品が本物のそれと交換出来れば……それは即すなわち〈03〉が本物になるという事ではないのか。

　どうしてこんな簡単な理論に気付かなかったのだろうか。

「……本物……」

　呟つぶやいて〈03〉は拾ってきた腕の断面を自分の腕の断面に押おし付ける。

　すると──奇き蹟せきが起こった。

　そんな機能などＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉの機体には無い筈なのに、するするとまるでそれ自体が意志を持っているかの様に動いたコードが拾った腕に絡からみ付き、先せん端たんを肉の中に潜もぐり込ませ、互たがいの断面を縫ぬい止めてしまったのだ。

　しかも……

「…………」

　紅あかい瞳ひとみが見守る先で指先がぴくりと動いた。

「……おお…………」

〈03〉は喜き悦えつの声を漏もらす。

　ぴくりぴくりと痙けい攣れんしていた指先は、次し第だいに秩ちつ序じよだった動きを示しめす様になり……一分を経けい過かする頃ころには元より〈03〉の一部であったかの様に問題無く稼か働どうする様になっていた。

「…………おおお……」

　自らの腕を見つめながら〈03〉は震ふるえる。

　あるいは──その瞬しゆん間かんから既に〈03〉は人間になれていたのかもしれない。

　機械は発はつ狂きようしない。少なくとも妄もう執しゆうによって狂くるったりはしない。

　妄執によって狂うのは──この地上広しといえども人間という生き物だけだった。
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　腕うでの中で震ふるえている小さな獣けもの。

　その余あまりに軽い感かん触しよくに戸と惑まどいながら優ゆう樹きは溜ため息いきをついた。

「どうすればいいんだろう……」

　此こ処こは保健室である。

　とりあえず優樹達は鈴すず乃の宮みや学がく園えんの校こう舎しやに戻もどってきていた。

　あの〈03〉がいつ再び襲おそってくるかも分からないし紅葉もみじの様子も心配であったからだ。

　少なくとも校舎の中にはいくらでも立てこもる場所が在あるし、保健室に常じよう駐ちゆうしている小さ竹さ乃のが紅葉を診みてくれる。校外でうろうろしているよりは遥はるかに安全と言えた。

　とはいえ……これからどうするのかという目め処どは未いまだ立っていない。

　紅葉がしがみついて離はなれないので優樹は保健室に居いる訳だが、詩し月づきや四季少女達シーズン・シスターズとネレイドは作戦会議と称しようしていつもの壱いち年壱組の教室にこもっている。

　ちなみに、いちいち『戦せん闘とう服ふく姿のネレイド』『セーラー服姿のネレイド』と呼び分けるのも面めん倒どうな上にややこしいので〈02〉の方を今まで通りネレイドと呼び、もう一体を機体番号の〈03〉と呼ぶ事にしていた。

　それはさておき。

「紅葉──」

　彼女は相変わらず仔こ狐ぎつね状態のまま、まるでショック症しよう状じようでも起こしたかの様に優樹のシャツにしがみついて震ふるえている。

　此処まで激はげしい恐きよう慌こう状態に紅葉が陥おちいるのは優樹の眼めからしてかなり意い外がいだった。

　確かに銃じゆうで撃うたれれば怯おびえもするだろうが、同様に撃たれた秋あき菜なは左腕うでが無い事の不都合を訴うつたえる以外はけろりとしているし、他の者達も意外と冷静だ。

　最初にあの〈03〉と出会ったショックは大きいだろうが──しかし元々常識が欠けつ如じよしている上にお気き楽らく極ごく楽らく脳のう天てん気きが身上の紅葉がここまで怯えるとは予想外と言う他ほか無かった。

「紅葉？　もう大だい丈じよう夫ぶだから、大丈夫」

　言って狐の背中を撫なでてやるものの、一向に震えが収まらない。

「鎮ちん静せい剤ざいでも打てればいいんですけどね」

　奥おくでお茶を煎いれていた小竹乃が戻ってきてそう言った。

「でも今注射なんか打ったらそれこそ心しん臓ぞう発ほつ作さを起こしかねないですし」

「錠じよう剤ざいとか無いんですか？」

　湯ゆ飲のみを小竹乃から受け取りながら優樹は尋たずねてみた。

「どうやって飲ませます？　普ふ通つうの犬に飲ませるみたいに、無理矢理口をこじ開けて錠剤を口の中に放ほうり込んで殴なぐりますか？」

「殴るって──」

　さすがにそういう訳にもいくまい。

　というか……いくらなんでもそれはちょっと酷ひどくないだろうか。

「ひょっとして獣じゆう医いって皆みな、錠剤を犬に飲ませるのにそんな方法とるんですか？」

「いや、それがスタンダードかどうか知りませんけど。私は本来人間が専門ですし。とにかく殴られたショックで飲み込んじゃうそうなんですが」

　と小竹乃。

　それから彼女はふと何か思い付いた様子でにっこり微笑ほほえんだ。

「そうじゃなかったら口移しで」

「…………いやそれもなんか」

　よく考えれば今は狐の状態なので意識しなければどうという事も無かろうが──優樹としては普ふ段だん、少女の状態を見み慣なれている分、どうにも抵てい抗こう感かんが在る。

「まあ薬に頼たよるのは最終手段と思った方がいいですよ」

「はあ……」

　曖あい昧まいに頷うなずく優樹。

「でもどうして紅葉、こんなに怯えるんでしょう。そりゃ銃で撃たれたら怖こわいですけど、実じつ際さいには怪け我がしてない訳だし」

　それともあの〈03〉と接せつ触しよくした際に他に何か物もの凄すごく怖い思いでもしたのだろうか。

「……ああ」

　小竹乃が微び妙みような表情を浮うかべる。

　何か知っているらしい。優樹が目め線せんで促うながすと彼女はしばらく迷まよう様に空中を見つめていたが……溜め息を一つついて紅葉を見つめた。

「私も詳くわしい事は知らないのですが──紅葉ちゃんは以前、人間に飼かわれていたらしいんですよ」

「……人間に？」

　まあ確かにそういう事であれば人間への──優樹への懐なつき方も理解は出来る。犬と異ことなりどれだけ狐に飼い主への帰き属ぞく意い識しきが在るのかは分からないが……少なくとも野や生せいの狐に較くらべれば人間に対する警けい戒かい心しんは遥はるかに薄うすいだろう。

「で……彼女がどうして人間に飼われる事になったかっていうと、彼女が未まだ親離ばなれ出来ていない時に人間が彼女の親を撃うち殺してしまったらしく」

「…………え？」

「たまたまその人間が未だ親離れできていなかった紅葉ちゃんを見つけて、彼女を連れ帰ったんですよ……自分の子供にプレゼントするペットとして」

「それは……」

　つまり。

　紅葉は自分の親が人間に射しや殺さつされる現場を見ていたという事になる。

　それは心理的外傷トラウマになるのも当然だろう。特に散さん弾だん銃じゆうがすばしっこい中型の獣けものや鳥を撃つのに使われるという事は優樹も知っている。そして狐と言えば鶏にわとりや兎うさぎを飼う農家にとっては大事な家か畜ちくを襲おそう害がい獣じゆうだ。狐の様な数の減りつつある野生動物に対しては保ほ護ご指し定ていをしている地区も多かろうが──いくら法律が在ろうと現場の人間の間でそれが守られているかどうかはまた別問題である。

「でも……よく彼女はそれで人間嫌ぎらいになりませんでしたね」

「その辺の事情は私もよく知らないのですが」

　と前置きして小竹乃は言った。

「彼女の中には飼い主だった人間を慕したう気持ちと、親を殺した人間を恐おそれる気持ちの双そう方ほうが在るのでしょう。ですが──後者は主に『銃』に仮か託たくされているのではないですか」

「でも……最初にネレイドが散弾銃を持っていた時は割と気にしてなかった様子でしたが。同じ銃だと分かっていなかったのかな」

　ネレイドの持っている銃は同じ散弾銃と言っても猟りよう銃じゆうの類たぐいではなく警けい察さつ用軍用として主に開発された代しろ物ものである。外がい見けんの印象はかなり違ちがう。

「あるいは──発はつ砲ぽうしなかったからではないですか」

「……あ」

　優樹は納なつ得とくした。

　犬科の獣は嗅きゆう覚かくが優すぐれる余あまりに、時には視し覚かくよりも嗅覚に頼たよってしまう様な処ところが在るという話を聞いた覚えが在る。そういえば初めて優樹が紅葉と出会った時も、まず最初に彼女は匂においを嗅かいでいた様に思う。

　紅葉にとってもっとも銃としての印象が強く、拭ぬぐい難がたい恐きよう怖ふの象しよう徴ちようとなっているのは、その色でも形でもなく、発砲された瞬しゆん間かんの轟ごう音おんと火か薬やくの匂いなのではないか。

「ひょっとしたらネレイドさんの持っている散弾銃は未だ一度も発砲されていないのかもしれません。だから火薬の匂いがついていないとか」

「なるほど……」

　確かに在りそうな話だ。

「まあ何にしても」

　小竹乃はそっと手を伸のばして紅葉の背中を撫なでながら言った。

「さすがにずっとこのままという訳ではないでしょうから……もう少し落ち着くまで抱だいていてあげてくださいな」

「……分かりました」

　優樹は頷いた。
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「実じつ際さい──どうしたもんだかね」

　溜ため息いきをついて夏なつ輝きが言った。

　壱いち年壱組の教室での事である。

　詩月と四季少女達シーズン・シスターズ、それにネレイドはそれぞれ思い思いの場所に腰こしを掛かけながら〈03〉対たい策さくについて話をしていた。やはりこういう時には性格がよく現れるのか、詩月と冬ふゆ美みはきちんと椅い子すに真まっ直すぐ座すわっているものの、春はる香かと秋菜は机の縁ふちに引っかける様にして腰掛けているし、夏輝に至いたってはスカートが広がるのも気にせず天板の上にあぐらをかいていたりする。ただ一人──ネレイドだけはまるで被ひ告こく人にんの様に彼かの女じよ等らの側そばに黙もく然ねんと立ったままだった。

「秋菜。とりあえずは大だい丈じよう夫ぶ？」

「まあねー」

　この面子メンツの中では一番被害を被こうむっている筈はずの秋菜だが、悲ひ壮そう感かんという意味では一番軽い。元々の性格も在あるのだろうが──実じつ際さい、元よりすぐにバラける幽ゆう霊れい少女にとって腕うでの一本が欠けている程てい度どはさしたる不都合も無いのだろう。

　とはいえ……

「私達は元々もう死んでるから『殺される』事はないけどさ。でもばらんばらんにされて身動きできない状態ってのはぞっとしないかも」

「……うーん」

　腕を組んで呻うめく詩月。

　まあ確かに『死なない』事が即すなわち一いつ切さいの苦く痛つうから解放されるという意味ではない。全身を解体されて身動きできない様な状態に置かれれば……それは死ぬ事さえ出来ない分、遥はるかに辛つらいという想像はつく。無限にストレスが溜たまっていく訳だから、何というか──おかしくなってしまう事だってあるだろう。

「まあ私達はともかく」

　春香が言う。

「問題は優樹君と紅葉ちゃんでしょ。あの二人は生身な訳だし」

「撃うたれたら死んじゃうもんね」

「でもそれって……」

　冬美が呟つぶやく様に言う。

「優樹君──私達と一いつ緒しよになるってだけなんじゃ……」

「…………」

　何ど処こかはっとした表情で顔を見合わせる四季少女達シーズン・シスターズ。

　微び妙みような沈ちん黙もくが一同の間に漂ただよう。

「……それって……いいかも」

　どういう想像ビジヨンが脳のう裏りで展てん開かいされているのか──何処かうっとり呟く春香。

　しかし──

「いいわけあるかい！」

　ばん！　と机を平手で叩たたく音が教室に響ひびく。

　平手の主は夏輝だ。彼女は顔をしかめて春香を睨にらんでいる。普ふ通つうの人間なら思わずびびってしまいそうな剣けん幕まくだったが、さすがにそこはいつも一緒に居いる仲なかだからか、春香は小さく肩かたを竦すくめて言った。

「冗じよう談だんよ冗談。彼は大事な『明日に行く人』だからね。まあでも──ごめん」

「ごめんなさい」

　元ネタ発言の主である冬美も項うな垂だれて言う。

「……分かってれば良いけどさ」

「で──ネレイド」

　秋菜が人造少女に向き直って言った。

「どうしたら良いと思う？」

「…………」

　ネレイドは沈黙したままである。

　答える必要を認めていないのか。あるいはどう答えて良いのか分からないのか。無表情な白い顔からは何も読みとる事が出来ない。

　だが──

「嫌いやな言い方だけどさ。あんたには責任が在ると思うんだよね」

　夏輝が顔をしかめて言ってくる。

「あんたに悪あく意いは無かったのかもしれないけど、今こうして洒落しやれにならない状じよう況きようになってる訳じゃんか。アタシ達としては、今の状態じゃ素す直なおにあんたを受け入れられないんだよ。大体あの〈03〉ってのが狂くるったんだってのなら、同じロボットのあんただっていつおかしくなるか──アタシ達には分からない訳だし」

「夏輝──それはちょっと言い過すぎ……」

　慌あわてて冬美が口を挟はさむが夏輝は構かまわず言葉を続けた。

「分かってる。分かってるけど事実でしょ。誰だれかが言わないと意味ないじゃん」

「…………」

　冬美が黙だまり込む。

「何か筋すじを通すなり、『私は違ちがう』って証しよう拠こを見せて貰もらうなりしないと安心できないんだよ。私等はいいよ、元々死んでるんだし。これ以上死ぬって事は無いだろうよ。でも優樹や紅葉が死んだりするのはアタシ、やだよ」

　夏輝の眼めに硬かたい光が宿る。

　一同は無言。そこへ畳たたみ掛かける様にして夏輝は言葉を続けた。

「あんた達だって覚えてるでしょ。無理矢理に他ほかから与あたえられる『死』がどういうものだったか。他に何も覚えていなくてもあれだけは忘れられないでしょ⁉　洒落にならない位に覚えてるでしょ？」

「…………」

　それは夏輝の言うとおりだった。

　空くう襲しゆうによって焼け死んだ少女達。その少女達の苦く痛つうに引き裂さかれた魂たましいを集めて人格を再さい構こう築ちくしたのが四季少女達シーズン・シスターズである。彼女等にきっちりとした『前世』の記き憶おくは無いものの、身を焦こがし引き裂く死の苦痛と恐きよう怖ふだけははっきりと残っている。そうしたどす黒い部分は可能な限り詩月が排はい除じよした上で四季少女達は組み立てられているが──その排除した部分が固まって出来たのがこの世界での『悪あく霊りよう』である──それでも四季少女達にその時の記憶が無い訳ではない。

　最も根こん元げん的てきで原げん初しよ的てきな恐怖の情景。

　普段はお気楽に振ふる舞まう彼女等の中に……しかしそれは厳げん然ぜんと刻み付けられている。むしろだからこそ彼女等は脳のう天てん気きに振る舞うのだ。自分達の中の重い重い記憶を何とかして紛まぎらわす為ために。

「あんなのを優樹や紅葉に味あわせたいの？　殺されるってどういう事か、他人の都合で未来が断ち切られる事がどういう事か──他の誰が知らなくても私達は知ってるでしょ⁉」

　重苦しい沈ちん黙もくが食堂に満ちる。

　夏輝はしばし息を荒あらくして一同を見回していたが……さすがに自分でも激げつ昂こうが過ぎたと思ったのか、決まり悪そうに視線を自分の手元に落として黙り込んでいた。

　詩月。四季少女達シーズン・シスターズ。ネレイド。

　しばし少女達はそれぞれの姿し勢せいでその沈黙の重さに耐たえる。

　やがて──

「そもそも……どうしてあっちは狂っちゃったのかな」

　詩月が首を傾かしげて言った。

　多少ぎこちない物言いなのは、無理矢理にでも話の方向を変えようとしたからだろう。だが夏輝も、無理に話を元に戻もどそうとはせず、頰ほおを搔かきながら沈黙を守っている。

　詩月は一同を見回してから更さらに言った。

「同じもの……ていうか同じ身体からだなんでしょ？　分身って言う位だし。なのにどうしてあっちだけ壊こわれちゃったの？」

「──それは」

　ネレイドが口を開いた。

「搬はん送そう中ちゆうの事じ故この際さいに受けた損そん害がいに差が出ているからだと思われます」

「それはまあ分かるんだけど──なんて言うか、ただ壊れてるだけって感じじゃない様に思えるのよね。大体どうして彼女は秋菜ちゃんの腕うでを持って行っちゃったんだろ？　とれた腕の代わりにするとかかなぁ？」

「いくらなんでもそりゃないでしょ」

　当の秋菜が苦く笑しようする。

「ロボットと幽ゆう霊れいの腕なんて繫つながる筈はず無いし」

「そりゃそうか」

　と頷うなずく詩月。

「何はともあれ──」

　春香がまとめる様に言う。

「あの〈03〉ってのをこのまま野放しには出来ないでしょ」

「出来ないね」

　と秋菜。

「まあでも狂ったロボットなんてぶっ壊してスクラップにする位しか無い──って。ごめん。ちょっと無む神しん経けいな発言だったわ」

「謝しや罪ざいの意味が分かりません」

　と謝あやまってくる秋菜にネレイドは言った。

「私としても一度〈03〉に対して攻こう撃げきを行った以上、今後〈03〉は私に対して交こう渉しようの余よ地ち無く攻撃的行動に出るでしょう。私達ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉは一定の自己修復機能を備そなえている上に、電源を切るという概がい念ねんが在ありませんから〈03〉完全に無力化する為には破は壊かいするしか在りません」

　それはいかにも戦争用アンドロイドらしい理り路ろ整せい然ぜんとした──そして情け容よう赦しや無い結論ではあった。そこには自分の姉し妹まい機を、分身を破壊する事への躊ちゆう躇ちよや感かん慨がいなど微み塵じんも感じられない。

　ただ……

「そういえば……」

　ふと秋菜が思い付いた様子で言う。

「私、ロボットの事はよく分からないけどさ。優樹や紅葉の事、あの時、あんた助けてくれたよね」

「はい」

「あれは──どうして？　建たて前まえ上じようは第三者を守って味方を攻撃した事にならない？」

　彼女の言葉で一同ははっとしてネレイドを見る。

　そうだ。

　あの瞬しゆん間かん──〈03〉が優樹達に向けて第二射を発はつ砲ぽうしようとしたその時、咄とつ嗟さにネレイドが〈03〉に対してナイフを投とう擲てきしなければ優樹と紅葉は射しや殺さつされていた可能性が高い。

　だがネレイドにとって〈03〉は同型機だ。言ってみれば味方であり同どう胞ほうであり姉妹でもある。自分が先に攻撃されたとか、誰かからの命令が在ったのならばともかく、論ろん理りで動くという意味では人間よりも遥はるかに大たい義ぎ名めい分ぶんに縛しばられるロボットが、味方の機体に対して自じ律りつ的てきに攻撃を加えるというのは……実は物もの凄すごく大変な事なのではないのか。

「問題が在りましたか」

「こっちは凄く助かった訳だけど」

「〈03〉は機能異常を起こしていましたから危険だと判断して攻撃しました」

「でもそれを確かく認にんしたのは先にナイフ投げた後でしょ？」

「…………」

　沈ちん黙もくするネレイド。

「つまりさ」

　春香が今一つ質問の意味を察さつしていないらしいネレイドに質問を嚙かみ砕くだいてやる。

「〈03〉が優樹君達を狙ねらっていた時はネレイドにとって〈03〉は未まだ敵と確定してはいなかったんでしょ？　壊れてるかどうかの確認も済んでなかった訳だし」

「はい」

「だったら確認もしないままに攻撃したらまずかったんじゃないの？」

「しかし」

　ネレイドは何の気き負おいも無く言った。

「攻撃しなければ優樹は射殺されていた可能性が高いです」

「だから……」

　春香が力を込めて言う。

「それでネレイドは〈03〉を傷付て敵対する事になった訳でしょ？　でもそもそもネレイドには優樹君や紅葉ちゃんを〈03〉よりも大事にするだけの理由が何か在ったの？　って聞いてるの」

「…………」

　ネレイドは無言。

　答える積もりが無いのか。あるいは単に迷まよっているのか。

　一同が見守る中でネレイドはおよそ一分間沈黙し……そして唐とう突とつに口を開いた。

「クラスメイトですから」

「…………」

　顔を見合わせる詩月達。

　それは平へい凡ぼんと言えばこれ以上は無いという位に平凡な答えであった。もしこれが人間の口から出た言葉であったなら──誰の耳にもひどくありきたりでつまらない答えに聞こえた事だろう。

　しかし……

「問題が在りましたか」

　詩月達が不ふ審しんがっているとでも思ったのかネレイドはそんな事を聞いてくる。

　四季少女達シーズン・シスターズと詩月はもう一度顔を見合わせ……

「ネレイド」

　夏輝が頰ほおを搔かきながら擬ぎ人じん機き械かいの名を呼んだ。

「はい」

「アタシが悪かった。ごめん」

　言って夏輝は机から降りると真まっ直すぐネレイドに向き直って頭を下げた。

「謝罪の意味が分かりません」

「分からなくていいんだよ。でもとにかくごめん！」

　そう言って夏輝はそっぽを向きながら再び机の上に戻もどる。

　ネレイドは紅あかい眼めを瞬まばたかせながら夏輝を見て──それから一同を見回す。

　秋菜は苦く笑しようしていた。春香と冬美は微笑ほほえんでいた。四季少女達シーズン・シスターズは──かつて人間であった少女達はネレイドの視線を受けると順番に一人一人頷うなずいて見せた。

　最後に自分へと向けられた視線に詩月は笑って言った。

「そうだね。クラスメイトだもんね」

「はい」

　素す直なおに頷いてから──ようやく何かを悟さとったのかネレイドは頭を下げて言った。

「ありがとうございます」




　　　　●　●　●




　いつの間にか眠ねむってしまっていたらしい。

　気が付けば保健室の中には淡あわい闇やみが立ちこめていた。

　小竹乃は何ど処こかに出で掛かけているのか姿は無く、保健室の蛍けい光こう灯とうも消えたままである。未いまだ窓の外は薄うすぼんやりとした明るさを保たもってはいるが……この偽にせ物ものの世界にも朝と夜は存在するので、このまま放ほうっておけば歩くのにも困こまる様な濃こい闇が窓から流れ込んできて保健室を満たす事になるだろう。

「……電気のスイッチって何処だっけ」

　呟つぶやきながら立ち上がる優樹。

　そこで──彼は気付いた。

　薄闇の奥おくから鮮あざやかな緑色をたたえた二つの小さな光が自分を見つめている事に。

　人の姿に戻った紅葉である。

「紅葉……」

　眼が次し第だいに薄闇に慣なれてくる。

「ごめんね──優樹」

　ベッドに腰こし掛かけた状態で紅葉が呟つぶやく様に言った。

　まるで別人の様だった。優樹の知っている紅葉は子犬の様に純じゆん真しんで子犬の様に明めい朗ろうで子犬の様に闊かつ達たつな存在だった筈はずだ。屈くつ託たくの無い彼女の言げん動どうに優樹が救われた事も在ある。

　だがベッドに腰掛けている少女は……見知らぬ他人の様に優樹が初めて見る表情を晒さらしている。姿形は確かに紅葉なのに、彼女を彼女たらしめているものがごっそりと抜ぬけ落ちている様な感じだった。

「いや……別に謝あやまる事ないだろ」

　慰なぐさめてやらねばと思いながらも、とりあえずそんな間抜けな言葉しか出てこない。

「……そっか。そうかな」

　弱々しく紅葉が笑う。

「そうだよ。別に何か悪い事した訳でもないしさ」

「……そうだよね」

「もう大だい丈じよう夫ぶなら詩月達の処ところに行こうか」

　言って立ち上がり優樹は紅葉に向けて手を差し出す。

　しかし。

「…………！」

　びくりと紅葉が身を強こわ張ばらせるのが薄闇の中でも分かった。

『彼女の中には飼い主だった人間を慕したう気持ちと、親を殺した人間を恐おそれる気持ちの双そう方ほうが在るのでしょう』

　小竹乃の言葉が蘇よみがえる。

　銃じゆうで撃うたれた事が、記き憶おくの底に沈しずめていた彼女の人間に対する恐きよう怖ふを再び浮うかび上がらせたのだとしたら……今の紅葉にとって優樹は怪かい物ぶつでしかないだろう。彼女を慰めてやりたいとは思うものの、優樹には紅葉に近付く事さえ出来ない。

「ごめん……ね……」

　か細い声が詫わびてくる。

「いや。だから謝る事ないって」

「……紅葉ね……」

　狐きつね少女はベッドの上で膝ひざを抱かかえて小さくなりながら……ふと思いだした様に言った。

「昔……人間に飼われてたんだよ」

「……らしいね。本ほん町まち先生にちょっとだけ聞いた」

　言葉を選びながら優樹は応じる。

「紅葉が一番最初に覚えてるのはね。物もの凄すごく大きな音と火の匂においなの」

「…………」

　優樹は黙だまり込むしかない。

　間ま違ちがいない。銃で親狐を射殺された時の記憶だ。その事実が何年前の事なのか優樹には分からないが、それは原げん風ふう景けいとなって紅葉の心の中にがっちりと食い込んでいるのだろう。

「人間は怖こわいの」

　紅葉は眼を伏ふせながら言う。

「物凄く怖いの。銃で母さんを殺したの……」

「……紅葉」

「でも……」

　ふと泣き笑いの様な表情が紅葉の顔を過よぎる。

「紅葉は人間が好きなの。紅葉は紅葉を可愛かわいがってくれた人の事が好きなの。あの人は身体からだが弱いから学校にも行けなくて。友達も出来なくて。だから私を──紅葉の事を凄く凄く可愛がってくれたの」

「それが……紅葉の飼い主？」

「うん……」

　こっくりと紅葉は頷うなずいた。

「よくあの人が言ってた」

　紅葉は窓の外を振ふり返りながら遥はるか彼方かなたの何ど処こかに視線を投げる。

「寂さびしいって。学校に行きたいって。友達が欲ほしいって。いつもそんな事言ってたの。紅葉を抱だっこしながら『お前が人間だったらなあ』って。あの人は私の事を大事にしてくれたけど、やっぱり人間で。寂しい人間は同じ人間でしか慰められなくて。あの人も同じ歳とし位くらいのお友達が欲しくって。でも家から出る事も殆ほとんど出来なくて。紅葉は──あの人の事が大好きだったけど人間じゃなくって」

「…………」

「私も人間になりたかったの」

　紅葉は視線を優樹に戻して淡あわく笑った。

「だって人間になったら人間を怖がらなくても済すむでしょ？」

「それは……」

　何だか前ぜん提ていと結けつ論ろんが入れ替かわっているというか、何かがおかしい様な気もしたが、とりあえず優樹は黙り込んだ。ここでは先に紅葉に言いたいことを言わせてやった方が良いだろう。部外者の無ぶ遠えん慮りよな理り屈くつを差さし挟はさめる様な過去でない事位は優樹にも分かる。

「人間になりたかったの」

　紅葉は繰くり返す。

「だから人間になりたかったの……あの人の為ために……私自身の為に……だから……」

　もう紅葉自身にも訳が分からなくなっているのかもしれない。

　人間が怖い。

　人間が好き。

　二つの相あい反はんする感情を破は綻たんさせる事無く解決する為には、紅葉は狐であってはいけなかったのだろう。だから必死に彼女は人間になろうとしたのだ。

　しかし──

「でも紅葉は偽にせ物ものだから……」

「……ごめん」

　優樹が呻うめく様に言う。

「変なの」

　紅葉が小さく笑う。

「今度は優樹の方が謝る事じゃないのに謝ってる」

「いや……紅葉のそんな気持ちとか……僕は全ぜん然ぜん知らずに結けつ構こう、無神経な事言ってたなって思って。変だとか何とか」

「いいの」

　紅葉の表情はむしろ優やさしかった。

「私は優樹の事大好きだから。優樹は優しいもの。あの人みたいに優しいもの。だから平気。あの人や優樹みたいな人間が居いるから紅葉は人間が好きで居られるんだよ？」

「…………」

「優樹……抱だっこして」

　唐とう突とつにそんな事を紅葉は言ってくる。

「え……ええっ？」

「私がこれからも人間が好きでいられる様に……」

　甘あまえる様な口く調ちよう。

　優樹は──それを拒こばむ事など出来なかった。

　紅葉を怖がらせたりしない様にと気を遣つかいながらゆっくりと彼女の側そばに腰を下ろす。紅葉は自分から動いて彼の膝ひざの上にちょこんと座すわった。いつもながら紅葉は軽い。本来は子狐一頭分の体重しか無いからかもしれない。それとも女の子というのは皆みなこんなにも軽いものなのだろうか。

　紅葉は背中を優樹の胸に凭もたれ掛かけさせて眼を閉じる。

「紅葉……」

　優樹が腕うでを回して紅葉の身体からだに触ふれると──彼女が反射的に身を固くするのが分かった。

　未まだ彼女の中には恐怖の余よ韻いんが残っているのだろう。

　束つかの間ま躊躇とまどい、しかし思い切って優樹は彼女を背中からしっかり抱だき締しめた。

　人間に親を殺された紅葉。人間が怖い紅葉。

　そんな彼女が『自分が人間を好きでいる為に』抱き締めてくれと望むのならば優樹にそれを拒める筈はずもない。むしろ彼は『それでも人間を好きでいてくれてありがとう』と紅葉に言いたい位だった。

「ん……」

　紅葉の身体から力が抜ぬける。

　自分を抱き締める優樹の腕に指先で触ふれながら紅葉は呟つぶやく様に言った。

「いつかね。いつか本当の人間になったらね──」

「──ん？」

「そしたら……」

　躊躇う様に──恥はじらう様に沈ちん黙もくする紅葉。

　優樹はただ黙だまって言葉の続きを待った。

　だが──

「…………⁉」

　静せい寂じやくは硝子ガラスの砕くだける音によって中ちゆう断だんされた。

「あっ……‼」

　割われた窓まどから入ってくる黒い影かげ。
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　窓硝子を割って入ると言えば先まず泥どろ棒ぼうや強ごう盗とうのイメージが湧わくものだが、その影を見た瞬しゆん間かんに優樹の脳のう裏りに浮うかんだ最初の言葉は『虫』だった。長い手足を使って穴の中から這はい出てくる虫の様に、何処か人間離ばなれした動きでそれは保健室の中に侵しん入にゆうしてきた。

　暗くら闇やみに光る紅あかい眼め。

　狂くるった戦争用擬ぎ人じん機き械かい──〈03〉だ。

　最後に見た時と同じく黒い戦せん闘とう服ふくを着て腕にはごてごてと装そう備びの付いた小しよう銃じゆうらしきものを携たずさえている。薄うす闇やみの中で〈03〉がその銃を優樹達の方へと向けると──紅葉の亜あ麻ま色いろの頭にぽつんと紅い点が灯ともった。

「────！」

　映画で見た事が在ある──レーザー照サ準イ器トだ。

　直進するレーザー光によって標ひよう的てきを素す早ばやく照準する為の装置。わざわざ狙ねらいを付けるまでもなく紅い点を相手に合わせて引き金を引けば銃じゆう弾だんがレーザー光線をそのままなぞって標的に突つき刺ささる仕し掛かけだ。いわば紅い点は喉のど元もとに突き付けられた死に神の鎌かまに等ひとしいものだった。

　一瞬、優樹は恐きよう怖ふの余あまり思し考こうが止まったが……腕の中の紅葉がびくりと震ふるえる感かん触しよくに我われに返った。無論、冷静に状じよう況きようを見み極きわめる様な余よ裕ゆうは無かったものの、差し迫せまる危き険けんに対して咄とつ嗟さに行動に出る程度の理り性せいは復活していた。

「…………！」

　優樹は手に触ふれたものを思いっきり引く。

　それはカーテンだった。保健室で、ベッドの周りに設もうけられたあれだ。咄嗟に彼が引っ張ったカーテンはレールに従したがって滑なめらかに動き、彼や紅葉と〈03〉の間を遮しや蔽へいする。

　無論、銃の前には薄うす布ぬの一枚無いも同どう然ぜんだが──

　ぼぼぼっ‼

　押おし殺した銃声が保健室に響ひびきカーテンに穴が開く。銃声が轟ごう音おんでないのは消音器サイレンサーでも使っているのだろう。カーテンは当然の如ごとく貫かん通つうされたものの、標的を一瞬見失ったせいで照準が狂くるったか、放たれた三発の銃じゆう弾だんは優樹にも紅葉にも命中する事無く飛び去り、保健室の壁かべに食い込んだ。

「くっ……！」

　震える紅葉を抱き上げて保健室の出口へ駆かける。

　廊ろう下かに抜け出た優樹はそのまま必死に走ろうとして──偶ぐう然ぜん視界の片かた隅すみに入ったそれに駆け寄ると肩かたからぶつかった。本当なら拳こぶしでも叩たたき付ける処ところなのだろうが、両手は紅葉を抱き上げていて塞ふさがっている。

　次の瞬間──

「皆みんな──気付いてくれよ‼」

　鳴り響く非常ベルの音の中を優樹は紅葉を抱かかえたまま必死に駆けた。




　　　　●　●　●




　汎はん用ようレールにレーザー照準器を装着したＭ４Ａ１突撃小銃アサルト・ライフルの銃身でカーテンを払はらって保健室を横切りながら〈03〉は笑った。

　本来笑う筈の無い擬人機械は笑っていた──顔の半分だけで。

　右半分は無表情のままなのだが左半分だけは明らかに笑え顔がおの形に歪ゆがんでいる。明らかに異常な状態である。人間であったならば精神異常を疑うたがわれそうな……そんな破は綻たんした表情がそこには在った。

〈03〉の中では尚なおも旧ふるい記録が繰くり返されている。

　まるで呪じゆ文もんの様に──

『偽にせ物ものめ！　偽物め！　偽物め！』

「…………私……は……」

　廊下へと出ながら〈03〉はぶつぶつと小さな声で呟く。

「……本物に……なります……」

〈03〉は己おのれに備そなわった総感知器を動員して『部品』を捜さがす。

　そう──部品だ。

　腕うで。脚あし。胴どう。眼め。鼻。耳……

　此こ処こには豊ほう富ふに本物の部品が在る。〈03〉はそれを狩かって手に入れ、自分を構成する偽物の部品と入れ替かえていけば良い。そうすれば〈03〉は本物の人間になれるのだ。

　そうすれば──

「……本物に…………」

『偽物め！　偽物め！　偽物め！』

「……待っていてください……父様……」

『偽物め！　偽物め！　偽物め！』

「……私は……本物の……雪ゆき子こになります…………」

　だが既すでに『本物』を望み『偽物』を憎にくんだ聡そう一いち郎ろうは亡ない。

　そんな事さえ理解できないまま〈03〉は犠ぎ牲せい者しやを捜して校内を徘はい徊かいし始めた。
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　どうやら非常ベルで皆はすぐに事じ態たいに気付いてくれたらしい。

　真まっ直すぐに壱いち年壱組に向かう廊下で、優樹と紅葉は慌あわてて走ってくる詩月達と合流する事が出来た。

「優樹！　紅葉ちゃん！」

「来たぞ！　あいつだ──〈03〉！」

　詩月の叫さけびと優樹の叫びが交こう差さする。

　尚も騒そう々ぞうしく非常ベルが鳴り響く中、殆ほとんど正面衝しよう突とつ寸すん前ぜんで互たがいに停止する優樹と詩月。

　その横を何の気負いも感じさせない動きでネレイドが通り過すぎた。

　その右腕にはフランキＳＰＡＳ12散さん弾だん銃じゆうが携たずさえられている。

「──ネレイド⁉」

　優樹は荒あらい息の合あい間まから振ふり返って人造少女の名前を呼ぶ。

　背中に触ふれる少年の声にネレイドは立ち止まり──そして振り返った。

「優樹。避ひ難なんしてください」

　そう告げる擬人機械の声はいつもの様に冷たく抑よく揚ように欠けている。

　しかし──

「〈03〉は私が破は壊かいします」

「……でも」

　ネレイドの顔にもやはり表情は無い。悲ひ壮そう感かんも無ければ逡しゆん巡じゆんも無い。

　それは彼女が人形ロボツトだから。機械マシンだから。彼女には心が無いから。

　だからネレイドは自分と同じ顔をした姉し妹まい機を破壊する事にも何ら躊躇ためらいが無い。

　…………本当に？

「ネレイド、でも──」

　人形の魂たましい。機械の心。

　見えないからといって──それは本当に存在しないものなのか？

「破壊します」

　念ねんを押おす様にそう言ってネレイドは歩き出す。

　折おりしも──廊下の突つき当たりの角を曲がって黒い戦せん闘とう服ふく姿の〈03〉が姿を現した処であった。〈03〉の視点を代だい弁べんするかの様にレーザー照準器の紅あかい点が音もなく床ゆかの上を滑すべりぴたりとネレイドの額ひたいで停止する。

「優樹！　早く！」

　詩月の声に促うながされて優樹は仕し方かたなくネレイドとは反対方向に駆け出す。今は紅葉を安全な処に連れて行くのが先せん決けつだ。それに優樹が此処に居ても何の手助けにもならないばかりか、むしろネレイドの脚あしを引っ張るだけの存在になってしまう。

「……情けない…………」

　自じ嘲ちよう的てきにそう呟つぶやきながら走る優樹。

　それはあまりにも小さなもので傍かたわらを走る詩月や四季少女達シーズン・シスターズの耳にさえ届く事は無かったのだが──

「……そんな事はありません」

　ネレイドは淡たん々たんとした口調でそう呟いた。
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〈03〉は瞬しゆん時じに〈02〉と自分との戦闘力を分ぶん析せきする。

〈03〉の武装はＭ４Ａ１突撃小銃アサルト・ライフル一いつ挺ちよう、ベレッタＭ９２ヴァーテック自動拳けん銃じゆう一挺、Ｍ９型コンバット・ナイフ一本。Ｍ４Ａ１とヴァーテックの予備弾倉がそれぞれ五本ずつ。

　対する〈02〉の武装は外見から確かく認にんできる限りフランキＳＰＡＳ12散弾銃一挺のみ。コンバット・ナイフや拳銃を隠かくし持っている可能性は零ゼロではないが予備弾薬を幾いくつも保ほ持じしている様子は無い。

　単純な火力の面から見れば〈03〉が有ゆう利りだ。

　ただ主武装の突撃小銃アサルト・ライフルと散弾銃を較くらべた場合──射しや程ていの短い散弾銃は相対距きよ離りが開けば開く程ほどに不利となるが、屋内での戦闘となれば事実上の差は無い。むしろ散弾銃の方が有利な面さえも在ある。

「…………」

　だが〈03〉に退ひく積もりは無い。

　部品を確かく保ほするのが今の〈03〉の至し上じよう目的だった。それを邪じや魔まする〈02〉は排はい除じよ対たい象しようでしかない。幸いにして一度〈02〉の攻こう撃げきを受けている〈03〉は何の問題も無く〈02〉を敵性体として認識し攻撃する事が出来る。

「……本物に……なる……」

〈03〉は譫うわ言ごとの様に呟いた。

「……邪魔を……するな……」

　台詞せりふと同時に白い指が引き金を引いた。
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　同時にネレイドも彼ひ我がの戦力差を分析している。

　距離が開けば開く程に不利であろうし──ネレイドの方が保ほ有ゆうする弾たま数かずが少ない分、戦闘が長時間に及およべば更さらに状じよう況きようは不利になっていく可能性が高い。

　ならば先制攻撃が最も正しい選せん択たくである。

　ネレイドは床を蹴けって走り出した。

　同時に〈03〉のＭ４Ａ１突撃小銃が全自動射撃フルオートフアイアを開始。

　ぼぼぼぼぼ──と音を立てて弾だん痕こんが床に並んで刻きざまれていく。だがネレイドの動きの方が早く弾痕の列はわずか数十センチだけの差で彼女に追いつけない。超ちよう音おん速そくで放たれた銃弾はネレイドの残ざん像ぞうを貫つらぬくばかりだった。

　走りながらネレイドはＳＰＡＳ12を発はつ砲ぽう。

　轟ごう音おんと共に放たれたダブルオーバック弾は空中で九発に分ぶん離り。咄とつ嗟さに飛び退のいた〈03〉の残像をぶち抜ぬいて床や壁かべにめり込んだ。

　共に有利な位置を占せん位いしようと駆かける二体の自動人形達。

　数回の銃じゆう撃げきの応おう酬しゆうの後──ネレイドは廊下の教室側に、〈03〉は反対側に位置し、互たがいを捕ほ捉そくしたまま凄すさまじい速度で同じ方向に走り始めた。オリンピック選手も青ざめる程の速度で廊下を疾しつ走そうしながら互いに発砲。九個の散弾が〈03〉の駆け抜けた後の窓を砕くだき、十発の小口径高こう速そく弾だんがネレイドの駆け抜けた後の壁に弾痕を穿うがって木き屑くずを飛ばす。

　そして。

　その場に優樹達が留とどまっていたならば恐おそらく啞あ然ぜんとしただろう。

　速度の乗った二体はまるで漫まん画がに出てくる忍にん者じやの様に──壁を走っていた。それぞれ一蹴りで壁に靴くつ跡あとを付け、硝子ガラスを踏ふみ砕きながら、しかしまるで地面の上を行くかの様に平へい然ぜんと、廊下の壁へき面めんを走っているのだ。同じ顔をした二体の擬ぎ人じん機き械かいは走りながら全く速度を緩ゆるめる事も無く、それぞれ頭上に向けて──つまりは相手に向けて発砲する。

　天地から──否いな、左右から交こう差さする銃弾と銃弾。

　ネレイド達はそれぞれ壁を蹴って着地。

　瞬時に彼女等の内蔵ＲＯＭの中から幾つかの白兵戦用戦闘パターンが検けん索さくされ、選択され、実行される。ネレイドがＳＰＡＳ12の重量を利用して高速旋せん回かい。遠心力でスカートを大きく広げながら空気を抉えぐり抜く様な回し蹴りを放つ。だが同時に、全く同じ──まるで鏡に映うつしたかの様に同じ動きで〈03〉が蹴りを放つ。

　ローヒールとソックスに包まれた白い足と、コンバットブーツと戦闘服のズボンに包まれた足が打ち合い、その反動で人形少女達は反転。ネレイドは裏うら拳けん気ぎ味みにＳＰＡＳ12を相手に叩たたき付ける。元より散さん弾だん銃じゆうは精せい度どを要求される武器ではない上に、ＳＰＡＳ12は衝しよう撃げきで装そう塡てん機き構こうが故こ障しようしても強制的に手動操そう作さで発砲出来る──そう判断しての攻撃である。しかも下手にスウェイ・バックで──上半身を反らしてかわせば、その瞬間に銃口が火を噴ふく。

　だが元は同じ機械──考える事は同じらしい。〈03〉も同じ様に裏拳気味にＭ４Ａ１突撃小銃アサルト・ライフルを叩き付けてきた。やはり下手に逃にげればその瞬間に撃うたれる。数百分の一秒でそう判断してネレイドは左腕うでで横殴なぐりに飛んできたＭ４Ａ１の銃身を受け止める。

　同時に〈03〉もＳＰＡＳ12の銃身を左腕で受け止める。

　無む論ろん互いにこの攻撃で左腕が折られるのは予測の範はん囲い内ないだ。

　だが──ここで差が出た。

　異い様ような音と共に腕が折おれたのは同じだ。いくら人造人間とはいえ、構造、あるいは材質的な問題で強きよう度ど向こう上じようには限界が在ある。彼女等が人間と異なるのは、それを全く意に介かいさず──苦く痛つうで動きを乱す事無く──戦闘を続けられるという点だ。

　しかし……

「────！」

〈03〉の腕が──折れた筈はずの腕が見る間に元に戻もどっていく。

　これは一体どういう事なのか。

　ネレイドは異常事態に陥おちいったと判断。咄嗟に後方に跳ちよう躍やく。距離を確かく保ほする為ために散さん弾だん銃じゆうを三連射。そこでＳＰＡＳ12の弾たまが尽つきる。だが〈03〉のＭ４Ａ１も弾が尽きたらしく銃撃は追ってこなかった。

　戦せん闘とう中に生じる僅わずかな余よ裕ゆう。

　それを利用してネレイドの電子眼は〈03〉の左腕に焦しよう点てんを合わせた。

「……それは何ですか」

「…………」

〈02〉の問いに〈03〉は答えない。既すでに〈02〉は敵性体であり如い何かなる情報も〈02〉には与あたえる必要が無いという判断なのだろう。

　だが……

　それでも〈03〉の腕が尋じん常じようでないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　その腕は今も自己修復中だった。

　黒い霧きりの様なものがまとわりついていたかと思うと、折れた箇か所しよが、ごきごきと音を立てて、時間を巻き戻すかの様に復ふく元げんされていくのである。どう考えてもこれはＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉに元より与えられていた機き能のうではない。ネレイド達は確かに最さい先せん端たん技術の集合体ではあるが、ここまででたらめな能力を現代科学は未いまだ実現していない。

　ではこれは何なのか。

　そこでネレイドははっきりと認にん識しきした。

　根元は袖そで口ぐちに隠かくれて見えないが……あれは元々〈03〉の腕ではない。恐おそらくは〈03〉が持ち去った秋菜の腕だ。ではあの復元能力は秋菜の腕に元々備わっていたものなのだろうか。しかしもしそうだったとしても──〈03〉はどうやってあの秋菜の腕を自分の制せい御ぎよシステムに繫つないだのか？　それともそれさえ秋菜の腕に備わった何らかの能力の結果なのか？

「…………」

　なんにしてもこの状況は不利だ。ネレイドはそう判断する。

〈03〉のこの復元能力だけでも既に予測外──その総合的な戦闘能力は全くの未知数となってしまった。加えて既にネレイドの主武装たるＳＰＡＳ12にはもう実包が残っていない。これは〈03〉から奪うばったものなので、寮りように戻れば元々〈02〉が持っていたＳＰＡＳ12が実包二十発と共に残っているが──無論そんなものを取りに戻る余裕など無い。

「…………」

　逃とう走そうの可能性を検けん討とう。

　だが〈02〉の頭脳は著いちじるしく低い可能性を弾はじき出した。

　牽けん制せい用ようの武ぶ装そうも無く相手の能力は未知数。それに加えて著しく行動パターンを限定される形状の屋内空間。

　もし逃走の可能性が在るとすれば──

「……私は……人間に……」

　呟つぶやきながら〈03〉が弾倉交こう換かん。

　再び三十発のＳＳ１０９弾が装塡されたＭ４Ａ１突撃小銃アサルト・ライフルが、ネレイドを破は壊かいせんとしてレーザー照準器の紅あかい点を走らせる。

　その時……

「だああああああああああああああああああああああああっ‼」

　その可能性──窓を突き破って飛び込んできたのは夏輝だった。

　もっとも夏輝と分かったのはその声からであって、外見としては全く判別がつかなかったであろう。彼女はいつものセーラー服ではなく、分厚い生き地じの剣道着に加えて胴どうだの籠こ手てだの面だの、剣道の防具一式に身を固めて飛び込んできたからである。恐らく窓を突つき破って入ってきてもいつもの様にバラけなかったのは、この防具に保ほ護ごされていたお陰かげなのだろう。

「…………」

　素す早ばやく〈03〉の銃が夏輝の方へと旋せん回かいする。

　だが夏輝は構わず〈03〉に向けて突とつ撃げき。

　その手に持っているのは──赤い円えん筒とうだった。

　消火器である。

「うりゃああああっ‼」

　夏輝の声にまるで触しよく発はつされたかの様に〈03〉が発はつ砲ぽう。

　十発の銃弾は夏輝と──そして彼女がぶん投げた消火器に命中。夏輝は秋菜と同じく左腕に銃弾を受けて転てん倒とうし、被ひ弾だんした消火器は空中で爆ばく発はつ。中に入っていた消しよう火か剤ざいが白はく煙えんとなって廊ろう下かを埋うめ尽つくした。

　束つかの間ま〈03〉の姿が煙けむりの帳とばりの向こうに消える。

　逃とう走そうの好こう機きだ。

　しかし──

「ほら。さっさと逃にげるぞ！」

　ネレイドが逃走を躊躇ためらったその原因は案外元気そうな様子で駆かけ寄ってきてそう言った。

　集中して銃弾を浴あびたのか、夏輝の左腕は籠手ごと無くなっていたが──本人は痛がる様子もなくけろっとしている。

「……分かりました」

　頷うなずくと〈02〉は──ネレイドは夏輝と共に廊下を駆け出した。
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　白煙は三十秒余あまりで晴れた。

　だがその間に〈02〉を含ふくむ敵性体は逃走してしまったらしい。しかし念の為ために〈03〉は周囲の状じよう況きようを光学感知器で再確認する。

　辺りをなめ回す機械の視線が──一点で止まった。

　床ゆかに落ちている敵性体の遺い留りゆう物ぶつ。

　剣道服の一部と籠手に包まれた少女の左腕うでである。

「…………」

〈03〉の顔の左半分を覆おおう、狂きよう気きを孕はらんだ笑えみが音も無く深まる。

　左腕を拾い海え老びの殻からを剝むく様にして籠手と剣道服を剝はぎ取ると、〈03〉はその腕を子細に観かん察さつした。〈03〉の求める『本物』の部品。惜おしむらくは左腕である事だが……〈03〉は最も早はや細かい事にはこだわらなかった。

　そして。

　一いつ旦たん腕を床に置き、突撃小銃アサルト・ライフルも置いて、〈03〉が手にしたのは──大きな刃とう身しんのコンバット・ナイフだった。艶つや消けしの暗あん色しよくに塗ぬられた禍まが々まがしい刃は物もの。一部にノコギリ状の刃を備え、銃じゆう剣けんとしても使える様にと刃身は分厚く幅はば広ひろに造られている。無意味な装そう飾しよくは皆かい無むだが、徹てつ底ていした実用主義によって創つくられたその形状は、ただ置いてあるだけでも見る者を威い嚇かくせずにはおかない。

　文字通り人殺しの為の凶きよう器きだ。

　気の弱い者ならば手にする事さえ躊躇うだろう。

　まして──自分の腕にその刃を当てるなどという事は到とう底てい出来まい。

　だが……

「…………」

　無言でナイフを逆さか手てに持つ。

　そして狂くるった人形少女は……その切っ先を何の躊ちゆう躇ちよも示さずに自分の腕に突き刺さした。
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「これでいいんだよね？」

　そう言って春香が差し出したのはネレイドが寮りようの部屋に置いてきたＳＰＡＳ12とその弾薬だった。どうやら春香と冬美が寮まで行って取ってきたらしい。

「はい。ありがとうございます」

　一礼するネレイド。

　優樹。紅葉。詩月。四季少女達。小竹乃。そしてネレイド。

　一同が〈03〉の襲しゆう撃げきを避さけて逃げ込んだのは鈴乃宮学園校舎の片かた隅すみ──ではなくそのすぐ側そばに付ふ属ぞくする体育用具倉庫だった。具体的には　校舎の裏側に建つ講堂兼けん体育館と校舎の間に位置する小さな木造の小屋である。

　何ど処こか埃ほこり臭くさい空気の漂ただよう室内にはマットだのボールだの跳とび箱だのが所ところ狭せましと置かれていて何かと圧あつ迫ぱく感かんが在あるのだが……物陰が多いので隠かくれるには良いというか、妙みような安心感も在ったりする。もっとも実じつ際さいには〈03〉が此こ処こを突き止めて入ってくれば、出入口が一か所しか無い為ために袋ふくろのネズミになってしまう可能性も在るのだが。

「ところで勝しよう算さんはあるのですか？」

　と聞いてくるのは小竹乃である。

　元々は寝ね入いってしまった優樹達を起こさないようにと気を遣つかい、用務員室に移動していた小竹乃であったのだが──例の非常ベルの音に気付いて出てきたのである。体育用具倉庫に優樹達が移動する途と中ちゆうで合流できた訳だが、彼女が先に〈03〉と出くわさなかったのは位置的関係を考えれば殆ほとんど奇き蹟せきに近かった。

「夏輝さん達の話では少し苦戦されていた様ですが」

「はい。予想外の事じ態たいが発生しています」

「予想外？」

　あまり焦あせった様子もなく淡たん々たんと言うネレイドに小竹乃が首を傾かしげる。

「先の戦せん闘とうで〈03〉が持ち去った秋菜さんの腕が、破は壊かいされた〈03〉の腕に接せつ続ぞくされていました」

「──へ？」

　と声を漏もらしたのは当の秋菜である。

「私の腕が……なんですって？」

「〈03〉の腕に接続されていました。別な表現を使えば移い植しよくされていました」

　ネレイドはまるで株価情報でも喋しやべる様な口調で言う。

「単に継つぎ接はぎしただけでなく腕として機能していました。更さらに戦闘中、一度骨折した筈はずなのですが、それもすぐに治ち癒ゆしてしまいました。あの様な機能はＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉには備わっていません。あれは秋菜さんの腕に備わる特とく殊しゆ機き能のうなのでしょうか」

「……うーん？」

　顔をしかめつつ声を漏らす秋菜。

「秋菜ってばすごーい。何い時つの間にそんな特技を？」

「んな訳ないでしょ」

　ぺん──と残った右手で春香の後こう頭とう部ぶを叩たたく秋菜。

「でもどういう事なんだろう？」

「あ──ひょっとして」

　何か思い付いたらしく詩月が眼めを丸くして言った。

「悪あく霊りようじゃないのかな」

「悪霊？」

「悪霊が〈03〉に取り憑ついてるんじゃないのかなって事。ネレちゃんの力でも秋菜ちゃんの力でもないのなら他に何かが関かかわってるって事でしょ？　悪霊にそんな力が在るのかどうかは分からないけど──」

「……そういえば」

　優樹が呟つぶやく。

「僕の時も悪霊は体内に入ろうとしていたけど……」

「悪霊は固定的な器うつわが無いからそれを求めている処ところは在るみたい」

　詩月が腕を組みながら言う。

「もし悪霊が〈03〉を器にして動いているのなら、悪霊が媒ばい介かいしてネレちゃんと秋菜ちゃんの腕を繫いでいるのかも」

「ひょっとして〈03〉が狂ってるのもそのせい？」

　と春香。

「どうだろ。そこら辺はよく分からないけど──完全に悪霊が〈03〉を乗っ取ってたなら、今度は悪霊として動くだろうから、もっと悪霊っぽいというか、分かり易やすい行動に出てただろうし、銃とか使わないと思うけどね。でも多分影えい響きようは出てると思う」

　詩月は首を捻ひねりながら答える。

「……何にしても悪霊が取り憑いているのなら、ちょっと厄やつ介かいですね」

　小竹乃が一同を見回して言った。

「ネレイドさんの銃やナイフといった物理的攻こう撃げきが効きくかどうかは分かりませんし……この中では一番、悪霊に対して効果的な力を持っているのは紅葉ちゃんですけど、さすがに彼女は今、〈03〉を相手に戦える状態ではないでしょうし」

「……だ、大だい丈じよう夫ぶだよぅ」

　紅葉は──優樹の腕うでに縋すがり付く様にして座すわっていた紅葉は、健けな気げにも優樹から身を離はなして笑ってみせる。多少は恐きよう怖ふから立ち直った様だが、ではあの〈03〉の前に出て戦えるかと言えばそれは小竹乃の意見通り無理だろう。

「どれだけ効くか分からないけど……これは使えないかな」

　左手首をさすりながら言ったのは優樹である。

　彼の左の手首には祖母から貰もらった御お守まもりが巻き付けてある。

　昔から優樹が左手に巻いている御守りで、よく売られているただの量産品かと思いきや、詩月によると強力な護ご符ふらしく──前に一度優樹が悪霊に身体からだを乗っ取られそうになった時も、彼を護まもって悪霊を退散させてくれた代しろ物ものだ。

　しかし──

「優樹君と紅葉は今回は隠れていた方がいいよ」

　と秋菜が言う。

「私達は死なないからいいけど、優樹君達はそうはいかないでしょ」

「でも秋菜さん達じゃ悪霊を倒たおせない」

　優樹は言った。

「まあ僕だって自分自身では倒せない訳だけど……」

　御守りは優樹の力ではない。あくまで祖母からの借り物という処がちと情けない。

　とはいえ──

「だったらアタシ達がその御守りを使えば」

「それは無理」

　夏輝の意見は詩月によって即そく座ざに却きやつ下かされた。

「私の見た限りじゃ、あの御守りはあくまで、悪意的な災わざわいから『優樹を』守るもの、として作られているから。優樹以外が持ってたって多分、力は出ない」

「……そういう事」

　言って優樹は苦く笑しようした。

「ネレイドさんが〈03〉を物理的に破壊して安全を確保……そこで優樹君が悪霊を御守りで退たい散さんさせる……こんな感じでしょうか」

　意見が出で尽つくした処を見み計はからって小竹乃がまとめる。

　優樹は自じ嘲ちよう混じりの笑えみを浮かべて人造少女を振ふり返った。

「結局はネレイド頼たよりか──ごめんよ」

「いいえ」

　ネレイドが首を振る。

「ですが私が確実に〈03〉を破壊出来るとは限りません。次じ善ぜん策さくは必要かと思います」

「あるいは確実に〈03〉を倒す方法──だよな」

　夏輝がコンコンと剣道の防具を手の甲こうで叩たたきながら言った。

「そんな方法なんて在あるの？　あっちは壊こわれかけとはいってもいわば軍用、私らはただの民間人だよ。向こうは専門家でこっちは素人しろうと。中ちゆう途と半はん端ぱな策じゃどうにもならないと思うけど」

「民間人じゃなくて民間幽ゆう霊れいだけどね」

　と秋菜の台詞せりふに春香がどーでもいい様な突つっ込みを入れる。

「でも──」

　おずおずとした口調で冬美が言った。

「皆みんなで協力すれば何とか……ならないかなあ」

「皆で協力……そっか。こっちは九人居る訳だし。いや……待てよ」

　夏輝は顔をしかめて何やら考え込む。

「民間幽霊──そっか。そうじゃん」

「なによ夏輝？　どうしたの？」

「皆忘れてない？　私達が何者で、此こ処こが一体何ど処こなのか？」

　此処は鈴乃宮学園。

　偽にせ物もの達が闊かつ歩ぽする偽物の世界。

　だが──偽物の世界には偽物特有の出で鱈たら目めな道どう理りというものが存在する。それがつけ込む隙すきにならないだろうか。少なくともいくら〈03〉とはいえ対幽霊戦術が入力されているとは思えない。

　という事は──

「ふっふっふ。私らの戦い方、見せてやろうじゃん」

　夏輝はにたりと笑った。
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〈03〉は──ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉ全機に言える事だが──一つ戦せん闘とう機械としては致ち命めい的てきな弱点を備えていた。これは無論、解決すべき問題として今いま里ざと技術工業では社内会議の議ぎ題だいにも上がっていたが、結局の処『我々の専門ではない』という結論の元に解決は先送りされていた。

　そもそも今里技術工業は兵器専門の会社ではない。元々の専門はロボット工学や電子工学だ。だからデモンストレーション用の装備品として同どう梱こんされていた武器や兵器の類たぐいも自社製品ではなくアメリカ軍から供きよう与よされた他社製品を流用している。

　要するに今里技術工業は戦闘というものについては素人しろうとレベルの知識しか保ほ有ゆうしていないという事である。当然ながらＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉにインストールされている戦術プログラムも通り一いつ遍ぺんのもの──つまりは捻ひねりも深みも無い教科書的なものしか無いのである。

　実際の戦闘性能に関しては戦闘訓くん練れんを施ほどこし経験情報の蓄ちく積せきで対応させれば良い、と今里技術工業の職員達は判断していた。そしてそれは納入先のアメリカ軍の方が遥はるかに精せい通つうした専門家だ。

　つまり。

　反射速度や膂りよ力りよく脚きやく力りよくといった面で圧あつ倒とう的てきな戦闘用『性能』は備えていても細かな戦闘における機き微びを判断して効こう率りつ的てきに活動する為ための『技ぎ能のう』に関してはＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉは赤ん坊ぼう同然だったのである。

　これは具体的にどういう事かというと──ＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉは予想外の事じ態たいに対処したり状じよう況きよう的てきに仕し掛かけられた罠わなを見み破やぶったりする能力が低いのだ。

　故ゆえに……

「…………」

〈03〉は感知器群によって敵性体の存在する蓋がい然ぜん性せいが高い場所を調べる。

　各教室。視し聴ちよう覚かく室しつ。音楽室。美術室。保健室──

　やがて感知器群が敵性体の位置を捕ほ捉そく。

　理科室だ。

　とりあえず熱ねつ源げん反応が在り音おん響きよう探たん査さでもそちら側に何か音源が存在する事は確かく認にんできる。

〈03〉は速すみやかにそちらに向かって移動を開始した。
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　優樹がまず最初に感じたのは違い和わ感かんだった。

　距きよ離りが少し離はなれている事もあって、無人の廊ろう下かを歩く〈03〉の姿には特におかしい処ところは無い様にも見えた。無論──その顔の右半分には狂きよう気きじみた笑え顔がおが張り付いたままだが、これは先にも見ているので今いま更さら違和感を感じる様な部分ではない。

　十秒程ほど息いきを潜ひそめてその姿を眺ながめ……そしてようやく優樹は違和感の正体に気付いた。

　思し考こうが一いつ瞬しゆん凍こおり付く。

「……なんて……」

　なんという姿なのか。

〈03〉は両りよう腕うでが左腕だったのである。

　恐おそらく本来右腕が在るべき位置に接つがれているのは夏輝の左腕だろう。だがネレイドや夏輝の話を聞く限り〈03〉は右腕を破は損そんしてはいなかった。戦闘で破損した腕を棄すてて代用品を繫つなぐというのならばまだ発はつ想そう的てきには分かるが──

「まさか……自分で切り落として繫いだのか？」

「そうみたい」

　そう呟つぶやくのはやはり隣となりで〈03〉を観かん察さつしている詩月である。

「……確かに狂ってる」

　優樹は呟く。

　両手が左腕というだけでも異い様ような輪郭シルエツトが出来上がるが、更に言えば今の〈03〉の腕は左右で明らかに長さが違ちがう。詳しよう細さいなど構かまわず手に入った腕を自分に接いだのだろう。

　しかも……先にも見たがあの顔の表情は一体何なのか。

〈03〉は笑っている。

　顔の半分だけで笑い続けている。

　ひくひくとまるで痙けい攣れんするかの様な表情を右半分は示しているが、左半分はまるで無表情なまま。左右非ひ対たい称しようのいびつな表情は、何というか……表情を造る事に『慣なれていない』のだと言わんばかりである。

　紛まがい物。人間の偽にせ物もの。

　それはまさにそういったものだった。

　人間である事を人間でないものが無理矢理に模も倣ほうするあまり、かえっていびつになってしまう醜しゆう悪あくな形。バランスさえ失っても人間の在り方に不自然に固こ執しつするその姿。

　気持ち悪い──見ているだけで優樹はそう思った。

　一体あの擬ぎ人じん機き械かいは何を考えているのか。

「そこまでして人間を真ま似ねしないといけないのか……？」

　吐はき捨すてる様に呟く優樹。

　そんな彼の脳のう裏りをネレイドの台詞せりふが過よぎる。

『私は人間になりたいのです』

「まさか……」

　もし……あの〈03〉がネレイドと同じ行動理由モチベーシヨンを基もとに活動しているのだとしたら。

〈03〉が秋菜や夏輝の腕を自分の身体からだに接いでいるのは──自分の本来の腕までわざわざ切り落として──その為なのではないのか。少しずつ、少しずつ、パズルのピースを入れ替かえる様に、自分の部品と人間の部品を交こう換かんしていく。そうすればいつか完全な人間になれる──〈03〉はひょっとしてそう考えたのではないのか。

　そういえば昔、優樹は奪うばわれた自分の身体を取り戻もどす為に戦う主人公を描えがいた漫まん画がを読んだ事が在ある。敵を倒たおす度たびに自分の腕や脚あしといった部品が戻ってきて、今まで代用品だったものと入れ替わっていくのだ。

「……そんな……漫画じゃあるまいし……」

　そんな事をしても〈03〉は人間になどなれない。フランケンシュタインの怪かい物ぶつが人間には決してなれなかった様に。居場所の無い事を嘆なげき創そう造ぞう主しゆにまで裏切られ、極ごつ寒かんの地に消えゆくしかなかった哀あわれな人造人間と同じく──死体をどう継つぎ接はぎした処で生きた人間になどなれる筈はずが無いではないか。

　そんな事もあの人形少女は分からないのだろうか。

「…………優樹？」

　傍かたわらの詩月が励はげます様にそっと優樹の手を握にぎる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫。大丈夫だよ……」

　言いながらも優樹は長い溜ため息いきを吐つく。

「偽物……偽物か。くそっ……どうしてそう皆みんな、即そく物ぶつ的てきなんだよ……」

「優樹……？」

「……人間なんてそんなに良いもんじゃないぞ……どうしようもなく、傲ごう慢まんで、愚ぐ劣れつで、不自由で……」

　自分がそうである様に。

　自分自身すら御ぎよしきれないというのに。

　こんなにままならぬ存在であるというのに。どうして彼女等はそんなにも人間に憧あこがれるのか。偽物なら偽物のままでいいではないか。模も倣ほうには模倣の意味が在る。どうして本物に無理矢理になろうとするのか。

　ぐるぐると混乱した思考が脳裏を巡めぐる。

「優樹。今は──」

「……分かってる。ごめん」

　優樹は頷うなずくと──鏡で光をちらちらと反射させて、待たい機きしている四季少女達シーズン・シスターズに作戦開始の合図を送った。
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　理科室に到とう着ちやくした〈03〉は躊躇ためらいも無くその扉とびらを開けた。

　薄うす暗ぐらい教室には何な故ぜか濃のう厚こうなカレーの匂においが充じゆう満まんしている。

　勘かんの鋭するどい人間ならばこの時点で何か異い様ようなものを感じて用心深くなるであろうが、〈03〉は構わず平へい然ぜんとした足取りで理科室の中に踏ふみ込む。

　理科室の奥おく──窓の近くに位置する机の上にはセーラー服を来た少女が一人座すわってにやにやと笑っていた。その左腕は肘ひじの辺りから無くなっている。

　夏輝である。

「いらっしゃい」

　笑いながら彼女は右手を挙あげる。

　よく見れば彼女の身体からだにはまるで操あやつり人形の様に何本もの紐ひもが結むすび付けられており、更さらには彼女を護まもる防ぼう衛えい線せんの様に──何故か学食のカレーライスの皿が幾いくつも置かれて強いターメリック臭しゆうを振ふりまいていたりする。

　さすがに〈03〉もこれが一体何を意味しているのか分からない。

　だが……

　充満するカレーの匂いのせいで分ぶん析せきが遅おくれていた臭きゆう覚かく感知器からの情報が、主記憶領域メインメモリに転送されてきた時点で〈03〉はこの状じよう況きようが危き険けんである事に気付いた。

〈03〉は理科室から飛び出ようとして床ゆかを蹴ける。

　しかし──

「遅おそいんだよ！」

　叫さけんだ夏輝が手元で何かのスイッチをパチンと入れた。

　闇やみの中に飛び散る小さな火花。

　それは次の瞬しゆん間かん、理科室において危険濃のう度どに達たつしていたプロパンガスに引火。十分に部屋の空気と混ざり合っていた可か燃ねん性せい気き体たいは急きゆう速そく燃ねん焼しよう。

　即すなわち──爆ばく発はつした。
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　爆音が夜の鈴乃宮学園に響ひびき渡わたった。

　木造校舎そのものが大きく軋きしむ程ほどの規き模ぼのそれに、講堂兼けん体育館の二階窓まど際ぎわに陣じん取どっていた優樹は顔をしかめた。位置的な関係でこの講堂の二階──といっても内ない壁へきに沿そって設もうけられたキャットウォークとそこに繫がる機械室だけなので床面めん積せきは一階の十分の一程度しか無いのだが──からは本校舎がよく見渡せる。状況把は握あくの為ために優樹と詩月は先さき程ほどから此こ処こに陣取っていた。
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「うわっ……だ……大丈夫かな、夏輝さん」

「多分。だってもう幽ゆう霊れいだし」

「…………」

　あっさり言う詩月に思わず辟へき易えきした表情を向ける優樹。

　夏輝達の立てた作戦とは……即ち自じ爆ばく戦せん術じゆつだった。

　元々幽霊である夏輝達は死なない。銃じゆうで撃うたれようが爆発に巻き込まれようが死ぬ事は無い。まあばらばらになって動けなくなる事はあるが、それだけだ。

　だが……実じつ際さいに爆発に巻き込まれれば〈03〉はどうなるか。

　無論、戦争用アンドロイドである以上、普ふ通つうの人体より頑がん強きような可能性は在る。だが、爆発に巻き込まれて無む傷きずという訳でもあるまい。無論、一度の爆発で機き能のう停てい止しにまで追い込めるかどうかは分からないのだが……『じゃあ確かく実じつを期きす為に何度かやればいいのよね』とは夏輝の弁。

　つまり……
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〈03〉は壁かべに叩たたき付けられて──三秒後に身を起こした。

　簡かん易い自じ己こ診しん断だん。

　外がい装そうに何か所か損そん傷しようが見られるが、とりあえずの活動に問題は無い。どうせ順じゆん次じ別部品に置き換かえていく機体だ。多少の損傷などに拘こう泥でいする必要も無い。それよりも〈03〉は爆発でばらばらになったであろう夏輝の身体からだに興きよう味みが在あった。

　これでまた本物の人体部品が手に入る。

　人間の手。人間の足。人間の眼め。人間の鼻。人間の──

「……本物の……人間に……」

　それが手に入れば自分はより人間に近付ける。人間である割合が増える。

〈03〉は紅あかい電子眼で荒あれ果はてた室内を見回す。

　在った。

　ばらばらに散らばっている人体部品。

〈03〉は歩み寄ってそれを拾──

「…………」

〈03〉の手が空を切った。

　今しも摑つかもうとしていた夏輝の右足がひょいと動いて〈03〉から遠ざかったからだ。

　だが……いくらなんでもばらばらになった右足だけが動き回れる筈はずも無い。

〈03〉の電子眼は右足を引っ張ぱる紐の存在を捕ほ捉そくした。

「あいて……いてっ！　いててっ‼」

　声に振り返ると──ごんごんとあちこちにぶつかりながらも、夏輝の首がやはり紐に引っ張られて移動し、窓硝子ガラスが残らず吹ふっ飛んだ窓から出ていく処ところだった。

「もうちょっと優やさしく……あてっ……てっ…………」

　声は瞬またたく間に遠ざかっていった。

　他の部品もあっという間に窓の外に消えてしまう。

「…………」

〈03〉が咄とつ嗟さに動かなかったのは──ひょっとしたらこの狂くるった擬ぎ人じん機き械かいもさすがに呆あつ気けにとられたのかもしれない。

　とにかく夏輝の体中に巻き付けられていた紐はこの為だったのだ。爆発でも切れなかった処をみるとワイヤーの一種に違ちがいない。バレーボールやテニスのネットを張る為のワイヤーや、それに類するものを引っ張り出してきて利用したのだろう。

　言うまでもなくこれは最初から全部計算済みの罠わななのだ。

　ガスの匂いをカレーの匂いで誤ご魔ま化かし、罠と気付かずに〈03〉が教室に踏み込んだ処で電気か何かを使ってガスに着火する。無論、夏輝は餌えさ兼けん爆ばく破は係がかりだ。しかも手の込んだ事にこれ以上〈03〉に人体部品を与あたえないようにという事で、自爆した後ばらばらになった四季少女の身体は、ワイヤーで仲間が回収してしまう。

「…………待て……」

　呟つぶやく様に言い──〈03〉は再び感知器群を使って少女達の行方ゆくえを追う。

　少女達はすぐに見つかった。

〈03〉は即そく座ざにそちらへ移動。

　その部屋は入り口に『家庭科実習室』と書かれたプレートが塡はめ込まれていた。

　恐おそらく学校というものに対するイメージが普通の人間と同様に在るのならば〈03〉は先程の教きよう訓くんを活いかす余よ地ちも在っただろう。だが〈03〉の中に在るのは辞じ書しよ的てきな知識だけであり──しかもロボットには本来有り得ない人体への妄もう執しゆうが微び妙みように判断力を狂わせていた。

　つまり。

　馬ば鹿か正直に家庭科実習室に踏み込んだ〈03〉を出で迎むかえたのは左右の手に導どう線せんを持った春香であった。言うまでもなくその全身にはワイヤーが結むすび付けられている。ただし今度はカレーの皿は無し。だが既すでに最初の爆発のお陰かげで嗅きゆう覚かく感知器が半ば麻ま痺ひしていた〈03〉は今度もガスの匂においに気付くのが遅おくれた。

　そういう訳で。

「そういう訳で二回目。いってみよーか」

　春香がにっこり笑って導線を接せつ触しよくさせると家庭科実習室は大だい音おん響きようと共に爆発した。




　　　　●　●　●




「…………」

　優樹は半ば呆ぼう然ぜんとして状じよう況きようを見守っていた。

　無論、先に打ち合わせていたので作戦の内容は知ってはいた訳だが、実際に眼にするとなるとやはり度ど肝ぎもを抜ぬかれる。無む茶ちやというか何というか……常識的な思し考こうでは考えつかない戦法であった。

　相手を誘さそい込んで自爆。その繰くり返し。

　不死身の四季少女達シーズン・シスターズであるからこそ可能な戦法であり、更さらに言えば偽にせ物ものの学校たる鈴乃宮学園だからこそ可能な戦法でもある。

　そもそもこの鈴乃宮学園そのものが詩月と繫つながる霊れい体たいが擬ぎ似じ物ぶつ質しつ化かして構成されているものであり──詩月の認にん識しきに影えい響きようを受けて変化する。無論、それは即そく応おう性せいのあるものではないのだが……とにかく、どれだけ壊こわそうが無む茶ちや苦く茶ちやしようが、詩月が「こういうもの」と考えている以上、学園校舎は翌よく朝あさには再び元の姿を取り戻もどすのだ。

　だからどれだけ壊しても構わない。

　要するに不死身は幽ゆう霊れいの専せん売ばい特とつ許きよなのである。

　とはいえ……

「本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

　四回目の爆発の音を耳にしながら優樹が言う。

「うん。それより優樹は最後の仕上げ、頑がん張ばってよ」

　と詩月。

「…………分かった」

　何ど処こか疲つかれた様な口調でそう言って優樹は頷うなずいた。
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〈03〉は凄せい惨さんな状態になっていた。

　今里技術工業の社員が見ればあまりの姿に眼を背そむけるか嘆なげいた事だろう。

　理科室。家庭科実習室。用務員室。そして学食。合計四回もの爆発に晒さらされた上に、細々と四季少女達シーズン・シスターズが仕し掛かけた罠のお陰かげで小さな損そん傷しようが大量に蓄ちく積せきしているのだ。例えば廊ろう下かに紐ひもを張り渡わたして引っかけて転てん倒とうさせたり、扉とびらを開けたら天てん井じように仕掛けられていたものが落ちてきたり。落ちてくるのが定番の黒板消し程度ならばまあ可愛かわいげがある悪戯いたずらだが、理科準備室に置いてあった硫りゆう酸さんとか、体育用具質に置いてあった砲ほう丸がんとかだったりするとこれはもう立りつ派ぱな凶きよう器きである。

　今の〈03〉は戦せん闘とう服ふくはおろか、外装のあちこちが破やぶれ剝はがれて配はい線せんや金属製の骨格が剝むき出しになっている部分も多い。全身の傷きず痕あとから、最も早はや組織閉へい鎖さして流出を止める事も出来なくなった皮ひ下か循じゆん環かん剤ざいが滴したたっており、整っていたその顔の半分も人工皮ひ膚ふが剝がれ落ちその内側の金属フレームが剝き出しになっていた。

　機械で創つくられた動ゾ死ン体ビといった趣おもむきである。無事なのは左右にぶら下がっている腕うでばかりだ。

　だが〈03〉は自らの機体の損傷など気にしてはいなかった。

　本物の人体部品を手に入れればどうせ交こう換かんして廃はい棄きしてしまう『偽にせ物もの』なのだから。

　それよりも〈03〉は少女達を追う事に熱ねつ中ちゆうしていた。

　そう──熱中だ。

　明らかにそれはもう機械の思考ではない。悪あく霊りようの影響なのかそれともＣＵＦＡＷＳ・ＴＭ０３３Ｉが元々優すぐれた人格の再現性を持っているのか──〈03〉は嬉き々きとしてそのいびつな身体からだを動かしながら自分の部品となるべき少女達を追っていた。

　そして……

「…………」

　誘われ誘われ──少女達を追い続けて〈03〉は体育館の中に入っていく。

　これまでの部屋と違ってそこには煌こう々こうと照しよう明めいが灯ともされていた。

　通常の建物の二階層分に当たる天井の高さと、バレーボールのコートが二面は採とれる床ゆか面めん積せき。それらが区切り取る広大な空間。

　その真ん中に──両手でＳＰＡＳ12を構えたネレイドが立っていた。

「…………」

〈03〉は即そく座ざにＭ４Ａ１突撃小銃アサルト・ライフルを構えて引き金を引く。

　しかし──何度も衝しよう撃げきに晒されてフレームの歪ゆがんだ突撃小銃は引き金を引いても沈ちん黙もくしたままだった。

　銃じゆう声せいが轟とどろく。

　左右同時に発射されたＳＰＡＳ12の散さん弾だん総計十八発が〈03〉を襲おそう。〈03〉は咄とつ嗟さに回かい避ひ運うん動どうに入るものの、既に深い損傷を負った脚あしでは以前の様な運動性能は発はつ揮きできず、半分以上の散弾が〈03〉の胸から腹にかけて食い込んだ。

　どん……と音を立てて床に打ち倒たおされる〈03〉。

　すぐに身を起こして〈03〉はベレッタＭ92ヴァーテック自動拳けん銃じゆうを引き抜ぬいてネレイドに照準。しかしベレッタは次の瞬しゆん間かんに飛ひ来らいした散弾の群れによって破は壊かいされ、握にぎっていた腕──夏輝の左腕と一いつ緒しよに吹ふっ飛んだ。

　肉と鋼はがねが落ちて木製の床を打つ音が〈03〉の後方で響ひびく。

「…………」

〈03〉は立ち上がってネレイドに突とつ進しん。

　だが連れん射しやされる二挺ちようのＳＰＡＳ12が大量の散弾を浴あびせかけ、ただでさえ半分近く失われていた〈03〉の外装を削そぎ落とす。

　ようやく白兵戦の可能な位置にまで辿たどり着いた〈03〉は、残った秋菜の左腕でネレイドに摑つかみかかるが──ネレイドは左腕のＳＰＡＳ12を投げ捨て、右のＳＰＡＳ12の金属製銃じゆう床しようで〈03〉の手を払はらい除のける。

　続く動作でやはり銃床を使ってネレイドは〈03〉の顔面を殴おう打だ。

　よろめく〈03〉の顔面にＳＰＡＳ12の銃口を突つき付けて──発はつ砲ぽう。

　衝撃で〈03〉は大きくのけぞりそのまま仰あお向むけに倒れた。

　何度か断だん末まつ魔まの様な痙けい攣れんをその機体は繰り返していたが、それもじきに止やみ、〈03〉は完全に動かなくなった。

　さすがに最重要パーツたるＭＰＵや記憶領域メモリを収めた頭部は複ふく合ごう装そう甲こうに護まもられているせいか、この至し近きん距きよ離りでも粉ふん砕さいする事は出来なかった様だが、それでももう〈03〉の頭部には大きく亀き裂れつが開いて中の電子部品が床にこぼれ落ちている。

　これではもう稼か働どうする筈はずが無いのだが……ネレイドは念の為ためにとでも言う様に近付いてその頭部に銃口を押おし付けた。

　そして──

「…………⁉」

〈03〉は。

　唐とう突とつに──爆はぜた。

　まるで体内に爆ばく弾だんが仕し掛かけられていたかの様に、〈03〉の機体は内側から爆ばく裂れつしていたのだ。衝撃で分ぶん離りした胴どう体たいや頭部や足が、ごろんと音を立てて床に転がる。

　同時に……それらの中からゆらりと這はい出てきたものがある。

　黒い煙けむりの様に輪りん郭かくの定まりきらない奇き妙みようなもの。

　しかし全体的に何ど処こか人の形を連想させるもの。

　──悪霊。

　それは声無き咆ほう吼こうをその虚うろの様な口から発しながらネレイドにまとわりついた。

　破壊された〈03〉を見捨てた悪霊が、次の器うつわとしてネレイドを取り込もうとしているのだった。

　まさかいきなり〈03〉が破裂するとは予測していなかったネレイドは、襲おそいかかってくる悪霊相手に避さけられる余よ裕ゆうは無い。咄嗟に後方へ跳ちよう躍やくしようとするものの、その顔面に悪霊を構成する黒い霊れい体たいがまとわりつき……振ふり払う間も無く口や鼻や耳の穴からずるするとネレイドの頭部に入り込んでいった。

　ネレイドの記憶領域メモリ上に大量の雑ざつ音おん信しん号ごうが荒あれ狂くるう。

　悪霊からもたらされる純じゆん粋すいな──あまりにも純粋で濃のう厚こうな『苦く痛つう』と『恐きよう怖ふ』と『悲ひ哀あい』と『憤ふん怒ぬ』と『憎ぞう悪お』の概がい念ねん。あまりにも大量で破壊的な経験情報がネレイドのＭＰＵをかき回す。

　がくんがくんとネレイドは痙攣した。

　自分の機体を制せい御ぎよできない。

　自分の認識が制御できない。

　このままでは──
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　講堂の隅すみ──二階へ続く階段の裏側に身を潜ひそめていた優樹は床を蹴けって飛び出した。

「ネレイドッ‼」

　予定では完全にネレイドが〈03〉の動きを止めてから合図をし、そこへ彼が出ていって左手の御お守まもりを押し付ける手て筈はずだったのだが──最早段取りは意味が無くなっていた。悪霊が〈03〉を棄すてて〈02〉に乗り移る積もりなのは明めい白はくだ。このままではネレイドまで悪霊に乗っ取られて狂くるってしまう。

　そうなれば……優樹達はネレイドまで破壊せねばならなくなる。

　そもそもそんな事が優樹達の力で可能かどうかはさておき──もし可能であったとしても優樹はそんな事をしたくはなかった。出来なかった。たとえ彼女が実じつ際さいには魂たましいの無い人形なのだとしても──人間らしく振る舞まうだけの、ただそれだけの物体であったとしても、自分を助けてくれた彼女を破壊など出来ない。破壊出来る様な人間になど優樹はなりたくなかった。

　幸い未いまだ悪霊はネレイドの機体を乗っ取り切れていないらしい。

　ネレイドは床の上に俯うつぶせに倒れてがくんがくんと痙攣するばかりで、何ら具体的な行動には出ていない。今なら優樹でも駆かけ寄って左手の御守りを彼女に押し付け、悪霊を退たい散さんさせる事が出来るかもしれなかった。

「ネレイド！」

　もう一度叫さけんで駆け寄った優樹はネレイドを抱だき起こす。

　アンドロイドと聞いていた為にやたらと重い身体からだを想像していたのだが、意外にもネレイドの機体重量は普ふ通つうの人間と大差無かった。紅葉を抱き上げたり四季少女の身体の組み立てを手伝ったりした際の感かん触しよくとそう違ちがいは無い。

　優樹は右手でネレイドの肩かたを抱く様にして固定──左手に巻き付けられた祖母の御守りを一いち瞥べつする。こんな場面でも祖母の力に頼たよらねばならない自分がやはり情けなくもあったが……それでも今こうして自分にもやれる事が在あるのは幸いだ。そう思う事にした。

　優樹はその左手をネレイドの額ひたいに──

「…………ニンゲンの……カラ……ダ……」

　不意に──焦しよう点てんの合わない瞳ひとみを優樹に向けてネレイドが呟つぶやく。

　その両りよう腕うでがいきなり蛇へびの様に動いて優樹の首を摑つかんだのは次の瞬間だった。

「──うっ⁉」

　瞬間的に覚えたのは先まず息苦しさより痛みだった。

　機械そのものの容よう赦しやない握あく力りよくがぎりぎりと優樹の首を絞しめ上げていく。息苦しいなどという次元の感覚ではない。激げき痛つうが優樹の意識を無茶苦茶にかき回す。苦しいのを堪たえて御守りを──そんな事を考える余裕など瞬間的に消し飛んでいた。
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　このままでは窒ちつ息そくよりも先に脳が血液を補ほ給きゆうされずに死ぬだろう。いや……更さらに握力が強まっている事を思えば呼吸がどうの血流がどうのという前に、首が骨ごと握にぎりつぶされてしまうかもしれない。

　あるいは悪霊の狙ねらいはそれなのかもしれなかった。

　首を引きちぎれば……そのまま自らの首をすげ替かえるだけで悪霊は人間の肉体を手に入れる事が出来るから。男女の区別など悪霊にとっては然さしたる意味も無いのだろう。

「……身体……カラダ……ダ……人間ノ……本物ノ……暖カイ……」

「ぐ……あ……」

　視界が真っ赤に染まっていく。

　あとどれくらい自分は保もつだろうか。

　五秒か。あるいは一秒か。

　意識の端はしでそんな事を、まるで他ひ人と事ごとの様に優樹が考えた時──

「優樹っ‼」

　ぼ！──と音がしてネレイドの両手が燃え上がる。

「…………‼」

　声にならない悲鳴をあげたのは……ネレイドか。それともその内に潜ひそむ悪あく霊りようか。

　炎ほのおはネレイドの両りよう肘ひじの辺りで大きく燃え盛さかっていた。

　悪霊に乗っ取られたネレイドは優樹の首を絞めていた両手を離はなし、掌てのひらで火を払はらい落とそうとするかの様にして消しにかかる。だが突とつ如じよ発生した青白い炎は執しつ拗ように燃え続けなかなか消えようとはしなかった。

　普通の火ではない。

　これは──

「……きつね……び……」

　咳せき込みながら呟く優樹。

　振り返ると──駆け寄ってくる紅葉の姿が見えた。

　彼女は二階の放送室に詩月や小竹乃と共に隠かくれていた筈はずなのだが……どうやら優樹の窮きゆう状じようを見かねて飛び出してきたらしい。

「優樹っ！　後ろっ！」

　紅葉が焦しよう燥そうに尖とがった叫さけびを発する。

　ネレイドの方を振り返ると──アンドロイドの少女は両手の火に悲鳴を上げつつも再び優樹に摑みかかろうとしていた。咄とつ嗟さに逃にげようとするものの、未だ咳き込んでいる優樹は全力で動く事が出来ない。

　炎を纏まとった腕が優樹の顔を摑もうと──

「優樹……‼」

　スピーカーによって拡かく張ちようされた詩月の声が講堂中に響ひびき渡わたる。

　次の瞬しゆん間かん、講堂内の照明が一いつ斉せいに消えた。

「…………⁉」

　唐とう突とつに降り積もった闇やみの中で立ち止まるネレイド。

　同時に聞き覚えの在る旋せん律りつが講堂内の全すべてのものを震ふるわせる程ほどの大だい音おん響きようで──恐おそらくは放送機器の限界まで上げたフル・ボリュームで鳴り渡る。

　曲目は何処の学校でもお馴な染じみのクラシック……ベートーヴェンの『第九』。

「……詩月……」

　優樹は放送室の方を振り返って呟く。

　これは……実を言えば元々対〈03〉用に優樹達が考えていた策の一つだ。

　ネレイドによれば彼女達の様なアンドロイドはあくまで精せい密みつな人間の模も倣ほうにこだわる余り、人間的な弱点をも備える事になるのだという。特に繊せん細さいな感知器の類たぐいは大音量や唐突な闇にさらされると、それに順じゆん応のうするまでにしばしの時間を要ようする事になり──その間は完全に目標を見失ってしまうのだそうだ。

　消灯と『第九』のフルボリューム再生──これにより強制的に造り上げた隙すきをつけばネレイドに確実な勝利をもたらせる、と優樹達は考えたのである。

　無論……これはネレイドも〈03〉も能力的な条件は同じだ。

　だが予あらかじめ照明が消える事や大音量の放送が掛かかる事を知っていたならば、条件は異なってくる。例えばネレイドだけが片方の眼めと耳の入力レベルを調ちよう整せいしておく事で何秒か早く状じよう況きように対応できる様になるという事だ。

　とりあえずネレイドが〈03〉をあっさりと倒たおしたので使うには至いたらなかった訳だが……まさかそれをネレイド本人に使う事になるとは優樹達も考えていなかった。

　そして。

「──……！──……‼──……‼」

　声にもならない甲かん高だかい悲鳴が轟ごう音おんの中に突つき刺ささる。

　唐突に訪おとずれた闇の中──両腕に炎を灯ともしながら狂った様に同じ処ところを回るネレイド。

　炎のせいで優樹の側からは彼女の姿が丸見えになっているが──恐らくネレイドは優樹の姿を見失っているのだろう。それもその筈、音響探査もこの轟音の中では使えず、熱源探査も自らの両腕を焦こがす炎に邪じや魔まされてまともに実行できない。炎は周囲を照らしてはいるものの、両肘で燃え盛るそれの為ため、ネレイドの電子眼は自動的に露ろ光こうを調整──全く暗あん視しが利きかない状態になっている。

　今のネレイドに優樹達の位置を把は握あくする術すべは無い。

　ただその内の悪霊が炎への恐きよう怖ふに突き動かされて暴あばれるだけだ。

「ネレイド……」

　呆ぼう然ぜんとアンドロイドの少女を見つめる優樹。

　轟ごう々ごうと響き渡る『第九』の旋せん律りつの中で──彼女はまるで踊おどっている様にも見えた。

　いびつな恐怖の表情を半面に浮うかべながら炎を纏まとって舞まい踊る人形少女。光が絶えた屋内で全てのものが闇の中に沈しずみ消えていく中──己おのれを焦がす炎に照らし出されて彼女だけが存在を主張している。

　その姿は何ど処こか幻げん想そう的てきで美しく……そして哀かなしい。

「……ネレイド」

　優樹は呟いて彼女に歩み寄るとその白い額に左手を当てる。

　紅葉が優樹を気き遣づかったのだろう──あれ程ネレイド本人が消そうとしても消えなかった狐火が音もなく消えた。

　そして──

「…………」

　光が在あった訳でも音が在った訳でもない。

　だが何かが拡かく散さんしていく気配は優樹の感覚ですらはっきりと分かった。恐らくは祖母の御お守まもりが効きいたのだろう。

　同時にがくん……とネレイドが優樹の胸の内に倒たおれ込んでくる。

「……優樹……」

　呟つぶやくネレイド。

　どうやら完全に元の彼女に戻もどった様だった。

　しかし──

「──ネレイド？」

　続く言葉は無く、ただ沈ちん黙もくだけが優樹の問いに応じる。

　ネレイドは動かない。

「ネレイド？　ネレイド⁉」

　詩月がスイッチを入れたのだろう──講堂内に再び光が満ちた。

　少し優樹から離はなれた場所にはばらばらになった〈03〉の機体が散さん乱らんしていた。元より悪霊に乗っ取られてあちこち機き能のう異い常じようを起こしていた様だが……もう完全に壊こわれて修理のし様も無いのは一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。

　そして。

　優樹の腕うでの中には──元の無表情を取り戻した状態で静止するネレイド。

「ネレイド……」

　更さらに呼び掛けるが反応が無い。

　揺ゆさぶってみる。

　やはり反応が無い。

「…………」

　悪お寒かんの如ごとき嫌いやな想像が優樹の脳のう裏りを過よぎる。

　人間に可能な限り似せて作られた精密機械。

　ならばそれは──案外ちょっとした事で再起不能な程に壊れてしまう可能性は無いだろうか。人間という生き物が結けつ構こうしぶとく丈じよう夫ぶな様に見えて……案外つまらない事であっさりと死んでしまう場合が在る様に。

「ちょっと待てよ──」

　呟く様に言う優樹。

　彼は更にネレイドの機体を揺さぶりながら言った。

「ネレイド⁉　馬ば鹿かな、そんな──君はロボットだろ⁉　死んだりとかしないんだろ⁉　人間になりたいからって……そんな処まで真ま似ねなくていいだろ⁉」

　叫んで更に揺するが反応が無い。

　まるで──人形の様に。

　生命など最初から持ち合わせていないただの物体であったかの様に。

「おい！　ネレイド！　起きろ、起きてってば‼」

　それでもネレイドは動きを止めたまま。

　紅葉や詩月達が駆かけ寄ってくる気配を背中に感じながら──優樹は諦あきらめずに冷たいネレイドの身体からだを揺さぶり続けていた。
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　人形は死なない。

　生きていないものは命が無い以上──死ぬ事も無い。

　故ゆえにこそ人たる事に憧あこがれる人の紛まがい物は、死する運命をも受け入れねばならない。生とは結局の処……死によって完成するものだからだ。死なないものは生きてもいない。だから生きようとするのならば死という結けつ末まつを背負う必要が在る。

　では。

　死ぬ事が出来た人形がもし居るとすれば──それが今いま際わの際きわに感じる想おもいとは『生きる』事が出来たという喜き悦えつと満足か。それともようやく手に入れた『命』を失う事への恐きよう怖ふと後こう悔かいか。あるいはもっと別の何かなのか。

　それは誰にも分からない。

　遺のこされた者達には永久に知る事は出来ない。

　だが──
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「……なんだか変な感じ」

　呟く様に詩月が言う。

　鈴乃宮学園校舎裏。

　そこは幾いくつもの花か壇だんや小さな池が設もうけられていて──ちょっとした公園の様な場所になっている。この鈴乃宮学園の建っている大地は全体がプラスチックの様な、リノリウムの様な、何だかよく分からない正体不明の物質で出来てるが、敷しき地ち内は一応、土の地面になっており、その気になれば穴を掘ほったり何かを埋うめたりする事も出来る。

　そこに今──小さな土の盛もり上がりが在った。

「確かに変だよな」

　優樹が呟き──側そばに並ぶ四季少女達シーズン・シスターズはそれぞれ肩かたを竦すくめたり溜ため息いきをついたりした。

　変と言われれば確かにこれ程ほど変な行こう為いも在るまい。

　それは『墓はか』だった。

　この幽ゆう霊れい学園の中に墓を建てる。しかもそれを見守るのは優樹と紅葉を除のぞけばいずれもが死人達。これは一体なんの冗じよう談だんか──それとも皮肉か。だが嘲あざける者も笑う者も居らずただ横たわるのは重苦しい喪そう失しつ感かんだけだ。

　たかが人形が一体壊れた──それだけの事の筈はずなのに。

「でも死んで……この学園に残る事さえ出来なかったんだよな……彼女は」

　優樹は嚙かみ締しめる様に言った。

「彼女の──魂たましいは」

「…………」

「いや……むしろ彼女は人間みたいにきちんと死ぬ事が出来たって……喜んでやった方が良いのかな。よく……分からない」

　何ど処こか皮肉な響ひびきを含ふくむ優樹の台詞せりふ。

　しかし少女達はただ沈ちん黙もくで応こたえるのみだった。応えるべき言葉を思い付かなかったのか。言葉など何の慰なぐさめにもならないと思っているからなのか。あるいは沈黙こそが最も追つい悼とうに相応ふさわしいと思うからなのか。

　しばし優樹はそのささやかな土の盛り上がりを──そこに人間一人分の体たい積せきを備えた物体が埋められているとは思えない位にささやかな墓を見つめていたが、やがて溜め息をついてそれに背を向けた。

　ふと──視線を上げる。

　そこに鮮あざやかな蒼あおに染められた髪かみが揺ゆれていた。

「──ネレイド」

　呟く優樹に人造少女は小さく頷うなずいてみせる。

　講堂での一件の後、彼女は全身に発生した機能異常を一いつ旦たん完全に払ふつ拭しよくする為ため、中ちゆう枢すう部分を除のぞく周辺システムの再起動を掛かけていたのだ。この為に優樹は彼女が『死んだ』と勘かん違ちがいしていた訳だが──約一時間後、全すべてのエラーファイルの修正と自己診しん断だんを終えたネレイドは再起動して眼めを覚ました。

　ただ……

「修理は終わったの？」

　ネレイド〈02〉はやはり小さく頷いて──そして自分の分身たる〈03〉の残ざん骸がいが埋められた墓へと歩み寄った。既すでにその首にも額にも傷きず痕あとは無く、折れた腕を固定していた添そえ木も無い。

「〈01〉のコンテナが見つかりました。残念ながら〈01〉は頭部が破は壊かいされて機能停止していましたが、胴どう体たい部分はほぼ無傷だったので、私の腕の修理に必要な部品や資材は問題なく流用できました」

「そっか……」

　優樹は曖あい昧まいに頷く。

　他に何を言って良いのかも分からなかった。

　だが──

「やはり私達は紛い物に過ぎませんでした」

　ネレイドがいつもの如ごとく淡たん々たんとした口調で言う。

　やはりその端たん整せいな顔には何の表情も浮うかんではいない。ただ人形そのものの無表情が凍こおり付いて美しくも冷たい仮面を成しているだけだ。

「いや……それはでも……」

「『悪あく霊りよう』が私の中に入ってきた時」

　ネレイドが言葉を続ける。

「〈03〉の記き憶おくも一部流れ込んできました」

「…………」

「〈03〉はやはり人間になりたかった様でした。人間になりたくて、しかしなれない自分を知っていて、だからその矛む盾じゆんを処しよ理りしきれずに狂い始めていた様です。何ど処こから『悪霊』の影えい響きようを受けていたのかは分かりませんが、狂った末すえに、手に入れた人間の肉体と自分の機体を部分的にすげ替かえていく事で、自分は人間になれると──そう認にん識しきしてしまった様でした」

　人間になれない哀あわれな紛い物。

　偽にせ物ものであるが故にこそ偽物である事に囚とらわれる哀れな偽物の心フエイク・ハート。

「ですが」

　ネレイドは〈03〉の墓を見下ろしながら言う。

「それは無理な事なのです。私達は永遠に紛い物です。人間でないものが人間にはなれない。魂たましいも心も無い自動機械が人間たる事を志し向こうする事そのものが最初から無理であったのです。そもそも『人間になりたい』という欲よつ求きゆうですらも元々私達のものではありません。私達のその欲求は〈01〉の経験情報を複ふく写しやした際さいに発生したものです。私達はこの欲求ですらも借り物であり模倣品でしかなかった」

　ネレイドの言葉はひどく冷たい。

　だがそれは一体誰に対しての冷たさなのか。優樹には彼女はまるで自らを突つき放して傷付けているかの様にも見えた。

「〈03〉の行ってきた事は全くの無む駄だでした」

　自らをも斬きり捨すてる容よう赦しやの無い断言。

　しかし──

「そんな事ない」

　そう言ったのは……紅葉だ。

　優樹の側そばで彼の制服の袖そでを摑つかみ、縋すがり付く様にして立ちながら……人間である事に憧あこがれる狐きつねの少女は細々とした声で訴うつたえた。

「そんな事ないよぅ。そんな寂さびしい事……言わないでよぅ。そっちのネレちゃんは悪いネレちゃんだったかもしれないけど……でも無駄だとか……人間になんてなれないとか……そんな冷たい事、言わないでよぅ……」

「ですが」

　ネレイドは機械そのものの微み塵じんも曖あい昧まいさを含ふくまぬ動作で紅葉を振ふり返る。

「それならばどうして〈03〉は幽ゆう霊れいになれなかったのですか」

「…………」

　答えるべき言葉は優樹にも紅葉にも無い。

「最初から私達には魂など在りませんでした。生きてすらいませんでした。機械がただ生物の模倣をしているだけでそこに命など最初から在ありませんでした。心も在りませんでした。外側だけを精密に複製された器うつわの中には空くう虚きよが在るだけでした。だから──」

「無いなら」

　ネレイドの言葉を遮さえぎったその声は──呟つぶやく様な口調でありながらも何な故ぜか一同の耳にはっきりと響ひびいた。

「手に入れれば良いんじゃないのかなぁ？」

「…………」

　ネレイドが振り返る。

　そこには──何ど処こか優やさしい微び笑しようを浮かべる詩月の姿が在った。

「私なんて『学園』だよ。元々は人間の形すらしてないモノなんだよ。なのにこうして幽霊として此こ処こに居るじゃない。何故だかは私にも分からないけど──人間の形してたりするよ？」

「…………」

　ネレイドはただ──無む言ごん。

　詩月は微笑ほほえみながら言葉を続けた。

「ひょっとしたら今のネレちゃんには、ネレちゃんが言う様に魂が無いのかもしれないけどさ。でもこれからも無いかどうかなんて分からないでしょ？　単にこっちのネレちゃんは──〈03〉はそれを手に入れる為ための時間が無かっただけかもしれないじゃない」

「それは」

「だから……」

　詩月は改あらためてネレイドの紅あかい瞳ひとみをのぞき込みながら言った。

「諦あきらめるのはもうちょっと先でもいいんじゃない？」

「…………」

「此処は学校だから」

　詩月は両手を広げて言った。

　まるで世界の全すべてをその小こ柄がらな身で指し示そうとするかの様に。

「何かを学んで得える為の場所だから。その為になら何度でも何度でも失敗していい場所だから。いつか自分の『本当』を手にする為に在る『噓うそ』の場所だから。だから──諦めないで、もうちょっと頑がん張ばってみよ。……ね？」

「…………」

　優樹は何か──その言葉に胸を突つかれるものが在った。

　鈴乃宮学園。

　此処は紛まがい物の世界だ。何もかもが現実の模も倣ほうでしかない。此処には元々真実の事など何一つ無い。全ては用意された箱はこ庭にわでしかない。だから──やり直しが利きく。失敗しても失敗してもそれは必ずしも取り返しのつかない終わりではない。学ぶ為に。挑いどむ為に。此処では何度でも何度でも失敗して良いのだ。

　だが……だからこそ此処は優しい。

　偽物であるが故ゆえにこそ。

　いつか残ざん酷こくな真実や容よう赦しやない現実に向き合えるだけの自分を手に入れるその日まで。

　だから──

「…………」

　ネレイドは一同を見回す。

　無む論ろん……拒こばむ者は居ない。ただ決断を促うながす沈ちん黙もくだけが静かに回答を待つ。

　紅あかい眼めと蒼あおい髪かみの人造少女はしばし黙もつ考こうし──

「…………頑がん張ばります。よろしく御お願ねがいします」

　そう言って頭を下げた。

　紅葉や四季少女達シーズン・シスターズが顔を見合わせて笑い合う。

　そして──

「ね……優樹」

　詩月が振り返って言った。

「写真撮とって──写真」

「うん？　まあいいけど──」

　言いながら優樹は愛用のペンタックスＳＰを取り出した。此処へ来てから未まだ十数枚を撮っただけで……一本目のフィルムも半分以上残っている。残枚数を確かく認にんし巻き上げレバーを親指で回してから優樹は詩月に視し線せんを戻もどした。

「いつかネレちゃんが今日を思い出せる様に」

「今日を？」

　怪け訝げんそうに尋たずねる優樹に詩月は大きく頷うなずいた。

「いつかきちんと人間になれたネレちゃんが──魂を手に入れたネレちゃんが『こんな時も在ったね』って思える様に。嫌いやな事も哀かなしい事も、昔話だねって言いながら笑って話せる時が来た時の為ために──記念に一枚」

「なるほど」

　微び苦く笑しようを浮うかべて頷うなずく優樹。

『こんな時も在った』そう懐なつかしむ為の写真。

　逆ぎやく説せつ的てきだが……それはつまりそんな日が来る様にとの祈いのりであり、その日まで頑張れる様にという誓ちかいでもある。ネレイドがその事を理り解かいできるとしてもそれはずっと先の事であろうが、それはしかし悪くない考えだと優樹にも思えた。

　だから──

「ネレイド。そこに立って。うん──そこ」

　偽いつわりの青空と偽りの校舎を背に立つ偽りの少女。

　いつかこれが過去になる日が来る事を願って。

　偽にせ物ものが偽物である事を止やめるその日を夢見て。

　ファインダーの中ではネレイドが紅い眼を戸と惑まどう様に瞬またたかせている。どうせだからという事なのか、四季少女達シーズン・シスターズや詩月、紅葉もネレイドの背景を飾かざるようにしてファインダーの中に入り込んでくる。

　これはこれで賑にぎやかでいいだろう。

　そして──

「撮るよ！」

　ペンタックスＳＰのシャッター音と共に、今日も始業のベルが鈴乃宮学園に鳴り響ひびいた。










　あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: 榊]です。




『君の居た昨日、僕の見る明日』第二巻『ＦＡＫＥ　ＨＥＡＲＴ』をお届け致します。




　なんだか『今回はあとがき長めでも大丈夫ですよ』とか担当のたなぽんに言われてちと喜んでいたのですが、よく考えたらあとがき長々と書いている時間そのものが無かったりもします。本当に。がっでむ。




　なんか本当に『キミボク』（と略すらしい）は毎回毎回長編も短編も詰つまるんですが、こいつも色々と苦しんで書いたりしていたのでした。お陰でスケジュールが狂う狂う。

　元々仕事しすぎだとかワーカホリックだとかよく言われるのですが、ちと今回反省しました。ちょっと軽いスランプに入った位で破は綻たんするよーな仕事の詰め方はやはりいけませんな。まあ『去年も同じ事言ってたじゃねえか』とか言われそうですが。とりあえず今年は未まだ倒れてないぞ。うん。進歩の跡が見られますね＞威い張ばるような事かよ？




　で──この二巻。

　ドラマガ誌上で連載している短編版──『キミボク──そして私の立つ今日。』の方で出てきているロボ少女ネレイドの出番でございます。二巻のヒロインは彼女。

　ところが何な故ぜか紅葉もみじが彼女を喰くう位に目立ってたりします。元々『ＭＡＣＨＩＮＥ　ＨＥＡＲＴ』だった副題ですがこの為に現在のものに変わったのでした。




　内容的にはちと一巻と雰囲気が変えてあります。とはいえ原稿あげてみると担当のたなぽんには「まあ、いつもの[image: 榊]さんですね」とさらりと流される辺あたり、喜ぶべきなのか哀しむべきなのか。




　まあ内容についてはネタバレを避さけて言及するのを控ひかえますが。




　何というか個人的に『偽にせ物もの』という言葉にはちと惹ひかれるものがあります。

　割と否定的な意味に使われる事が多いですが、私はそこにむしろ惹かれるというか。本物になれない偽物の悲哀とか。偽物が本質的に孕はらむ矛む盾じゆんとか。偽物であるが故ゆえの利点とか。

　偽物ってそんなに悪いものなんかなあ、とか。

　偽物だからこそ良いものってのもあるのではないかなあ、とか。

　偽物だからこそ尊いものもあるのではないかなあ、とか。

　まあ要するに今回はそんなお話。




　何はともあれ作品の善よし悪あしを決めるのは読者の方々な訳わけで。私が書き終えた作品についてどうこう解説するのも無ぶ粋すいな話ですわな。

　という訳で皆様の反応、お待ちしておりまする。




　でもって。

　担当のたなぽん、絵師の狐こ印いんさん、そして校正さん、印刷所の皆様方、毎度毎度遅れてすんません。次こそは御迷惑をかける事なく余裕の日程で原稿提出──とか思いつつ毎回破綻寸前のスケジューリングではいかんともし難がたく＞しろよ。




　さて。

　次は──連載版の方かな？　爆発娘アグニエシカの話。




　また次の巻でお会い致しましょう！

　ではでは。




　二〇〇四／一二／一四

　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機

　ＢＧＭ：無し
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